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ご
あ
い
さ
つ

　

今
年
、
令
和
七（
二
〇
二
五
）年
は
、
京
都
の
地
に
お
い
て
近
代
的
な
反
射
望
遠
鏡
産
業
が
産
声
を
あ
げ
て
か
ら
一
〇
〇
年
目
に

あ
た
り
ま
す
。
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
、京
都
帝
国
大
学
の
天
文
台
助
手
で
あ
っ
た
中
村
要
氏
と
、京
都
で
理
化
学
機
器
の
製
造・

販
売
を
て
が
け
て
い
た
西
村
製
作
所
が
協
力
し
て
鍍
銀
ガ
ラ
ス
鏡
を
用
い
た
近
代
的
な
国
産
反
射
望
遠
鏡
を
製
作
し
、
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。
奇
し
く
も
同
年
、
関
東
で
は
五
藤
光
学
研
究
所
が
国
産
の
屈
折
望
遠
鏡
を
、
一
般
向
け
に
販
売
開
始
し
ま
す
。

近
代
的
な
国
産
天
体
望
遠
鏡
産
業
の
幕
開
け
で
し
た
。
と
く
に
京
都
に
お
け
る
反
射
望
遠
鏡
の
開
発
は
、
大
学
と
企
業
と
が
連

携
し
て
商
品
開
発
・
販
売
を
行
う
と
い
う
産
学
協
働
の
先
駆
け
で
も
あ
り
ま
す
。
京
都
産
業
大
学（
本
学
）の
創
設
者
で
あ
る
宇

宙
物
理
学
者
の
荒
木
俊
馬
博
士
も
、
当
時
、
京
都
帝
国
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
産
学
協
働
の
萌
芽
を
間
近
に

見
て
お
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
学
の
名
称
に
あ
る
「
産
業
」
の
文
字
、
そ
し
て
京
都
産
業
大
学
設
立
趣
意
書
や
第
一
回
入
学

式
告
示
な
ど
に
は
、
こ
う
し
た
産
学
協
働
に
対
す
る
荒
木
の
気
概
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
企
画
展
は
、
京
都
に
お
け
る
産
学
協
働
の
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
る
国
産
反
射
望
遠
鏡
産
業
の
勃
興
に
焦
点
を
当
て
、
本
学
と

も
所
縁
の
あ
る
㈱
西
村
製
作
所
の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、
貴
重
な
戦
前
の
資
料
を
含
め
大
規
模
な
調
査
を
行
な
っ
た
成
果
と

な
り
ま
す
。
㈱
西
村
製
作
所
の
先
代
社
長
で
あ
る
故 

西
村
有
二
氏
が
京
都
産
業
大
学
理
学
部
に
在
籍
し
て
い
た
ご
縁
も
あ
り
、

本
学
の
神
山
天
文
台
に
は
同
社
製
の
口
径
1
・
3
ｍ
反
射
望
遠
鏡
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
と
な
っ
た
㈱
西
村
製
作
所
の

資
料
以
外
に
も
、
中
村
要
氏
の
製
作
し
た
反
射
望
遠
鏡
用
の
鏡
や
望
遠
鏡
、
京
都
大
学
花
山
天
文
台
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
山
本

一
清
博
士
関
連
資
料
、
同
じ
く
京
都
帝
国
大
学
に
勤
務
し
、
後
に
関
西
光
学
研
究
所
を
立
ち
上
げ
た
宮
澤
堂
氏
の
残
し
た
資
料
、

そ
し
て
当
時
、
関
西
で
活
躍
し
て
い
た
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
の
伊
達
英
太
郎
氏
の
残
し
た
資
料
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
資
料
に
つ
い

て
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
企
画
展
で
ご
紹
介
で
き
る
の

は
こ
う
し
た
資
料
の
一
部
で
あ
り
ま
す
が
、
京
都
で
始
ま
っ
た
産
学
協
働
に
よ
る
反
射
望
遠
鏡
の
開
発
が
ど
の
よ
う
に
し
て
産
業
と

し
て
発
展
し
て
いっ
た
か
、
そ
の
一
端
を
垣
間
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　
　

令
和
七（
二
〇
二
五
）年
三
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
山
天
文
台
長　

河
北　

秀
世
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主
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凡　

例

一
、
本
書
は
「
西
村
製
作
所
と
中
村
要　

反
射
望
遠
鏡
に
か
け
た
夢
」
の
展
示
図

録
で
あ
る
。

　
　
　

会
場　

京
都
産
業
大
学 

神
山
天
文
台

　
　
　

会
期　

令
和
七
年
三
月
十
五
日（
土
）～
六
月
二
十
日（
金
）

　
　
　

主
催　

京
都
産
業
大
学

一
、
本
書
の
構
成
と
資
料
の
陳
列
順
序
は
一
致
し
な
い
。

一
、
図
版
解
説
の
標
記
は
、
資
料
番
号
、
資
料
名
、
法
量（
注
記
の
な
い
も
の
は

全
て
縦
×
横
、
単
位
は
㎜
）、
製
作（
撮
影
）年
代
、
所
蔵
者
の
順
に
記
載
し
た
。

一
、
本
書
の
執
筆
は
、
青
木
優
美
香（
神
山
天
文
台 

学
芸
員
）が
行
っ
た
。
編
集
は
、

河
北
秀
世（
神
山
天
文
台
長
）、青
木
優
美
香
、新
中
善
晴（
神
山
天
文
台
職
員
、

以
下
、
同
上
）、
植
村
未
来
が
行
っ
た
。
な
お
、
池
田
優
二
氏（
株
式
会
社
フ
ォ

ト
ク
ロ
ス
）、
中
島
隆
氏（
国
立
科
学
博
物
館
）に
は
有
益
な
コ
メ
ン
ト
お
よ
び

資
料
の
提
供
を
受
け
た
。

一
、
本
書
に
掲
載
し
た
写
真
の
う
ち
、
№
1
、
6
、
9
、
10
、
14
、
16
、
18
、
26

は
冨
田
良
雄
氏
か
ら
、
№
12
は
馬
場
幸
栄
氏（
人
間
文
化
研
究
機
構
）か
ら
、

№
20
は
西
村
製
作
所
か
ら
、
第
三
章
扉
写
真
は
宮
澤
修
平
氏
か
ら
提
供
を

受
け
た
。
そ
の
他
は
京
都
産
業
大
学
神
山
天
文
台
が
撮
影
し
た
写
真
を
使
用

し
た
。

一
、一
部
展
示
に
陳
列
し
て
い
な
い
資
料
の
写
真
も
掲
載
。
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十
九
世
紀
後
半
、
欧
州
で
は
と
く
に
英
国
を
中
心
と
し
て
、
鍍め

っ
き銀

ガ
ラ
ス
鏡
を
用
い
た
近

代
的
な
反
射
望
遠
鏡
の
発
展
が
著
し
く
、
Ｇ
・
カ
ル
バ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
幾
人
か
の
反
射

望
遠
鏡
製
作
者
が
活
躍
し
て
い
た
。
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
に
は
、
Wm
・ 

Ｆ
・
Ａ
・
エ
リ
ソ

ン
に
よ
っ
て
反
射
望
遠
鏡
製
作
に
つ
い
て
解
説
し
た
『The A

m
ateur's Telescope

』
が

英
国
に
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
米
国
で
は
、
欧
州
よ
り
も
反
射
望
遠
鏡
の
普
及
は
遅
れ
て
い

た
が
、
明
治
四
十
三（
一
九
一
〇
）年
に
『Popular A

stronom
y

』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
Ｌ
・

ホ
ル
カ
ム
に
よ
る
自
作
反
射
望
遠
鏡
の
記
事
を
読
ん
だ
Ｒ
・
ポ
ー
タ
ー
が
、
反
射
望
遠
鏡
の

自
作
ブ
ー
ム
を
牽
引
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
に
は
、
Ａ
・
イ
ン
ガ
ル

ス
が
編
集
者
と
な
っ
て
、ポ
ー
タ
ー
や
エ
リ
ソ
ン
の
原
稿
な
ど
を
ま
と
め
た
書
籍
『A

m
ateur 

Telescope M
aking

』が
出
版
さ
れ
、北
米
に
お
け
る
自
作
反
射
望
遠
鏡
ブ
ー
ム
が
到
来
す
る
。

　

一
方
、
日
本
で
は
、
鍍
銀
ガ
ラ
ス
鏡
を
用
い
た
近
代
的
反
射
望
遠
鏡
の
海
外
か
ら
の
購
入

に
よ
る
導
入
が
進
ん
だ
。
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
に
、
当
時
神
戸
市
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天

文
学
者
、
Ｒ
・
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
英
国
の
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
社
製
の
16
㎝
反
射
望
遠
鏡
を
購

入
し
た
。
続
い
て
京
都
帝
国
大
学
教
授
の
新
城
新
蔵
が
米
国
か
ら
購
入
し
た
25
㎝
反
射
望
遠

鏡
が
、
天
体
観
測
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
十
四（
一
九
二
五
）年
の
京
都
帝
国
大

学
天
文
台
開
設
後
に
は
、
カ
ル
バ
ー
33
㎝
反
射
望
遠
鏡
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
米
国

で
の
自
作
反
射
望
遠
鏡
ブ
ー
ム
の
熱
を
受
け
、
日
本
で
も
一
般
の
人
々
の
天
文
学
へ
の
興
味

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
国
産
の
反
射
望
遠
鏡
製
作
の
先
導
と
な
っ
た
の
が
、
山や

ま

崎ざ
き

正ま
さ

光み
つ

と
中

な
か
む
ら
か
な
め

村
要
で
あ
る
。
山
崎
は
旧
制
中
学
を
卒
業
後
、
明
治
三
十
八（
一
九
〇
五
）年
に
単
身
渡

米
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
天
文
学
を
修
め
た
後
、
帰
国
し
て
い
る
。
彼
は
渡
米
中
の

明
治
四
十
三（
一
九
一
〇
）年
に
、
ポ
ー
タ
ー
と
同
様
に
ホ
ル
カ
ム
の
記
事
を
読
み
、
す
ぐ
に

鍍
銀
ガ
ラ
ス
鏡
を
用
い
た
反
射
望
遠
鏡
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
山
崎
は
、
反
射
鏡
の
製

作
に
つ
い
て
は
Ｐ
・
ハ
ス
ラ
ッ
ク
に
よ
る
著
書
を
参
考
に
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
成
果
を
、

大
正
十（
一
九
二
一
）〜
十
一（
一
九
二
二
）年
に
か
け
て
「
反

射
望
遠
鏡
の
製
造
法
」
と
題
し
て
日
本
天
文
学
会
の
会
誌
、

『
天
文
月
報
』
に
連
載
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
が
、
自
作
の

反
射
望
遠
鏡
に
言
及
し
た
日
本
で
初
め
て
の
読
み
物
で
あ
っ

た
。
な
お
、
こ
の
山
崎
の
記
事
を
読
ん
で
反
射
望
遠
鏡
を
自

作
し
た
高
島
三
郎
に
よ
る
「
子
供
で
も
出
来
る
ニ
ュ
ー
ト
ン

式
三
百
倍
反
射
望
遠
鏡
の
こ
し
ら
へ
か
た
」
と
題
し
た
記
事

が
、『
科
學
畫が

報
』
一
九
二
三
年
十
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
山
崎
は
、
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
に
一
般

向
け
の
啓
蒙
書
『
素
人
に
出
来
る
：
天
体
望
遠
鏡
の
作
り
方
』

を
出
版
し
た
。

　

帰
国
し
た
山
崎
が
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
に
講
師
と
し
て
務
め
て
い
た
大
正
十
二

（
一
九
二
三
）年
、
同
大
学
で
宇
宙
物
理
学
教
室
を
率
い
て
い
た
山や

ま

本も
と

一い
っ

清せ
い

の
も
と
に
、
中
村

要
と
い
う
助
手
が
い
た
。
中
村
は
、
大
正
十（
一
九
二
一
）年
頃
か
ら
反
射
望
遠
鏡
用
の
鍍
銀

ガ
ラ
ス
鏡
の
製
作
を
始
め
た
が
、
そ
の
困
難
さ
に
一
旦
は
中
断
し
、
す
ぐ
に
鏡
面
製
作
の
研

究
を
は
じ
め
て
い
る
。
エ
リ
ソ
ン
の
著
書
や
彼
が
磨
い
た
鏡
を
実
際
に
入
手
し
て
研
究
し
、

大
正
十
四（
一
九
二
五
）年
に
は
中
村
自
身
が
満
足
の
ゆ
く
鏡
の
製
作
に
成
功
す
る
。
翌
年
、

反
射
望
遠
鏡
の
製
作
に
つ
い
て
、
雑
誌
『
科
學
畫
報
』
に
連
載
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家（
研

究
者
で
は
な
く
趣
味
で
天
体
観
測
を
行
う
人
々
）に
成
果
を
広
め
た
。
昭
和
四（
一
九
二
九
）

年
に
は
、
中
村
に
よ
る
自
作
望
遠
鏡
に
関
す
る
成
果
を
ま
と
め
た
一
般
向
け
の
啓
蒙
書
『
反

射
屈
折 

天
体
望
遠
鏡 : 

作
り
方 

観
測
手
引
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

天
体
望
遠
鏡
の
歴
史
は
、
レ
ン
ズ
を
使
っ
た
屈
折
式
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
一
六
〇
九
年
、
イ
タ
リ
ア
の
ガ
リ
レ
オ
・

ガ
リ
レ
イ
が
、
レ
ン
ズ
を
使
っ
た
自
作
の
屈
折
望
遠
鏡
を
は
じ
め
て
天
体
に
向
け
て
い
る
。
そ
れ
以
前
の
望
遠
鏡
の

主
な
用
途
は
、
一
五
六
八
年
～
一
六
四
八
年
に
か
け
て
続
い
た
八
〇
年
戦
争
を
背
景
に
、
オ
ラ
ン
ダ
で
実
用
化
さ
れ

た
軍
用
品
で
あ
り
、
ま
た
航
海
計
器
で
あ
っ
た

１

。
そ
の
後
ま
も
な
く
、
一
六
六
八
年
に
は
英
国
で
ア
イ
ザ
ッ
ク
・

ニ
ュ
ー
ト
ン
が
凹
面
鏡
を
用
い
た
反
射
式
の
望
遠
鏡
を
製
作
し
た
が
、
当
時
の
反
射
望
遠
鏡
の
鏡
は
「
鏡か

が
み
が
ね金

」
と
呼

ば
れ
る
銅
と
錫す

ず

の
合
金
で
作
ら
れ
て
お
り
、
反
射
率
が
低
く
表
面
が
曇
り
や
す
い
う
え
、
鏡
面
加
工
・
研
磨
も
困
難

で
あ
っ
た
。
鏡
の
反
射
率
が
低
い
と
、
星
か
ら
届
く
光
が
鏡
に
反
射
す
る
際
に
弱
く
な
り
、
目
に
届
く
光
の
量
が
少

な
く
な
っ
て
、
星
の
光
が
暗
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
八
三
五
年
に
ド
イ
ツ
の
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
が
化

学
反
応
を
用
い
て
ガ
ラ
ス
表
面
に
銀
を
析せ

き
し
ゅ
つ出

さ
せ
て
鏡
を
作
る
方
法
を
開
発
す
る
と
、
状
況
は
一
変
す
る
。
こ
の

「
鍍め

っ
き銀

ガ
ラ
ス
鏡
」
は
金
属
鏡
に
く
ら
べ
て
反
射
率
が
高
く
、
鏡
面
が
曇
れ
ば
再
メ
ッ
キ
が
可
能
な
う
え
、
ガ
ラ
ス

鏡
は
金
属
鏡
に
く
ら
べ
て
容
易
に
研
磨
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ー
コ
ー
が
一
八
五
九
年
に
発
表

し
た
反
射
鏡
面
の
簡
便
な
検
査
法（
フ
ー
コ
ー
テ
ス
ト
）に
よ
り
、
室
内
の
検
査
で
鏡
面
の
良
否
を
判
定
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も
、
鍍
銀
ガ
ラ
ス
鏡
を
用
い
た
反
射
望
遠
鏡
の
普
及
を
促
進
し
た
。

一 

日
本
に
お
け
る
近
代
的
反
射
望
遠
鏡

　

日
本
で
は
、
江
戸
時
代
に
国く

に

友と
も

一い
っ
か
ん
さ
い

貫
斎
に
よ
っ
て
金
属
鏡
を
用
い
た
反
射
望
遠
鏡
が
製
作
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

十
九
世
紀
末
ま
で
鍍
銀
ガ
ラ
ス
鏡
を
用
い
た
近
代
的
な
反
射
望
遠
鏡
は
生
産
さ
れ
て
い
な
い
。
十
九
世
紀
の
日
本
に

は
、
明
治
維
新
後
、
文
明
開
化
の
名
の
も
と
に
欧
米
の
文
化
が
大
量
に
流
入
し
た
が
、
当
時
の
日
本
は
ほ
と
ん
ど
の

面
で
後
進
国
で
あ
り
、
光
学
機
械
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
輸
入
品
で
あ
っ
た

２

。
国
産
化
へ
の
機
運
が
高
ま
り
急
速
に

実
現
化
さ
れ
て
い
く
の
は
、大
正
三（
一
九
一
四
）年
か
ら
大
正
七（
一
九
一
八
）年
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
頃
で
あ
る
。

大
正
六（
一
九
一
七
）年
に
、
関
東
で
は
日
本
光
学
工
業
株
式
会
社（
現
：
ニ
コ
ン
社
）が
設
立
さ
れ
、
ド
イ
ツ
人
の

技
術
者
を
中
心
に
15
㎝
屈
折
、
50
㎝
反
射
望
遠
鏡
ま
で
製
作
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
50
㎝
反
射
望
遠
鏡
は
大
正

十
一（
一
九
二
二
）年
の
東
京 

上
野
公
園
で
行
わ
れ
た
『
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
』
に
出
品
さ
れ
て
い
る
が
、
鏡
面

製
作
が
う
ま
く
い
か
ず
結
果
的
に
完
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た

２

。
鍍
銀
ガ
ラ
ス
鏡
の
反
射
望
遠
鏡
が
日
本
へ
輸
入
さ

れ
、
天
体
観
測
に
実
用
さ
れ
た
の
は
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
神
戸
市
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天

文
学
者
、
R
・
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
英
国
の
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
社
製
の
口
径
16
㎝

※
反
射
望
遠
鏡
を
購
入
し
た
。
ま
た
、

当
時
京
都
帝
国
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
新し

ん
じ
ょ
う
し
ん
ぞ
う

城
新
蔵
が
、
ア
メ
リ
カ
の
望
遠
鏡
製
作
会
社
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ャ
ー
社
か

ら
25
㎝
反
射
望
遠
鏡
を
購
入
し
て
い
る
。
こ
の
望
遠
鏡
は
、
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
九
月
に
京
都
帝
国
大
学
宇
宙
物

理
学
教
室
に
到
着
後
、
十
月
初
め
に
据
え
つ
け
ら
れ
、
同
月
十
五
日
に
は
山
本
一
清
が
こ
の
望
遠
鏡
を
用
い
て
主
に

変
光
星
の
観
測
を
開
始
し
て
い
る

４

。

二 

反
射
望
遠
鏡
の
仕
組
み

　

屈
折
望
遠
鏡
と
反
射
望
遠
鏡
の
仕
組
み
の
大
き
な
違
い
は
、
レ
ン
ズ
で

光
を
透と

う

過か

・
屈
折
さ
せ
て
光
を
集
め
る
か
、
鏡
で
光
を
反
射
さ
せ
て
光
を

集
め
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
二
つ
の
望
遠
鏡
は
そ
れ
ぞ
れ
に
発
展
し
て

き
た
が
、
十
九
世
紀
後
半
に
近
代
反
射
望
遠
鏡
が
台た

い

頭と
う

し
、
優
位
に
立
っ

た
。
望
遠
鏡
は
口
径
が
大
き
い
ほ
ど
光
の
集
光
力
が
上
が
り
、
よ
り
遠
く

暗
い
星
を
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
大
き
な
望
遠
鏡
を
製
作
す
る

事
を
考
え
た
際
に
、
レ
ン
ズ
で
光
を
透
過
さ
せ
る
屈
折
望
遠
鏡
は
、
レ
ン
ズ
を
縁
の
み
で
支
え
る
構
造
の
た
め
、
自

重
に
よ
っ
て
レ
ン
ズ
が
変
形
す
る
こ
と
か
ら
、
口
径
1
メ
ー
ト
ル
以
上
の
望
遠
鏡
を
実
現
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た
１

。
し
か
し
、
鏡
の
表
面
で
光
を
反
射
さ
せ
る
反
射
望
遠
鏡
は
、
縁
だ
け
で
な
く
鏡
の
背
面
か
ら
も
支
え
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
屈
折
式
よ
り
大
き
な
口
径
の
望
遠
鏡
が
実
現
可
能
と
な
る
。
ま
た
屈
折
望
遠
鏡
で
美
し
い
像
を
見

る
た
め
に
は
、
像
に
生
じ
る
色
の
に
じ
み
を
補
正
す
る
た
め
の
補
正
レ
ン
ズ
が
必
要
だ
が
、
鏡
で
構
成
し
た
反
射
望

遠
鏡
に
は
色
の
に
じ
み
は
原
理
的
に
発
生
し
な
い
た
め
、
よ
り
安
価
に
大
き
な
望
遠
鏡
が
製
作
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ト
ン
が
考
案
し
た
反
射
望
遠
鏡
の
形
式
を
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
式
」
と
呼
ぶ（
図
1
）。
凹
面
鏡（
主
鏡
）と
、
平

面
鏡（
副
鏡
）の
二
枚
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
反
射
望
遠
鏡
の
形
式
の
中
で
は
製
作
が
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
接

眼
レ
ン
ズ
を
使
用
し
目
視
で
観
測
す
る
場
合
に
は
広
く
使
わ
れ
て
い
る
形
式
で
あ
る

５

。
近
代
的
反
射
望
遠
鏡
の
製

作
を
開
始
し
た
昭
和
初
期
の
日
本
に
お
い
て
は
、
そ
の
単
純
な
つ
く
り
か
ら
ニ
ュ
ー
ト
ン
式
を
取
り
入
れ
て
い
る
場

合
が
多
い
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
式
反
射
望
遠
鏡
に
は
、「
放
物
面
」
と
呼
ば
れ
る
形
状
を
し
た
反
射
鏡
が
主
鏡
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
。
放
物
面
鏡
は
、
鏡
の
断
面
の
曲
線
が
放
物
線
を
描
い
て
お
り
、
恒こ

う

星せ
い

か
ら
届
く
平
行
な
光
線
を
視

野
の
中
心
に
お
い
て
、完
全
に
一
か
所
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、放
物
面
鏡
を
使
用
す
る
こ
と
で
シ
ャ
ー

プ
な
星
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
当
時
、
理
想
的
な
放
物
面
形
状
を
も
っ
た
ガ
ラ
ス
製
凹
面
鏡
の
製
作

技
術
の
確
立
が
、よ
り
安
価
か
つ
精
度
の
高
い
反
射
望
遠
鏡
の
国
産
化
を
目
指
す
た
め
に
必
要
な
、第
一
歩
で
あ
っ
た
。

―
―
―

   １  

フ
レ
ッ
ド
・
ワ
ト
ソ
ン
著
『
望
遠
鏡
4‌

0‌

0
年
物
語　

大
望
遠
鏡
に
魅
せ
ら
れ
た
男
た
ち
』、
地
人
書
館
、
二
〇
〇
九
年

   ２  

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
史
編
纂
会
編
『
改
訂
版　

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
史
』、
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
九
五
年

   ３  

中
村
要
「
素
人
天
文
家
に
よ
つ
て
築
か
れ
た
我
反
射
望
遠
鏡
の
世
界
」、『
科
學
畫
報
』、
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
三
二
年
六
月

   ４ 

〈
雑
報　

○
十
吋
望
遠
鏡
新
着
〉『
天
界
』
第
1
巻
1
号
、
一
九
二
〇
年

   ５ 

吉
田
正
太
郎
著
『
天
文
ア
マ
チ
ュ
ア
の
た
め
の
新
版
反
射
望
遠
鏡
光
学
入
門
』、
誠
文
堂
新
光
社
、
二
〇
〇
五
年

※「
望
遠
鏡
」
の
前
の
数
字
は
望
遠
鏡
の
鏡
筒
の
直
径（
口
径
）を
示
し
、
こ
れ
が
大
き
い
ほ
ど
多
く
の
光
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ニ
ュ
ー
ト
ン
式
の
場
合
に
は
、
主
鏡
の
大
き
さ
に
ほ
ぼ
等
し
い
。

近
代
反
射
望
遠
鏡
の
は
じ
ま
り

反
射
望
遠
鏡
国
産
化
、
前
夜

第
一
章

1　山本一清（左）と中村要（右）

2　インガルス（Albert G. Ingalls）編集
　　『Amateur telescope making』

3　中村要「理想的な天體反射望遠鏡の
　  作り方」『科学畫報』大正15（1926）年7月 図1：ニュートン式反射望遠鏡
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第一章　反射望遠鏡国産化、前夜

4　ハスラック（Paul N. Hasluck）著　『Glass Working by heat and by abrasion』

5　エリソン（Wm. F.A.Ellison）著　『The Amateur’s Telescope』

6　エリソン16cm反射望遠鏡

（表紙）

（扉）

（扉）

（表紙）
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7　32cmカルバー鏡

完
全
な
る
鏡
と
は
こ
れ
で
あ
る

（『
天
界
』第
七
十
九
号
、一
九
二
七
年
、「
故 

カ
ル
バ
ー
氏
の
追
憶
」よ
り
中
村
要
）

10　カルバー 46cm反射望遠鏡（花山天文台にて撮影、1929年頃）

8　カルバー 32cm反射望遠鏡（倉敷天文台）9　反射鏡を手に持つG.カルバー

（表）

（裏）

（裏・サイン拡大）
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第一章　反射望遠鏡国産化、前夜

11　山崎正光著『素人にできる天体望遠鏡の作り方』初版本

12　山崎正光氏、自作の愛機と共に（©画像提供：馬場幸栄　写真乾板　国立天文台蔵）

此
小
著
述
に
よ
っ
て
幾
分
な
り
と
も

望
遠
鏡
に
対
す
る
知
識
を
得
て
、

実
際
に
天
文
用
の
望
遠
鏡
を

製
造
す
る
人
の
多
く
出
で
、

し
た
が
っ
て
天
文
学
を

学
ぶ
人
も
多
く
な
り
、

社
会
も
大
望
遠
鏡
の
必
要
を

認
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

日
本
も
数
個
の
大
望
遠
鏡
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う

（『
素
人
に
で
き
る
天
体
望
遠
鏡
の
作
り
方
』よ
り

山
崎
正
光
）

（表紙）（扉）
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13　中村要著『反射屈折天体望遠鏡作り方観測手引』初版本

（扉）

14　中村要、自作の反射望遠鏡と共に

美
し
い
星
を
美
し
く
み
る
為
に
良
い
鏡
を
作
る

（『
天
界
』第
一
〇
四
号
、一
九
二
九
年
、「
反
射
望
遠
鏡
の
知
識
⒄
」よ
り
中
村
要
）

（表紙）
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16　カルバー 33cm反射望遠鏡と山本一清

15　山本一清編集『図説天文講座』

（第七巻 外函・書影） （全冊）

　

中
村
要
は
、
花
山
天
文
台
の
地
下
に
自
身
が
開
発
し
西
村
製
作
所

に
製
作
依
頼
を
し
た
機
械
式
の
研
磨
機
を
設
置
し
、
そ
こ
で
反
射
鏡

製
作
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
が
反
射
鏡
の
製
作
の
普
及
を
目

指
し
て
い
た
、
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
を
中
心
と
し
た
一
般
の
人
々
は
、

こ
う
し
た
研
磨
機
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
手
作
業
で
反
射

鏡
を
研
磨
す
る
た
め
の
手
順
を
い
く
つ
か
の
著
作
や
『
天
界
』
に
掲

載
し
て
い
た
。
そ
の
方
法
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

●
中
村
要
の
反
射
鏡
製
作
に
つ
い
て

　

中
村
が
生
き
て
い
た
昭
和
初
期
、
近
代
的
反
射
望
遠
鏡
の
製
作
を

開
始
し
た
ば
か
り
の
日
本
に
お
い
て
は
、
単
純
な
つ
く
り
で
あ
っ
た

ニ
ュ
ー
ト
ン
式
を
取
り
入
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
式

反
射
望
遠
鏡
に
は
、「
放
物
面
」
形
状
の
反
射
鏡
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

放
物
面
鏡
は
、
鏡
の
曲
面
が
放
物
線
を
描
い
て
お
り
、
恒
星
の
よ
う

な
遠
方
か
ら
届
く
平
行
な
光
線
を
完
全
に
一
か
所
に
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
つ
ま
り
、
反
射
望
遠
鏡
に
放
物
面
鏡
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

シ
ャ
ー
プ
な
星
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
反

射
鏡
製
作
と
は
、
非
常
に
簡
単
に
い
う
と
、
平
ら
な
硝
子
を
削
っ
た

り
磨
い
た
り
し
て
放
物
面
に
し
、
そ
の
後
、
鍍め

っ
き銀

を
施
す
こ
と
で
光

を
集
光
さ
せ
る
反
射
鏡
に
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
る
。

　

中
村
が
反
射
鏡
製
作
に
お
い
て
手
本
と
し
た
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の

研
磨
技
術
者
、
Ｇ
・
カ
ル
バ
ー
と
Wm
・ 

F
・
A
・
エ
リ
ソ
ン
の
2
名
で

あ
っ
た
。
中
村
は
反
射
鏡
製
作
に
進
ん
だ
動
機
と
し
て
、
大
正
十
三

（
一
九
二
四
）年
に
エ
リ
ソ
ン
へ
注
文
し
た
自
分
用
の
16
㎝
鏡
が
「
自

ら
こ
の
方
面
に
進
ん
だ
手
引
き
と
も
な
り
、
又
鏡
面
製
作
の
標
準
と

な
っ
た
」
と
し
、
反
射
鏡
製
作
に
お
い
て
非
常
に
難
し
く
重
要
な
最

終
工
程
で
あ
る
「
整
形
」（
後
述
）の
知
識
は
、「
カ
ル
バ
ー
の
作
品

を
通
じ
て
殆
ど
す
べ
て
を
獲
た
」
と
著
作
に
残
し
て
い
る
。
中
村
が

目
指
し
た
鏡
は
、
徐
々
に
気
温
が
下
が
っ
て
ゆ
く
夜
間
を
通
し
て
生

じ
る
ガ
ラ
ス
の
変
形
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
一
晩
中
、
平
均
的
に
美

し
い
星
像
が
見
え
る
鏡
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
う
え
で
最
も

理
想
的
で
あ
っ
た
の
が
、
カ
ル
バ
ー
鏡
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

●
反
射
鏡
製
作
の
手
順

　

反
射
鏡
製
作
は
ま
ず
完
璧
な
球
面
鏡
を
つ
く
り
、
球
面
鏡
か
ら
放

物
面
鏡
へ
と
整
形
し
て
い
く
と
い
う
流
れ
と
な
る
。
L
・
フ
ー
コ
ー

が
開
発
し
た
フ
ー
コ
ー
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
実
験
室
で
球
面
鏡
の
検
査

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
上
記
の
よ
う
な
製
作
の
流
れ
が

一
般
的
と
な
っ
た
。
検
査
を
行
い
な
が
ら
完
璧
な
球
面
鏡
を
作
り
、

そ
こ
か
ら
放
物
面
鏡
へ
少
し
だ
け
修
正
す
る
方
法
の
ほ
う
が
、
い
き

な
り
放
物
面
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
よ
り
も
正
確
で
あ
り
、
簡
易
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

球
面
鏡
作
り
の
工
程
は
、
硝
子
の
研
削
作
業
か
ら
行
う
。
ま
ず
、

鏡
に
す
る
た
め
の
ガ
ラ
ス（
鏡
材
）と
ガ
ラ
ス
盤
を
用
意
し
、
同
じ
大

き
さ
の
二
面
を
擂す

り
合
わ
せ
て
製
作
し
て
い
く（
図
1
）。
荒
ズ
リ
、

中
ズ
リ
、
仕
上
げ
ズ
リ
の
三
段
階
が
あ
り
、
荒
ズ
リ
で
平
ら
な
鏡
を

凹
面
へ
整
形
し
、
中
ズ
リ
で
球
面
へ
整
え
、
仕
上
げ
ズ
リ
で
こ
れ
ま

で
に
で
き
た
、
す
り
傷
を
減
ら
し
て
ゆ
く
。
こ
の
三
段
階
の
基
本
作

業
は
す
べ
て
同
じ
で
、「
球
面
製
作
の
三
運
動
」
を
繰
り
返
し
行
う
。

こ
れ
は
、
鏡
材
と
盤
の
重
な
っ
た
位
置
か
ら
作
業
者
の
方
へ
直
径
の

1
／
3
だ
け
引
き
、
手
前
に
あ
る
鏡
を
元
の
位
置
へ
戻
す
直
線
の
往

復
運
動
、
鏡
を
一
回
の
直
線
運
動
ご
と
に
一
定
方
向
に
わ
ず
か
に
回

す
鏡
の
回
転
運
動
、
鏡
の
一
周
ご
と
に
作
業
者
も
移
動
す
る
作
業
者

の
運
動
の
3
つ
の
運
動
の
こ
と
で
あ
る
。（
写
真
1
）

　

ガ
ラ
ス
を
削
る
に
は
、
カ
ー
ボ
ラ
ン
ダ
ム
と
い
う
砂
の
よ
う
な
研

磨
剤
を
使
う
。
様
々
な
粒
度
の
も
の
が
あ
り
、
反
射
鏡
研
磨
の
際
は

粗
い
も
の
か
ら
細
か
い
も
の
に
変
え
て
作
業
を
進
め
る
。
仕
上
げ
ズ

リ
ま
で
完
了
し
た
ら
、
す
り
ガ
ラ
ス
状
に
な
っ
た
鏡
材
の
表
面
を
よ

り
平
滑
に
す
る
た
め
に
磨
く
「
ピ
ッ
チ
磨
き
」
に
移
行
す
る（
写
真

2
）。
こ
こ
ま
で
は
ガ
ラ
ス
盤
を
使
用
し
て
い
た
が
、
以
後
は
ピ
ッ

チ
と
い
う
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
主
成
分
の
磨
き
盤
を
使
用
す
る
た
め
、

ま
ず
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
溶
か
し
て
ピ
ッ
チ
盤
製
作
を
行
う
。
ピ
ッ

チ
盤
が
完
成
し
た
ら
、
さ
ら
に
細
か
い
研
磨
剤
を
使
用
し
て
球
面
製

作
の
三
運
動
を
続
け
、
鏡
面
の
様
子
を
観
察
す
る
検
査
で
あ
る
フ
ー

コ
ー
テ
ス
ト
を
30
分
ご
と
に
行
い
な
が
ら
、
よ
り
正
確
な
球
面
を
目

指
す
。

　

製
作
し
た
い
反
射
望
遠
鏡
に
適
し
た
焦
点
距
離
の
球
面
鏡
が
完
成

し
た
ら
、
い
よ
い
よ
整
形
作
業
に
入
る
。
整
形
作
業
は
既
述
し
た
よ

う
に
球
面
か
ら
放
物
面
へ
整
え
る
作
業
と
な
る
。
球
面
と
放
物
面
の

差
を
計
算
し
な
が
ら
、
端
の
焦
点
距
離
を
変
え
ず
に
中
央
を
磨
い
て

少
し
ず
つ
鏡
面
の
形
を
放
物
面
へ
整
え
て
い
く
。
こ
の
作
業
は
、
製

作
者
に
よ
っ
て
多
少
方
法
が
こ
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
村
は
、

自
身
が
目
指
し
た
理
想
の
反
射
鏡
の
性
質
を
顧
み
て
、
カ
ル
バ
ー
の

整
形
方
法
が
最
適
解
で
あ
る
と
判
断
し
、
そ
の
整
形
技
術
を
取
り
入

れ
て
い
る
。（
P‌

58
「
中
村
要
と
カ
ル
バ
ー
鏡
―
中
村
要
は
な
ぜ
感

銘
を
受
け
た
の
か
―
」
参
照
）放
物
面
と
な
っ
た
か
ど
う
か
の
確
認

に
は
、
フ
ー
コ
ー
テ
ス
ト
で
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
鏡
面
の
影
の

濃
さ
や
形
を
参
考
に
し
つ
つ
、
最
終
的
に
は
球
面
と
放
物
面
の
深
さ

の
差
を
定
量
的
に
計
測
で
き
る
帯
試
験
を
使
用
す
る
。

コ
ラ
ム

ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
へ
の

　
　
反
射
鏡
製
作
の
ス
ス
メ

中
村
要 

著
『
反
射
望
遠
鏡
』
よ
り

写真2：鏡面の変化
研磨前 仕上げズリ完了 磨き作業完了

硝子

盤

硝子

盤

1/3うごかす 鏡の回転 作業者の移動
写真1：球面鏡製作の三運動

図1：鏡材と盤
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測定する鏡

ナイフ

カメラ

測定器具

焦点距離の約２倍

光源の電源装置

ピンホール光源

京
都
、
国
産
反
射
望
遠
鏡
の
夜
明
け 

西
村
製
作
所
と
中
村
要
の
協
働

第
二
章

　

大
正
十
四（
一
九
二
五
）年
頃
か
ら
本
格
的
に
鏡
の
研
磨
に
着
手
し
た
中

村
要
は
、
京
都
帝
国
大
学
宇
宙
物
理
学
教
室
に
当
時
出
入
り
し
て
い
た
業

者
の
一
つ
で
あ
っ
た
西
村
製
作
所
と
共
に
反
射
望
遠
鏡
の
製
作
・
販
売
を

開
始
し
た
。

　

両
者
が
協
働
し
て
製
作
し
た
反
射
望
遠
鏡
は
、
中
村
が
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）年
に
東
亜
天
文
学
会
の
学
会
誌
『
天
界
』
に
載
せ
た
「
自
作

の
反
射
望
遠
鏡
に
つ
い
て
：
承
前
」
に
よ
る
と
、
神
奈
川
県
の
近
藤
兵
吉

に
納
め
た
反
射
望
遠
鏡
を
も
っ
て
、「
完
全
な
る
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
し

て
最
初
の
も
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
鏡
は
中
村
鏡（
Ｎ
Ｋ
Ｍ
8
）を

使
用
し
、
機
械
部
分
は
西
村
製
作
所
が
製
作
を
行
っ
た
。
こ
の
反
射
望
遠

鏡
は
、
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
五
月
～
七
月
頃
に
一
度
製
作
し
た
も
の

を
八
月
に
大
幅
に
改
良
を
行
っ
た
よ
う
で
、
中
村
が
「
こ
の
反
射
望
遠
鏡

は
、
硝
子
材
を
除
い
て
純
日
本
製
で
全
く
実
費
で
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
今
後
真
面
目
な
る
素
人
の
研
究
用
と
し
て
不
充
分
な
が
ら
提
供
す
る

事
が
で
き
る
と
思
ふ
。」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家

へ
の
反
射
望
遠
鏡
の
普
及
に
つ
い
て
「
西
村
製
作
所
の
助
力
に
よ
り
真
面

目
且
つ
廉や

す

き
反
射
望
遠
鏡
の
普
及
に
は
労
力
を
惜
し
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
」

と
述
べ
、
西
村
製
作
所
と
の
協
働
に
つ
い
て
中
村
が
前
向
き
に
と
ら
え
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
主
に
東
亜
天
文
学
会
の
会
員
を
中
心
に
、
ア

マ
チ
ュ
ア
天
文
家
へ
向
け
た
反
射
望
遠
鏡
製
作
の
活
動
が
目
立
つ
が
、
花か

山ざ
ん

天て
ん

文も
ん

台だ
い

か
ら
観
測
隊
が
参
加
し
た
昭
和
四（
一
九
二
九
）年
の
ス
マ
ト
ラ

島
に
お
け
る
日
食
観
測
の
際
に
は
、
現
地
で
使
用
す
る
た
め
の
観
測
機
器

の
調
整
・
製
作
を
中
村
が
西
村
製
作
所
に
依
頼
し
て
い
る
。

　

こ
の
頃
中
村
と
直
接
や
り
と
り
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
西
村
製
作
所

西
村
治
三
郎
の
長
男
、
西
村
新
一
郎
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）年
に
神
戸
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
、
Ｒ
・
ス
コ
フ
ィ
ー

ル
ド
か
ら
、
彼
の
所
有
す
る
太
陽
望
遠
鏡
に
付
属
さ
せ
る
た
め
の
、
中
村

曰
く
「
特
殊
な
る
」
反
射
望
遠
鏡
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
こ
の
反
射
望
遠
鏡

の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
、
西
村
新
一
郎
名
義
の
請
求
書
と
領
収
書
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

両
者
の
関
係
は
、
中
村
が
亡
く
な
る
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
ま
で
続
い

た
。
中
村
と
の
協
働
を
き
っ
か
け
に
、西
村
新
一
郎
は
昭
和
三（
一
九
二
八
）

年
の
大
礼
記
念
京
都
大
博
覧
会
に
て
、
機
械
部
に
反
射
望
遠
鏡
を
二
点
出

品
し
、
国
産
優
良
品
と
し
て
銅
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
の
後
、
西
村
製
作
所

は
昭
和
十
二（
一
九
三
七
）年
に
望
遠
鏡
天
体
装
置
メ
ー
カ
ー
と
し
て
学
会

誌
『
天
界
』
で
紹
介
さ
れ
る
ま
で
に
成
長
を
遂
げ
る
。

17　W.WATOSON&SONS,LTD.の
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フ
ー
コ
ー
テ
ス
ト
は
一
八
五
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
、

L
・
フ
ー
コ
ー
が
発
案
し
た
、
鏡
の
形
状（
曲
面
の
曲
が
り
具

合
）を
あ
ら
わ
す
「
曲
率
半
径
」（
図
1
）を
測
定
す
る
検
査
方

法
で
あ
る
。
簡
単
で
精
度
が
高
い
こ
と
が
、
球
面
鏡
の
形
状
の

検
査
方
法
と
し
て
フ
ー
コ
ー
テ
ス
ト
が
長
年
使
用
さ
れ
続
け
て

き
た
理
由
で
あ
る
。
フ
ー
コ
ー
テ
ス
ト
を
行
う
と
、
鏡
の
鏡
面

が
ど
の
程
度
球
面
の
形
状
に
近
づ
い
て
い
る
の
か
が
わ
か
り
、

さ
ら
に
曲
率
半
径
を
計
測
す
る
こ
と
で
、
鏡
の
焦
点
距
離
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
磨
い
て
い
る
鏡
が
球

面
で
あ
り
、
か
つ
製
作
し
た
い
反
射
望
遠
鏡
に
適
し
た
焦
点

距
離
の
鏡
と
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
に
行
わ

れ
る
。

●
原
理
・
方
法

　

球
面
鏡
は
球
面
の
一
部
で
あ
る
た
め
、
鏡
の
球
心（
図
1
）に

光
源
を
置
き
、
光
を
鏡
に
当
て
る
と
反
射
し
て
再
び
元
の
球
心

に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
性
質
を
も
つ
。
そ
の
た
め
、
フ
ー
コ
ー

テ
ス
ト
で
は
、
球
心
か
ら
出
て
鏡
に
反
射
し
て
戻
っ
て
き
た
光

線
を
ナ
イ
フ
で
遮
断
し
、
鏡
面
に
う
つ
る
影
を
観
察
し
て
、
形

状
の
状
態
を
判
断
す
る
の
で
あ
る
。
光
を
遮
る
場
所
に
よ
っ
て

見
え
る
影
の
変
化
の
様
子（
図
2
）が
変
わ
る
た
め
、
影
の
形
や

濃
さ
か
ら
鏡
の
表
面
形
状
の
傾
向
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

フ
ー
コ
ー
テ
ス
ト
は
小
さ
い
穴
か
ら
光
を
当
て
る（
以
下
、

ピ
ン
ホ
ー
ル
光
源
）た
め
、
暗
い
室
内
で
行
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
中
村
も
暗
い
地
下
室
で
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

し
、
中
村
の
後
継
者
で
あ
る
木
辺
茂
麿
も
、
実
家
で
あ
っ
た
寺

の
暗
い
本
堂
で
行
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
口
径
15
㎝
、
焦
点
距
離
1‌

2‌

3‌

0
㎜
の
反
射
鏡
を

製
作
し
た
い
場
合
、
ま
ず
、
測
定
す
る
鏡
を
製
作
予
定
の
焦
点

距
離
1‌

2‌

3‌

0
㎜
か
ら
約
2
倍
程
度
の
位
置
に
お
き
、
暗
い
室

内
の
中
で
ピ
ン
ホ
ー
ル
光
源
を
付
け
る（
写
真
1
）。
ナ
イ
フ
で

遮
断
せ
ず
に
鏡
面
を
確
認
す
る
と
、
光
源
が
映
っ
て
い
る
た
め
、

少
し
ず
つ
後
ろ
に
下
が
っ
て
鏡
面
全
体
が
満
月
の
よ
う
に
光
っ

て
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
ら
ナ
イ
フ
を
光
源
の
位
置
に
セ
ッ

ト
し
、
右
か
ら
左
に
ゆ
っ
く
り
と
動
か
す
。
焦
点
で
遮
っ
た
際

に
一
様
に
暗
く
な
れ
ば
、
球
面
で
あ
る
と
い
え
る
こ
と
か
ら
、

光
源
と
ナ
イ
フ
を
移
動
さ
せ
な
が
ら
焦
点
の
場
所
を
探
し
て
ゆ

く
の
で
あ
る
。
焦
点
外
の
光
線
を
遮
る
と
鏡
の
左
側
が
暗
く
な

る（
図
2
―

①
）た
め
前
進
し
、
ま
た
、
焦
点
内
で
遮
る
と
鏡
の

右
側
が
暗
く
な
る（
図
2
―

③
）た
め
、
少
し
バ
ッ
ク
す
る
。
光

を
遮
っ
た
際
に
一
様
に
暗
く
な
れ
ば
、
そ
こ
が
焦
点
と
い
う
こ

と
に
な
る（
図
2
―

②
）。
鏡
か
ら
球
心
ま
で
の
距
離
の
位
置
が

曲
率
半
径
で
あ
り
曲
率
半
径
の
2
倍
が
焦
点
距
離
と
な
る
。
そ

の
値
が
1‌

2‌

3‌

0
㎜
と
合
致
し
て
い
た
ら
き
ち
ん
と
必
要
な
焦

点
距
離
の
鏡
を
研
摩
で
き
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
1‌

2‌

3‌

0
㎜

以
上
で
あ
れ
ば
、
焦
点
距
離
が
長
く
、
以
下
で
あ
れ
ば
短
い
た

め
、
修
正
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
指
標
と
な
る
。

―
―
―

参
考
文
献

中
村
要
『
反
射
望
遠
鏡
』
恒
星
社
、
一
九
四
三
年

木
辺
成
麿
『
新
版
：
反
射
望
遠
鏡
の
作
り
方
』、
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
七
〇
年

コ
ラ
ム

鏡
面
の
テ
ス
ト

　
　
～
フ
ー
コ
ー
テ
ス
ト
と
は
～

写真1：フーコーテストセッティングの様子

写真2：光源とナイフ

図2：球面鏡のフーコーテスト

曲率半径

曲率半径

球心
球心

ナイフ
（焦点外）

球面鏡

①

球心

ナイフ
（焦点）

球面鏡

②

球心

ナイフ
（焦点内）

球面鏡

③

図1：曲率半径
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第二章　京都、国産反射望遠鏡の夜明け　西村製作所と中村要の協働

18　中村鏡（NKM7）

19　津田雅之所有NKM7搭載反射望遠鏡

（表）

（裏・サイン拡大）

（裏・サイン拡大）

（裏）

反
射
鏡
を
作
ら
ん
と
す
る
人
は

『
絶
対
の
努
力
と
忍
耐
を
以
っ
て
怠
ら
ず
、

慢
せ
ず
、最
上
に
向
か
っ
て
一
段
一
段
と
進
む
』
事
を

モ
ッ
ト
ー
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（『
反
射
屈
折
天
体
望
遠
鏡
作
り
方
観
測
手
引
き
』よ
り
中
村
要
）20　中村鏡（NKM203）

（表）（裏）
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第二章　京都、国産反射望遠鏡の夜明け　西村製作所と中村要の協働

21　西村アルバム最古編

西
村
製
作
所
の
助
力
に
よ
り

真
面
目
な
良
き
且
つ
廉
き

反
射
望
遠
鏡
の
普
及
に
は

努
力
を
惜
し
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
。

　
（『
天
界
』第
六
十
九
号
、一
九
二
六
年
、

「
自
作
の
反
射
望
遠
鏡
に
つ
い
て
：
承
前
」よ
り
中
村
要
）

22　15cm反射望遠鏡

（21-1）

（21-3）

（21-2）

（21-4）
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第二章　京都、国産反射望遠鏡の夜明け　西村製作所と中村要の協働

23　鏡筒の銘板

24　15cm反射望遠鏡各部品

（24-1 アイピース）（24-2 太陽投影板）
25　中村鏡（NKM27）

（表）

（裏）

（23-2）

（23-1）

（裏・サイン拡大）
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第二章　京都、国産反射望遠鏡の夜明け　西村製作所と中村要の協働

26　西村新一郎名義の請求書・領収書

27　中村要指導ニュートン式反射望遠鏡設計図28　西村製作所カタログ第六版

（表）

（部分）（部分）
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中
村
要
と
の
出
会
い

　

西
村
製
作
所
は
、
明

治
十
四（
一
八
八
一
）

年
頃
に
大
阪
で
創
業
し

た
。
当
時
の
製
品
に
つ

い
て
確
実
な
資
料
は
現

時
点
で
は
未
発
見
で
あ

る
。
水
道
器
具
を
製
作

し
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
明
治
三
十

（
一
八
九
七
）
年
に
火

事
に
よ
っ
て
京
都
へ
拠
点
を
移
し
、
そ
の
後
は
理
工
学
機
器
や
医
療
機
器
の
製
作
販
売
業
者
と
し

て
、
京
都
帝
国
大
学
宇
宙
物
理
学
教
室
や
鐘か

ね
ぼ
う紡

理
化
学
研
究
所
な
ど
に
納
品
を
行
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
大
正
十
二（
一
九
二
三
）年
頃
に
、
京
都
帝
国
大
学
天
文
台
に
無
給
助
手
と
し
て
所
属
し
て

い
た
中
村
要
の
要
請
で
、
反
射
望
遠
鏡
の
機
械
部
分
を
製
作
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）年
頃
か
ら
主
に
反
射
望
遠
鏡
製
作
を
開
始
し
た
。

　

当
時
、
西
村
製
作
所
と
し
て
宇
宙
物
理
学
教
室
に
出
入
り
を
し
て
い
た
の
は
西
村
治
三
郎（
当
時

五
十
代
）で
あ
り
、
中
村
か
ら
望
遠
鏡
製
作
に
つ
い
て
治
三
郎
に
声
を
か
け
た
こ
と
が
、
両
者
が
協
働

製
作
す
る
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

１

。
治
三
郎
に
は
新
一
郎
と
繁
次
郎
と
い
う
息
子
が
お

り
、
大
正
十
二（
一
九
二
三
）年
当
時
、
新
一
郎
は
十
六
歳
、
繁
次
郎
は
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
西
村
製

作
所
が
中
村
と
望
遠
鏡
の
協
働
製
作
を
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
西
村
治
三
郎
と
中
村
の
出
会

い
で
あ
っ
た
が
、早
い
段
階
で
そ
の
仕
事
の
中
心
は
長
男
の
西
村
新
一
郎
が
担
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

昭
和
七（
一
九
三
二
）年
に
中
村
が
死
去
し
た
後
も
、
西
村
製
作
所
は
反
射
望
遠
鏡
や
屈
折
望
遠
鏡

の
製
作
を
続
け
た
。
昭
和
十
二（
一
九
三
七
）年
に
学
会
誌
『
天
界
』
一
八
九
号
に
て
「
国
産
の
優
良

な
る
望
遠
鏡
、
ま
た
は
そ
の
部
分
品
を
製
作
販
売
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
た

２

。
中

村
と
の
協
働
を
き
っ
か
け
に
西
村
製
作
所
は
反
射
望
遠
鏡
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
戦
前
の
日
本
で
確
か

な
地
位
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
十
三（
一
九
三
八
）年
頃
に
西
村
製
作
所
の
中
心
が
西

村
治
三
郎
と
長
男
の
新
一
郎（
当
時
三
十

歳
）
か
ら
、
次
男
の
繁
次
郎（
当
時

二
十
七
歳
）へ
引
き
継
が
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

戦
後
の
西
村
製
作
所

　

戦
後
の
西
村
製
作
所
は
、
大
阪
電
気

科
学
館（
現
：
大
阪
市
立
科
学
館
）や
東

京
科
学
博
物
館（
現
：
国
立
科
学
博
物

館
）、
仙
台
市
天
文
台
な
ど
を
は
じ
め
と

し
た
多
く
の
科
学
館
や
天
文
台
に
望
遠

鏡
の
納
品
や
ド
ー
ム
の
建
設
を
行
っ
て

い
る
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影
機
も

西
村
式
と
し
て
一
台
の
み
現
存
す
る

３

。

ま
た
、全
国
の
小
・
中
学
校
や
高
校
、オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
な
ど
海
外
の
大
学

に
も
納
品
し
て
い
る
記
録
が
残
っ
て
お

り
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
感
謝
状
や
表
彰

状
を
現
在
、
四
十
四
枚
確
認
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
西
村
製
作
所
は
日
本
で
の
天
文
学
の
普
及
や
望
遠
鏡
・
観
測
機
器
開
発

技
術
の
発
展
に
大
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
現
在
も
天
文
学
の
発
展
に
貢
献
し
続
け
て
い
る
。

　

大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
、「
素
人
の
研
究
観
測
用
と
し
て
将
来
反
射
望
遠
鏡
の
時
代
が
来
る
」

と
感
じ
「
真
面
目
な
良
き
且か

つ
廉や

す

き
反
射
望
遠
鏡
の
普
及
に
は
労
力
を
惜
し
ま
な
い
」
と
し
た
中
村

要
４

と
と
も
に
、
西
村
製
作
所
が
行
っ
た
国
産
反
射
望
遠
鏡
製
作
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
や
一
般
市

民
へ
の
反
射
望
遠
鏡
の
普
及
、
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
の
観
測
技
術
の
底
上
げ
、
そ
し
て
日
本
に
お
け

る
天
文
学
の
普
及
や
望
遠
鏡
・
観
測
機
器
開
発
技
術
の
発
展
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

―
―
―

   １ 

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
史
編
纂
会
『
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
史
』、
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
九
五
年
六
月
二
十
五
日

   ２ 

服
部
博
「
初
め
て
望
遠
鏡
を
購
入
せ
ら
れ
る
方
々
の
た
め
に
」、『
天
界
』
第
一
八
九
号
、
一
九
三
七
年

   ３ 

特
別
展
「
天
象
儀
1‌
0‌
0
年
の
軌
跡
」
図
録
、
平
塚
市
博
物
館
、
二
〇
二
三
年

   ４ 

中
村
要
『
趣
味
の
天
体
観
測
』、
岩
波
書
店
、
一
九
二
六
年

30　西村新一郎31　西村繁次郎

西
村
製
作
所
の
躍
進

第
三
章

　

中
村
が
死
去
し
た
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
以
降
、
西

村
製
作
所
は
山
本
一
清
の
指
導
の
も
と
反
射
望
遠
鏡
や
屈

折
望
遠
鏡
の
製
作
を
続
け
て
ゆ
く
。
昭
和
九（
一
九
三
四
）

年
に
は
、
新
一
郎
と
繁
次
郎
の
二
人
が
日
食
観
測
用
の
カ
メ
ラ
を
製
作
し
、
組

み
上
げ
た
際
の
写
真
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
十
二（
一
九
三
七
）年

に
は
『
天
界
』
一
八
九
号
に
て
「
国
産
の
優
良
な
る
望
遠
鏡
、
ま
た
は
そ
の
部

分
品
を
製
作
販
売
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
た
。

　

昭
和
十
二（
一
九
三
七
）年
十
月
に
「
星せ

い

器き

製せ
い

作さ
く　

花
山
天
文
台
御
用
達
、

西
村
繁
次
郎
」
の
名
で
『
天
界
』
に
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
次
男
の
西
村

繁
次
郎
が
の
れ
ん
分
け
と
い
う
形
で
独
立
し
、
独
自
に
望
遠
鏡
の
発
注
・
製
作
・

納
品
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
当
時
大
阪
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文

家
、
伊
達
英
太
郎
が
残
し
た
資
料
に
は
、「
星
器
製
作　

西
村
繁
次
郎
」
の
カ

タ
ロ
グ
が
あ
り
、「
花
山
號ご

う

」「
東
山
號
」
と
名
付
け
ら
れ
た
反
射
経
緯
台
や
、

赤
道
儀
、屈
折
望
遠
鏡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
に
は
、

西
村
製
作
所
の
社
主
が
繁
次
郎
に
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
独
立
し
て
い
た
繁
次

郎
が
戻
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
新
一
郎
で
は
な
く
繁
次
郎

が
継
い
だ
の
か
明
確
な
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　

昭
和
十
四（
一
九
三
九
）年
に
、
西
村
製
作
所
は
花
山
天
文
台
の
宮

み
や
ざ
わ
た
か
し

澤
堂

と
、
ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機
の
開
発
に
着
手
し
た
。
宮
澤
の
ミ
ヤ
と
西

村
の
ニ
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機
は
、
昭
和
十
六

（
一
九
四
一
）年
に
大
阪
毎
日
新
聞
社（
現
：
毎
日
新
聞
社
）を
中
心
に
普
及
し
、

後
の
昭
和
十
九（
一
九
四
四
）年
頃
に
は
日
本
陸
軍
に
導
入
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
使
用
す
る
鏡
の
大
き
さ
な
ど
に
違
い
が
あ
り
、
Ｃ
Ｇ
型
や
Ｋ
型
な
ど

型
番
を
つ
け
て
区
別
し
て
い
た
。
昭
和
十
六

（
一
九
四
一
）年
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
大
阪

支
部
と
東
京
支
部
に
納
品
さ
れ
た
最
初
の
ミ

ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
鏡
写
真
機
は
、
鏡
が
口
径
15
㎝
の
Ｃ
Ｇ
型
で
、
同
時
に
活
動

用
と
し
て
口
径
10
㎝
の
Ｋ
Ｇ
型（
の
ち
Ｂ
型
）も
開
発
さ
れ
て
い
た
。
Ｋ
Ｇ
型

の
設
計
図
に
は
、「
Ｎ
Ｋ
Ｍ
反
射
望
遠
活
動
写
真
機
」
と
記
さ
れ
、「
ミ
ヤ
ニ
式
」

と
命
名
さ
れ
る
前
は
、
故
中
村
を
彷
彿
と
さ
せ
る
仮
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
設
計
図
か
ら
Ｄ（
Ｃ
Ｇ
2
）型
が
Ｃ（
Ｃ
Ｇ
）型
の

改
良
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
完
成
後
も
改
良
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

昭
和
十
八（
一
九
四
三
）年
に
は
、
繁
次
郎
が
日
本
軍
の
機
密
兵
器
で
あ
る

ノ
ク
ト
ビ
ジ
ョ
ン（
暗
視
装
置
）を
設
計
す
る
な
ど
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
さ

な
か
、
観
測
や
天
文
学
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
軍
事
的
需
要
か
ら
も
反
射
光

学
系
技
術
が
必
要
と
さ
れ
た
。
軍
事
目
的
の
望
遠
鏡
製
作
お
よ
び
光
学
系
技
術

の
在
り
様
は
、望
遠
鏡
発
明
当
初
の
「
遠
く
を
拡
大
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
」

こ
と
、
そ
し
て
人
の
目
よ
り
も
多
く
光
を
集
光
で
き
る
た
め
に
「
暗
い
と
こ
ろ

で
も
見
や
す
い
」
こ
と
で
、
望
遠
鏡
発
明
当
初
の
軍
事
や
航
海
の
為
に
望
ま
れ

て
い
た
望
遠
鏡
製
作
技
術
の
在
り
様
を
彷
彿
と
さ
せ
、
望
遠
鏡
の
も
う
一
つ
の

姿
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

33　宮澤堂（左手前）と西村繁次郎（左奥）

32　日食観測用カメラに登る
　　西村新一郎（下）と西村繁次郎（上）

西
村
製
作
所
の
略
歴

29　京都西村製作所前にて
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34　西村製作所カタログ第七版

（表）

（部分）（部分）

35　4吋Kawasan設計集

36　星機製作西村繁次郎のチラシ

望
遠
鏡
を
船
と
し
て

渺
茫
た
る
星
の
海
を
渡
り
、

星
図
の
頼
り
に

空
の
神
秘
境
を
探
る
の
も

我
ら
素
人
に
と
っ
て

興
味
深
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
京
星
会
会
誌『
京
星
6
』よ
り
、西
村
繁
次
郎
）
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37　花山號の設計図（資料 35）のうち、鏡筒軸（西村繁次郎押印）

38　関西光学株式会社（関西光学研究所）設立趣旨書案　昭和15（1940）年8月

39　工場復活許可願
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40　ミヤニ式反射望遠写真機設計図　CG型　昭和14（1939）年12月

41　ミヤニ式反射望遠写真機設計図　CG2型（のちにD型）　昭和15（1940）年4月
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42　ミヤニ式反射望遠写真機設計図　KG型（のちにB型）
　　 昭和14（1939）年7月、その後昭和15（1940）年2月に改良

43　ミヤニ式反射望遠写真機設計図　C型
　　 昭和15（1940）年8月
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44　ミヤニ式反射望遠写真機（ミヤニ式スクラップブックより）

46　ノクトビジョン（西村アルバム最古編より）

45　ミヤニ式反射望遠写真機（西村アルバム最古編より）

戦
後
の
国
内
反
射
望
遠
鏡
産
業
の
発
展
と
西
村
製
作
所

第
四
章

　

昭
和
二
十（
一
九
四
五
）年
に
終
戦
を
迎
え
、
戦
後
の
混
乱
の

中
、
昭
和
二
十
五（
一
九
五
〇
）年
半
ば
の
朝
鮮
戦
争
の
発
生
に

伴
う
特
需
景
気
で
日
本
は
急
速
に
活
気
を
取
り
戻
し
て
ゆ
く
。

そ
の
中
で
、
戦
後
の
学
校
教
育
に
天
文
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ

と
な
ど
か
ら
天
体
望
遠
鏡
の
需
要
が
大
幅
に
拡
大
し
た
。
戦
前

に
比
べ
て
目
立
っ
た
変
化
は
、
望
遠
鏡
の
口
径
が
大
き
く
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
の
西
村
製
作
所
は
、
科
学
館
や
天
文
台

に
望
遠
鏡
の
納
品
や
ド
ー
ム
の
建
設
を
数
多
く
行
っ
て
い
る
。

終
戦
か
ら
六
年
後
の
昭
和
二
十
六（
一
九
五
一
）年
に
は
大
阪
電

気
科
学
館（
現
：
大
阪
市
立
科
学
館
）の
観
測
室
の
建
設
や
、
戦

争
で
被
災
し
た
15
㎝
反
射
鏡
の
修
理
、
星
野
カ
メ
ラ
の
納
品
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
二
十
八（
一
九
五
三
）
―
二
十
九

（
一
九
五
四
）年
に
仙
台
市
天
文
台
の
建
設
に
関
す
る
書
簡
と

し
て
、
仙
台
市
天
文
台
初
代
台
長
の
東
北
大
学
教
授
、
加
藤
愛よ

し

雄お

と
の
や
り
と
り
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
全
国
の
小
・
中
学

校
や
高
校
、
海
外
の
大
学
に
も
40
㎝
反
射
赤
道
儀
や
日
周
運
動

す
る
天
体
を
追
尾
す
る
た
め
の
20
㎝
シ
ー
ロ
ス
タ
ッ
ト
な
ど
を

納
品
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
感
謝
状
や
表
彰
状
を
現

在
、
四
十
四
枚
確
認
で
き
た
。
最
も
古
い
も
の
と
し
て
、
昭
和

二
十
四（
一
九
四
九
）年
に
花
山
天
文
台
の
台
長
を
務
め
て
い
た

上
田
穣じ

ょ
う

か
ら
望
遠
鏡
製
作
に
お
け
る
功
労
を
労
う
感
謝
状
が
送

ら
れ
て
お
り
、
戦
前
の
西
村
製
作
所
お
よ
び
繁
次
郎
の
様
子
を

伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
五
十
八（
一
九
八
三
）年
に
は
西

村
製
作
所
を
継
い
だ
後
の
繁
次
郎
の
活
動
と
業
績
を
讃
え
、
繁

次
郎
に
東
亜
天
文
学
会
賞
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料

か
ら
、
日
本
で
の
天
文
学
の
普
及
や
望
遠
鏡
・
観
測
機
器
開
発

技
術
の
発
展
に
お
け
る
西
村
製
作
所
の
貢
献
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
日
本
に
お
け
る
天
文
学
の
普
及
・
発
展
に
と
も
な
う

成
果
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
の
活
躍
が

挙
げ
ら
れ
る
。
戦
後
は
全
国
各
地
に
天
文
同
好
会
が
結
成
さ

れ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
は
急
速
に
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
っ

た
。
特
に
彗
星
や
新
星
の
発
見
に
つ
い
て
は
、「
天
体
発
見
王
」

と
呼
ば
れ
た
倉
敷
天
文
台
の
本
田
實み

の
るを

は
じ
め
、
世
界
的
に
見

て
も
日
本
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
が
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て

大
活
躍
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
を
支
え
た
の
が
、
山
崎
や

中
村
、
そ
し
て
西
村
製
作
所
が
啓
蒙
普
及
に
つ
と
め
た
自
作
の

望
遠
鏡
で
あ
っ
た
。
光
学
系
や
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ（
望
遠
鏡
の

架
台
）に
工
夫
を
こ
ら
し
た
「
コ
メ
ッ
ト
・
シ
ー
カ
ー
」
と
呼

ば
れ
る
望
遠
鏡
を
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
が
自
作
し
て
い
た
例
も

多
い
。
西
村
製
作
所
は
戦
後
、
既
述
し
た
よ
う
な
天
文
施
設
や

教
育
施
設
へ
納
品
を
す
す
め
る
傍
ら
、
戦
前
と
変
わ
ら
ず
ア
マ

チ
ュ
ア
天
文
家
と
の
交
流
も
続
い
て
お
り
、
個
人
宅
へ
の
反
射

望
遠
鏡
の
納
品
も
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
田
實
や

関せ
き
つ
と
む

勉
な
ど
著
名
な
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
と
の
書
面
や
写
真
も
残

さ
れ
て
い
た
。
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47　感謝状（花山天文台長 上田穣より西村製作所 西村繁次郎へ）

48　表彰状（東亜天文学会会長 能田忠亮より西村繁次郎へ）

感　謝　状

西村製作所 西村繁次郎 君

　君は早くから家業に専念し、先考を助けて多

数の望遠鏡を製作してわが国天文界に貢献する

ことが大である。

　特に花山天文台○業の天文諸機械の製作には

殆んど君の手を煩わさないものはない位であ○

その製作に当たっては君の多年の経験と創意を

織り込んでいることが認められる。

　茲
ここ

に花山天文台創立二十周年紀念講演会を催

うすのを期として同君に対し深甚なる感謝の意

を表する。

　　昭和24年11月23日

花山天文台長　上 田　穣　

表　彰　状

西村繁次郎 殿

　貴殿は先代故治三郎氏が故中村要氏の要請を

受けて天体反射望遠鏡の製作を創められた後を

継いでその事業を拡大し花山天文台の70㎝シー

ロスタットや松本塚原学園の60㎝反射望遠鏡を

はじめ40㎝級は国内はもとより韓国、台湾、ア

メリカに輸出した外国内のアマチュアー向けに

はおそらく1,000機を超える反射望遠鏡を提供し

五十年にわたって天文研究の発展普及に資され

た功は多大であります

茲にその業績を讃え東亜天文学会賞を贈ります

　昭和58年8月28日

東亜天文学会会長　理学博士　能田忠亮　

49　電気科学館観測室工事積算書

50　電気科学館観測室設計図
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51　星野カメラ設計図

52　星野カメラ使用風景写真（西村アルバム最古編より）

53　41cm反射望遠鏡設計図

54　東北大学加藤愛雄教授との書簡

55　仙台天文同好会青木正博との書簡

前
略　

度
々
お
便
り
有
難
く
存
じ
ま
す
。

私
も
学
界
で
忙
し
く
又 

市
長
も
ご
多
忙
で
会
え
ず

仲
々
一
緒
に
な
る
機
会
が
な
く
本
日
、
漸
く
談
合
し

て
今
後
の
處
置
を
決
定
し
ま
し
た
。
費
用
（
見
積
の

半
分
）
近
日
中
お
送
り
致
し
ま
す
。
尚
、
先
日
の
見

積
書
と
同
じ
も
の
を
一
通
ご
送
付
下
さ
い
。

建
物
は
本
日
建
築
課
長
と
相
談
、
直
ち
に
着
工
に
決

定
し
ま
し
た
。
以
上
の
様
で
あ
り
ま
し
て
、
市
長
も

西
村
さ
ん
の
方
着
々
仕
事
が
進
行
し
て
居
る
の
を
喜

ん
で
居
り
ま
し
た
。
八
月
上
旬
、
落
成
式
の
予
定
で

居
り
ま
す
。
そ
の
積
り
で
仕
事
を
お
進
め
下
さ
い
。

尚
建
物
の
進
捗
状
況
そ
の
都
度
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

（
東
北
大
学
教
授　

加
藤
愛
雄
よ
り
）

先
日
お
便
り
し
ま
し
た
が
、
本
日
加
藤
教
授
よ
り
お

電
話
あ
り
、市
長
と
話
を
し
た
ら
、金
を
す
ぐ
送
る
し
、

建
物
の
建
築
に
も
直
ち
に
着
手
す
る
と
の
話
だ
っ
た

か
ら
西
村
氏
に
私
か
ら
も
知
ら
せ
て
欲
し
い
と
言
っ

て
お
ら
れ
た
の
で
御
通
知
し
ま
す
。

加
藤
先
生
か
ら
も
お
便
り
あ
っ
た
こ
と
で
せ
う
。
尚

ま
だ
ド
ー
ム
、
望
遠
鏡
の
設
計
図
小
生
方
へ
い
た
だ

い
て
い
な
い
の
で
建
物
の
参
考
図
と
共
に
御
送
付
願

い
ま
す
。
設
計
そ
の
他
の
進
み
具
合
は
如
何
で
す
か
。

進
行
状
態
御
一
報
下
さ
い
。
近
日
中
、
木
辺
さ
ん
に

連
絡
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
仙
台
天
文
同
好
会　

青
木
正
博
よ
り
）
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57　台北天文台納品反射望遠鏡製作関係書類58　オックスフォード大学納品反射望遠鏡製作関係書類

56　ノーザン・イリノイ大学納品反射望遠鏡製作関係書類

59　アマチュア天文家と西村製作所の望遠鏡（西村アルバム最古編より、村山定男の天文台で撮影）
　　　左上　（左）木辺成麿、（右）村山定男
　　　右上　木辺成麿
　　　左下　左から西村繁次郎、村山定男、木辺成麿、本田実
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一
、
資
料
調
査
概
要
と
目
的

　

今
回
の
調
査
は
、
京
都
産
業
大
学
神
山
天
文
台
企
画
展
「
西
村
製
作
所
と
中
村
要
～
反
射
望

遠
鏡
に
か
け
た
夢
～
」
に
関
す
る
資
料
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
企
画
展
は

令
和
八（
二
〇
二
六
）年
に
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
望
遠
鏡
メ
ー
カ
ー
の
西
村
製
作
所
と
、
反
射

鏡
磨
き
の
名
人
と
し
て
知
ら
れ
る
京
都
帝
国
大
学
花
山
天
文
台
の
中
村
要
と
の
反
射
望
遠
鏡
の

協
働
製
作
活
動
を
中
心
に
、
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
二
十
年
代
の
京
都
に
お
け
る
反
射
望
遠
鏡
の

普
及
と
発
展
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
同
企
画
展
に
関
す
る
資
料
は
、
西
村
製
作
所
関

係
資
料
の
ほ
か
、
宮
澤
堂た

か
し

氏
関
係
資
料
と
伊
達
英
太
郎
氏
関
係
資
料
、
山
本
天
文
台
資
料
の
存

在
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
五（
二
〇
二
三
）年
七
月
か
ら
京
都
産
業
大
学
神
山
天
文
台

に
て
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
日
本
の
近
代

的
反
射
望
遠
鏡
製
造
技
術
の
発
展
や
、
望
遠
鏡
普
及
の
一
端
を
多
く
の
方
に
公
開
を
す
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
。
ま
た
、
京
都
帝
国
大
学
花
山
天
文
台
の
中
村
要
と
西
村
製
作
所
に
よ
る
望
遠

鏡
の
協
働
製
作
は
大
学
と
企
業
が
協
働
す
る
「
産
学
連
携
」
の
草
分
け
と
い
え
る
。

二
、
資
料
調
査
一
覧

資
料
名

所
蔵
者

調
査
期
間

西
村
製
作
所
関
係
資
料

西
村
製
作
所

令
和
五
年
七
月
十
四
日（
金
）～
令
和
五
年
十
二
月
八
日（
金
）

宮
澤
堂
氏
関
係
資
料

宮
澤 

修
平
氏

令
和
五
年
九
月
二
十
一
日（
木
）～
令
和
六
年
三
月
二
十
九
日（
金
）

伊
達
英
太
郎
氏
関
係
資
料

吉
田 

陽
一
氏

令
和
六
年
六
月
～
七
月

山
本
天
文
台
資
料

花
山
天
文
台

令
和
六
年
四
月
十
五
日（
月
）～
四
月
十
九
日（
金
）

令
和
六
年
七
月
二
十
二
日（
月
）～
七
月
二
十
四
日（
水
）

三
、
資
料
概
要

（一） 

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

西
村
製
作
所
関
係
資
料
と
は
、
主
に
昭
和
十
八（
一
九
四
三
）年
に
西
村
製
作
所
が
京
都
市

左
京
区
吉
田
二
本
松
へ
引
っ
越
し
を
す
る
際
に
ま
と
め
ら
れ
、
現
在
は
西
村
製
作
所
内（
滋

賀
県
大
津
市
）に
て
保
管
さ
れ
て
い
る
西
村
製
作
所
に
関
す
る
資
料
群
で
あ
る
。
主
に
望
遠

鏡
製
作
を
開
始
し
た
と
さ
れ
る
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
か
ら
戦
時
中
・
戦
後
、
そ
し
て

現
在
と
、
各
時
代
の
望
遠
鏡
・
観
測
機
器
の
設
計
図
や
写
真
な
ど
貴
重
な
記
録
が
残
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
度
、
西
村
製
作
所
現
代
表
取
締
役
の
西
村
光
史
氏
の
ご
厚
意
を
も
っ
て
資
料
調

査
が
実
現
し
た
。
な
お
、
こ
の
調
査
の
前
に
平
成
二
十
五（
二
〇
一
三
）年
に
、
戦
前
・
戦

時
中
に
制
作
し
た
望
遠
鏡
を
中
心
と
し
た
「
西
村
ア
ル
バ
ム
最
古
編
」
と
、
昭
和
二
十
一

（
一
九
四
六
）年
か
ら
現
在
ま
で
の
「
望
遠
鏡
製
作
記
録
」
を
中
心
と
し
た
資
料
調
査
が
国
立

科
学
博
物
館
理
工
学
研
究
部
の
中
島
隆
氏
、
西
城
惠
一
氏
、
洞
口
俊
博
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

『
国
立
科
学
博
物
館
研
究
報
告
』
二
〇
一
三
年
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（二） 

宮
澤
堂
氏
関
係
資
料

　

花
山
天
文
台
に
京
都
大
学
職
員
と
し
て
出
入
り
し
、
西
村
製
作
所
と
ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠

鏡（
以
下
、
ミ
ヤ
ニ
式
）を
開
発
、
後
に
関
西
光
学
工
業
株
式
会
社（
通
称
、
カ
ン
コ
ー
）を

立
ち
上
げ
た
宮
澤
堂
が
残
し
た
記
録
群
で
あ
る
。
主
に
ミ
ヤ
ニ
式
で
撮
影
し
た
写
真
群
、
観

測
ノ
ー
ト
類
、
名
刺
、
カ
ン
コ
ー
を
立
ち
上
げ
た
際
の
書
類
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、
現
在

は
宮
澤
修
平
氏
を
中
心
と
し
た
親
族
に
よ
り
保
管
・
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ヤ
ニ
式
が
大
阪

毎
日
新
聞
社（
現
：
毎
日
新
聞
社
）の
特
派
員
を
中
心
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
戦
時

中
の
貴
重
な
写
真
も
多
く
残
っ
て
お
り
、
毎
日
新
聞
社 

戦
中
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
委
員
会
と
共

同
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

報
　

告
　

書

神
山
天
文
台
学
芸
員 　

青
木 

優
美
香

企
画
展
に
伴
う
資
料
調
査
の
概
要
に
つ
い
て

（三） 

伊
達
英
太
郎
氏
関
係
資
料

　

伊
達
英
太
郎
氏
関
係
資
料
は
、
昭
和
初
期
頃
か
ら
戦
後
に
か
け
て
活
躍
し
て
い
た
ア
マ

チ
ュ
ア
天
文
家
、
伊
達
英
太
郎
が
残
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
や
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
資
料
群

で
あ
る
。
伊
達
は
、
中
村
要
や
西
村
製
作
所
と
親
し
く
交
流
を
し
て
お
り
、
彼
が
残
し
た
資

料
群
に
は
、
京
都
帝
国
大
学
天
文
台
、
そ
の
後
の
花
山
天
文
台
を
中
心
と
し
た
当
時
の
関
西

に
お
け
る
天
文
学
界
を
牽
引
し
た
人
々
の
写
真
や
、
西
村
製
作
所
の
カ
タ
ロ
グ
、
そ
し
て
関

係
者
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
西
村
製
作
所
の
人
間
関
係
を
知
る
た
め
に
、
現
所

蔵
者
で
あ
る
吉
田
陽
一
氏
の
ご
厚
意
の
元
、
調
査
お
よ
び
撮
影
を
行
っ
た
。

（四） 

山
本
天
文
台
資
料

　

花
山
天
文
台
初
代
台
長
、
山
本
一
清
の
資
料
群
で
あ
る
。
山
本
が
死
去
し
た
の
ち
も

田た
な
か
み上

天
文
台（
の
ち
山
本
天
文
台
と
改
称
）に
永
ら
く
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
二
十
三

（
二
〇
一
一
）年
六
月
に
京
都
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
現
在
は
花
山
天
文
台
が
管
理
し
て
い
る
。

資
料
は
、
カ
ル
バ
ー
46
㎝
反
射
望
遠
鏡
と
そ
の
関
連
資
料
、
観
測
関
連
道
具
類
、
写
真
乾
板
、

書
類（
書
籍
、
雑
誌
、
私
信
、
其
の
他
）の
三
種
類
に
分
類
で
き
、
全
体
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
約

六
〇
〇
箱
に
お
よ
ぶ
。

四
、
資
料
調
査
内
容

（一） 

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

今
回
は
全
数
調
査
お
よ
び
年
代
調
査
を
目
的
と
し
、
全
資
料
を
年
代
順
に
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
た
の
ち
、
主
に
西
村
製
作
所
の
創
業
期
か
ら
昭
和
二
十
五（
一
九
五
〇
）年
頃
ま
で

の
資
料
を
中
心
に
約
一
五
〇
〇
点
の
写
真
撮
影
・
リ
ス
ト
化
を
行
っ
た
。
な
お
、
今
回
の
企

画
展
に
直
接
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
資
料
を
「
特
記
資
料
」
と
し
、
該
当
す
る
資
料
は

特
に
詳
細
調
査
を
行
っ
た
。

（二） 

宮
澤
堂
氏
関
係
資
料

　

毎
日
新
聞
社 

戦
中
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
委
員
会
と
共
同
調
査
を
行
っ
た
。
委
員
会
は
ミ
ヤ
ニ

式
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
や
ネ
ガ
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ（
デ
ジ
タ
ル
化
）を
中
心
に
行
い
、
神
山
天

文
台
は
、
西
村
製
作
所
と
宮
澤
堂
が
ミ
ヤ
ニ
式
を
共
同
開
発
し
た
と
い
う
視
点
か
ら
、
宮
澤

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
望
遠
鏡
製
作
お
よ
び
関
西
光
学
工
業
株
式
会
社
に
関
わ
る
資
料
を

中
心
に
調
査
を
行
っ
た
。
主
な
資
料
は
、
ノ
ー
ト
や
名
刺
、
会
社
関
係
の
資
料
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
二
十
五（
一
九
五
〇
）年
頃
ま
で
の
資
料
を
リ
ス
ト
化
し
、
写

真
撮
影
を
行
っ
た
。

（三） 

伊
達
英
太
郎
氏
関
係
資
料

　

大
阪
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家 

伊
達
英
太
郎
が
望
遠
鏡
や
観
測
関
係
を
中
心
に
纏ま

と

め
た
ア
ル

バ
ム
「A

ST
RO

N
O

M
ICA

L PH
O

T
O

GRA
PH

S

」
全
六
冊
と
、
天
文
に
関
す
る
新
聞
記

事
や
カ
タ
ロ
グ
、
書
簡
等
を
ま
と
め
た
『
天て

ん
も
ん
し
ゅ
う
し
ゅ
う
ち
ょ
う

文
蒐
集
帖
』
全
五
点
、
そ
し
て
西
村
繁
次
郎
が

中
心
に
な
っ
て
設
立
し
た
天
文
同
好
会
「
京き

ょ
う
せ
い
か
い

星
会
」
の
会
誌
『
京
星
』
全
六
冊
の
写
真
撮
影

を
行
っ
た
。

（四） 

山
本
天
文
台
資
料

　

中
村
要
と
西
村
製
作
所
の
協
働
製
作
の
記
録
を
探
る
た
め
、
山
本
一
清
写
真
帖
全
十
九
冊

と
中
村
要
の
ビ
ジ
ネ
ス
書
類
や
手
紙
類
な
ど
を
捜
索
し
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

　

以
上
、
特
に
西
村
製
作
所
と
中
村
要
が
協
働
し
て
い
た
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
頃
か
ら
昭

和
二
十
五（
一
九
五
〇
）年
頃
ま
で
の
資
料
を
調
査
し
た
。
本
企
画
展
で
は
上
記
の
調
査
か
ら
検

討
し
た
結
果
見
え
て
き
た
、
西
村
製
作
所
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
、
付
随
す
る
反
射
望
遠
鏡
の

普
及
と
発
展
に
つ
い
て
、
報
告
す
る
。
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一
、
歴
史
的
資
料
調
査
の
背
景

　

今
回
の
資
料
調
査
は
、
京
都
産
業
大
学
神
山
天
文
台
の
企
画
展
「
西
村
製
作
所
と
中
村
要
～

反
射
望
遠
鏡
に
か
け
た
夢
～
」
に
関
連
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る

１

。
令
和
八（
二
〇
二
六
）

年
に
、
望
遠
鏡
製
作
を
開
始
し
て
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
西
村
製
作
所
は
、
日
本
屈
指
の
望
遠

鏡
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
が
、
創
業
当
初
か
ら
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
た
昭
和
二
十（
一
九
四
五
）年

ご
ろ
ま
で
の
、戦
前
、戦
中
と
歴
史
区
分
さ
れ
る
時
期
の
社
史
に
つ
い
て
は
纏
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

現
在
の
望
遠
鏡
メ
ー
カ
ー
と
し
て
地
位
を
確
立
し
て
い
く
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
な

部
分
が
多
く
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
国
立
科
学
博
物
館
の
中
島
隆
を
中
心
と
し
た
調
査
の
報
告

書
で
あ
る
「
西
村
製
作
所
望
遠
鏡
資
料
と
そ
の
最
古
の
天
体
望
遠
鏡
写
真
帳
」
平
成
二
十
五

（
二
〇
一
三
）年
を
先
行
研
究
と
し
、
企
画
展
に
伴
う
資
料
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
、
望
遠
鏡
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
西
村
製
作
所
の
特
色
な
ど
に
つ
い
て
考
証
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
、
西
村
製
作
所
と
中
村
要
の
関
係
の
始
ま
り
と
現
代
的
評
価

　

西
村
製
作
所
は
、
明
治
十
四（
一
八
八
一
）年
頃
に
大
阪
で
創
業
し
て
い
る
が
、
当
時
の
製
品

に
つ
い
て
確
実
な
資
料
は
現
在
の
時
点
で
は
未
発
見
で
あ
る
。
た
だ
、
水
道
器
具
を
製
作
し
て

い
た
と
、
創
業
家
で
あ
る
西
村
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
三
十（
一
八
九
七
）年
に
火
災
に

遭
遇
し
た
こ
と
か
ら
京
都
へ
移
転
し
て
い
る
が
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
式
の
上
水
道
の
架
設
が

始
ま
っ
た
の
は
明
治
二
十（
一
八
八
七
）年
の
横
浜
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
京
都
へ
の
移
転
が

契
機
と
な
っ
て
水
道
用
品
の
製
造
を
始
め
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
西
村
製
作
所
の
創
業
時

の
企
業
体
自
体
と
活
動（
商
行
為
）は
、
こ
れ
か
ら
の
調
査
、
研
究
の
深
化
に
待
つ
よ
り
ほ
か
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
京
都
で
の
活
動（
商
行
為
）に
つ
い
て
、

今
回
の
資
料
調
査
に
よ
り
、
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
や
染
色
実
験
湯
煎
槽
な
ど
の
設
計
図
が
発
見
さ

れ
、
理
工
学
機
器
や
医
療
機
器
の
製
作
販
売
業
者
と
し
て
加
工
品
の
納
入
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
極
初
期
に
製
作
さ
れ
た
反
射
望
遠
鏡
に
付
け
ら
れ
て
い
る
銘
盤
に
は
英

文
で
、
原
初
の
製
品
の
方
向
性
を
裏
付
け
る
表
記
が
あ
る
。（
資
料
番
号
23
）

　

天
体
望
遠
鏡
と
の
関
連
が
生
ま
れ
た
の
は
、
大
正
十
二（
一
九
二
三
）年
頃
に
、
当
時
京
都
帝

国
大
学
宇
宙
物
理
学
教
室
の
無
給
助
手
と
な
っ
て
い
た
中
村
要
の
要
請
で
、
中
村
が
求
め
る
反

射
望
遠
鏡
の
機
械
部
分
を
製
作
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。２

そ
の
後
、
大
正

十
五（
一
九
二
六
）年
頃
か
ら
徐
々
に
業
務
内
容
を
反
射
望
遠
鏡
製
作
へ
と
移
行
、
短
期
間
の
う

ち
に
望
遠
鏡
、
特
に
反
射
望
遠
鏡
に
特
化
し
て
、
現
在
は
国
際
的
に
も
著
名
な
天
体
望
遠
鏡
製

造
の
専
門
企
業
と
し
て
活
躍
を
続
け
て
い
る
。
中
村
は
天
体
望
遠
鏡
に
用
い
ら
れ
る
反
射
鏡
の

研
磨
技
術（
特
に
非
球
面
で
あ
る
放
物
面
）を
日
本
に
定
着
さ
せ
た
人
物
で
あ
り
、
彼
と
の
協
働

に
よ
っ
て
西
村
製
作
所
は
反
射
望
遠
鏡
メ
ー
カ
ー
と
し
て
既
に
戦
前
の
早
い
時
期
、
日
本
で
確

か
な
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
中
村
と
西
村
製
作
所
の
関
係
は
大
学
と
企
業
が
協
働
す
る
「
産
学
連
携
」
の
草

分
け
と
い
え
よ
う
。
戦
後
に
は
研
究
者
や
ア
マ
チ
ュ
ア
観
測
者
だ
け
で
な
く
、
小
中
高
等
学
校

や
科
学
館
を
中
心
と
し
て
全
国
の
教
育
機
関
へ
小
中
口
径
望
遠
鏡
や
観
測
機
器
を
納
入
し
て
お

り
、
日
本
に
お
け
る
天
文
学
の
普
及
や
望
遠
鏡
・
観
測
機
器
開
発
技
術
の
発
展
に
大
い
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
台
湾
な
ど
海
外
の

大
学
や
天
文
台
へ
の
納
入
実
績
が
あ
る
。

三
、
西
村
製
作
所
の
足
跡

　

前
述
し
た
よ
う
に
西
村
製
作
所
の
創
業
は
明
治
十
年
代
に
遡
る
。
社
内
に
創
業
当
時
を
偲し

の

ぶ

資
料
は
残
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
創
業
時
の
企
業
形
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
三
十

（
一
八
九
七
）年
の
京
都
移
転
と
い
う
時
点
で
水
道
器
具
を
製
造
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
当
時
普

及
途
上
に
あ
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
拡
大
化
に
役
立
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
最
先
端

技
術
を
吸
収
・
消
化
し
、
そ
れ
を
実
際
の
製
品
と
い
う
形
で
実
現
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ

の
後
、
そ
し
て
現
在
の
西
村
製
作
所
を
考
え
て
み
た
場
合
、
こ
う
し
た
創
業
初
期
の
発
展
は
興

味
深
い
。

　

京
都
帝
国
大
学
天
文
台

３

で
中
村
が
奮
闘
し
て

い
た
大
正
十
二（
一
九
二
三
）年
頃
、
西
村
製
作
所

は
移
転
先
で
あ
る
京
都
に
根
付
き
、
京
都
帝
国
大

学
宇
宙
物
理
学
教
室
の
出
入
り
を
許
さ
れ
て
い
た

業
者
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
中
村
の
死
後
、
そ
の
技

術
を
継
承
、
発
展
さ
せ
、
レ
ン
ズ
和
尚
と
呼
ば
れ

た
木き

辺べ

成し
げ

麿ま
ろ

４

の
回
顧
録

２

に
よ
る
と
、
当
時
西
村

製
作
所
と
し
て
宇
宙
物
理
学
教
室
に
出
入
り
を
し

て
い
た
の
は
西
村
治
三
郎（
当
時
五
十
代
）で
あ

り
、
お
そ
ら
く
中
村
か
ら
、
所
有
す
る
反
射
鏡
の

マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ

５

依
頼
に
つ
い
て
声
を
か
け
ら

れ
た
こ
と
が
、
両
者
が
望
遠
鏡
を
協
働
製
作
す
る

き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

治
三
郎
に
は
新
一
郎
と
繁
次
郎
と
い
う
息
子
が

お
り
、
大
正
十
二（
一
九
二
三
）年
当
時
、
新
一
郎

は
十
六
歳
、
繁
次
郎
は
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
西
村

製
作
所
が
中
村
と
望
遠
鏡
の
協
働
製
作
を
す
る

き
っ
か
け
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
父
・
治
三
郎
と

中
村
の
間
で
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
早
い

段
階
で
反
射
望
遠
鏡
の
製
造
、
販
売
な
ど
の
仕
事

の
中
心
は
長
男
の
西
村
新
一
郎
が
担
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
現
在
、
花
山
天
文
台
が
管
理
し
て

い
る
山
本
天
文
台
資
料
の
中
に
、
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）年
七
月
二
十
一
日
付
で
新
一
郎
の
個

人
名
で
発
行
さ
れ
た
望
遠
鏡
製
作
の
請
求
書
と
領

収
書
が
残
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
中
村
が
昭
和
七

（
一
九
三
二
）年
に
出
版
し
た
『
天
体
写
真
術
』
の

謝
辞
に
は
山
本
一
清
、
射い

場ば

保や
す

昭あ
き

、
改か

い

發は
つ

香こ
う

塢う

と

共
に
西
村
新
一
郎
の
名
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
昭
和
三（
一
九
二
八
）年
に
昭
和
天
皇
即
位
大
礼

を
祝
し
、
京
都
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
大
礼
記
念
京
都
大
博
覧
会
に
、「
西
村
新
一
郎
」
名
義
で

展
示
上
分
類
さ
れ
て
い
た
機
械
部
へ
反
射
望
遠
鏡
を
2
点
出
品
し
て
い
る

６

。
こ
の
大
博
覧
会
で

は
出
品
物
評
価
の
た
め
審
査
部
を
も
う
け
、
名
誉
大
賞
以
下
、
名
誉
賞
、
金
、
銀
、
銅
、
褒
賞

が
授
与
さ
れ
た
。
出
展
者
総
数
1
万
8‌

4‌

6‌

8
名
の
う
ち
授
賞
者
は
名
誉
賞
以
下
、
褒
賞

7‌

7‌

0‌

8
名
に
お
よ
び
、
西
村
新
一
郎
は
国
産
優
良
品
と
し
て
銅
賞
を
受
賞
し
た
。
西
村
製
作

所
の
カ
タ
ロ
グ
第
六
版
に
は
そ
の
賞
状
と
と
も
に
受
賞
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
大
禮
記

念
京
都
大
博
覧
会
誌
』（
昭
和
四
年
京
都
市
役
所
発
行
）に
は
、「〈
前
略
〉
兵
庫
柴
田
の
農
具
、

同
池
内
の
魚
貝
採
取
機
械
と
、
三さ

ん

徳と
く

の
萬ま

ん

石せ
き

、
京
都
西
村
の
反
射
望
遠
鏡
は
そ
れ
ぞ
れ
の
優
を

競
ひ
〈
後
略
〉」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
開
期
中
の
入
場
者
総
数
は
3‌

1‌

8
万
4‌

0‌

0‌

0
名
に
達
し

た
と
さ
れ
、こ
の
博
覧
会
へ
の
出
品
に
よ
り
「
国
産
の
反
射
望
遠
鏡
」
と
そ
れ
を
製
作
す
る
「
西

村
新
一
郎（
西
村
製
作
所
）」の
名
前
は
多
く
の
人
の
目
に
留
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
写

真
1
）

中
村
要
と
西
村
製
作
所

　

中
村
が
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
に
亡
く
な
る
ま
で
、
西
村
製
作
所
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
「
花
山

天
文
台
中
村
要
氏
指
導
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
光
学
部
品
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
中
村
ま

で
連
絡
す
る
よ
う
案
内
が
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
西
村
製
作
所
宛
に
来
た
鏡
の
注
文
に
対
し
て

中
村
が
返
信
を
し
て
い
る
書
簡
が
残
っ
て
い
る

７

こ
と
か
ら
、
反
射
鏡
は
中
村
が
製
作
し
、
望
遠

鏡
の
鏡
筒
や
架
台
な
ど
の
機
械
部
分
は
西
村
製
作
所
が
製
作
す
る
と
い
う
両
者
が
協
働
し
て
い

た
こ
と
は
、
確
実
で
あ
る
。
両
者
の
協
働
製
作
の
実
態
を
示
す
重
要
な
資
料
の
一
例
と
し
て
、

昭
和
二（
一
九
二
七
）年
に
中
村
と
西
村
製
作
所
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
15
㎝
反
射
経
緯
台
が
、

大
阪
市
立
科
学
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
主
鏡
は
15
㎝
で
中
村
が
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
に

製
作
し
た
二
十
七
番
目
の
反
射
鏡
、「
Ｎ
Ｋ
Ｍ
27
」
で
あ
る
。
こ
の
望
遠
鏡
の
外
観
上
の
特
色
と

し
て
鏡
筒
に
は
二
つ
銘
板
が
あ
り
、
一
つ
は
西
村
製
作
所
の
「CH

EM
ICA

L, PH
Y

SICA
L, 

&
M

ED
ICA

L IN
ST

RU
M

EN
T

/ N
ISH

IM
U

RA
 FA

CT
O

RY
 Y

O
SH

ID
A

.K
Y

O
T

O
 

JA
PA

N

」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
他
方
に
は
中
村
鏡
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「1927, N

O
.16, K

. 
N

A
K

A
M

U
RA

 K
Y

O
T

O

」
と
刻
ま
れ
た
銘
板
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
望
遠
鏡
は
今
回
の

調
査
に
お
い
て
、
両
者
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
最
も
古
い
反
射
望
遠
鏡
で

あ
り
、
片
方
の
銘
板
に
は
京
都
移
転
後
、
望
遠
鏡
製
造
に
特
化
す
る
以
前
の
理
化
学
機
器
製
作

を
中
心
と
し
た
西
村
製
作
所
の
業
務
を
も
示
し
て
い
る
。

　

一
方
、
中
村
は
『
科か

學が
く

畫が

報ほ
う

』
誌
上
に
掲
載
の
個
人
売
買
欄（
誌
上
市
場
）に
反
射
鏡
の
分
譲

写真1：大礼記念京都大博覧会機械館見取り図
　　　　 （『大禮記念京都大博覧会誌』昭和4年3月30日発刊、京都市役所）

報
　

告
　

書

神
山
天
文
台
学
芸
員 　

青
木 

優
美
香

資
料
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
西
村
製
作
所
一
〇
〇
年
の
足
跡
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を
複
数
回
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ア

マ
チ
ュ
ア
天
文
家
と
し
て
完
成
品
望

遠
鏡
購
入
が
困
難
な
人
た
ち
へ
の
、

経
済
負
担
低
減
を
考
慮
し
た
行
動
と

判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対

す
る
よ
う
に
西
村
製
作
所
で
は
完
成

品
と
し
て
の
反
射
望
遠
鏡
を
販
売
す

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
木
製
鏡
筒
用
の

金
属
製
光
軸
修
正
用
金
具
と
い
う
よ

う
な
、
自
作
し
づ
ら
い
部
品
を
販
売

し
て
い
る

８

こ
と
か
ら
、
西
村
製
作

所
が
反
射
望
遠
鏡
の
普
及
に
大
き
く

貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

昭
和
六（
一
九
三
一
）年
七
月
の
天

文
同
好
会
学
会
誌
『
天
界
』
一
二
四

号
「
8
㎝
反
射
望
遠
鏡
」
よ
り
、
天

文
同
好
会
観
測
部
指
定
品
と
し
て
、

中
村
を
通
じ
て
反
射
望
遠
鏡
の
製
作
お
よ
び
販
売
を
西
村
製
作
所
が
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
な
お
、
光
学
設
計
の
み
な
ら
ず
機
械
部
分
の
設
計
も
中
村
が
援
助
し
て
い
た
こ
と
が
、
昭

和
七（
一
九
三
二
）年
六
月
号
の『
科
學
畫
報
』誌
に
中
村
が
執
筆
し
た「
我
反
射
望
遠
鏡
の
世
界
」

の
記
事
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
村
と
西
村
製
作
所
の
関
係
性
を
垣
間
見
せ
る
記
述

が
「
日に

っ
し
ょ
く蝕

観
測
に
つ
い
て
」（『
天
界
』
第
一
〇
二
号
）に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、
昭
和

四（
一
九
二
九
）年
五
月
に
行
わ
れ
た
ス
マ
ト
ラ
島
の
日
食
観
測
の
際
、
中
村
が
す
べ
て
を
取
り

仕
切
っ
た
現
地
で
の
使
用
機
器
の
手
配
に
つ
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
中
村
か
ら
西
村
製
作
所
に

左
記
の
機
器
の
調
整
と
製
作
を
依
頼
し
て
い
る
。

（イ） 

ハ
イ
デ
10
㎝
屈
折
赤
道
儀
望
遠
鏡
と
ブ
ラ
ッ
シ
ャ
ー
25
㎝
反
射
赤
道
儀
望
遠
鏡
の
緯
度
適

応
機
構
の
改
装
と
必
要
部
品
の
新
調

（ロ） 

運
転
時
計
の
製
作

（ハ） 

熱
帯
用
の
カ
メ
ラ
、
平
面
鏡
や
凹
面
鏡
の
台
架
の
製
作

赤
道
付
近
の
ス
マ
ト
ラ
島
は
京
都
に
比
べ
て
緯
度
が
約
三
十
度
低
い
た
め
、
観
測
を
行
う
際
に

望
遠
鏡
の
極
軸
を
水
平
ち
か
く
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
極
軸
角
度
固
定
式
の
ブ

ラ
ッ
シ
ャ
ー
赤
道
儀
架
台
が
必
要
と
す
る
楔く

さ
び
が
た型

断
面
の
補
正
台
座
の
新
調
や
、
運
転
時
計
の
付

け
替
え
の
依
頼
で
あ
っ
た（
写
真
2
）。
赤
道
儀
式
架
台
に
使
わ
れ
る
運
転
時
計
は
そ
の
名
の
と

お
り
一
種
の
時
計
で
あ
る
こ
と
か
ら
高
精
度
の
多
く
の
部
品
を
必
要
と
し
、
そ
の
部
品
も
ま
た

高
精
度
で
組
み
立
て
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
中
村
の
求
め
る
高
度
な
精
密
部
品
の
製
造
、
組
み

立
て
が
行
わ
れ
て
実
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
の
西
村
製
作
所
の
技
術
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ

る
と
い
え
よ
う
。
中
村
は
昭
和
四（
一
九
二
九
）年
一
月
か
ら
準
備
を
す
す
め
、
三
月
十
日
に
こ

れ
ら
す
べ
て
を
執
り
行
う
よ
う
西
村
製
作
所
と
固
く
約
束
し
た
と
い
う
。
無
事
約
束
通
り
三
月

初
め
か
ら
十
日
ま
で
に
す
べ
て
の
納
入
を
終
え
た
よ
う
だ
が
、
中
村
自
身
も
対
物
レ
ン
ズ
の
準

備
お
よ
び
加
工
に
取
り
か
か
り
相
当
な
多
忙
を
極
め
る
中
、
西
村
製
作
所
の
納
入
が
間
に
合
う

の
か
非
常
に
心
配
し
て
い
た
こ
と
が
『
天
界
』
の
記
事
か
ら
読
み
と
れ
る
。９ 

西
村
製
作
所
の
人
々

　

中
村
が
急
死
し
た
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
以
降
、
西
村
製
作
所
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
「
山
本
一

清
博
士
御
指
導
」
と
い
う
文
字
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
昭
和
八（
一
九
三
三
）年

の
西
村
製
作
所
の
屈
折
望
遠
鏡
の
カ
タ
ロ
グ
名
が
「J.N

ISH
IM

U
RA

&
SU

N
S.K

Y
O

T
O

」
と

記
さ
れ
て
い
る（
写
真
3
）こ
と
や
、
同
年
と
翌
年
昭
和
九（
一
九
三
四
）年
の
西
村
製
作
所
の

年
賀
状
に
、
治
三
郎
と
新
一
郎
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る（
写
真
4
）こ
と
、
そ
し
て
昭
和
九

（
一
九
三
四
）年
の
一
月
か
ら
六
月
に
は
、
新
一
郎
と
繁
次
郎
の
二
人
が
日
食
観
測
用
の
カ
メ
ラ

を
製
作
し
、
組
み
上
げ
た
際
の
記
念
写
真
が
残
っ
て
い
る（
写
真
5
）こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
ま

で
は
父
・
治
三
郎
と
長
男
・
新
一
郎
を
中
心
に
、
次
男
の
繁
次
郎
も
共
に
望
遠
鏡
製
作
を
行
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
昭
和
十（
一
九
三
五
）年
に
繁
次
郎
は
主
導
的
立
場
の
一
人
と
し
て
「
京
星
会
」
と

い
う
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を
問
わ
ず
京
都
在
住
者
を
対
象
と
し
た
天
文
学
や
観
測
に
興
味
の
あ

る
人
々
が
集
い
、
親
交
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
同
好
会
を
立
ち
上
げ
た
。
繁
次
郎
は
昭

和
四（
一
九
二
九
）年
、
花
山
天
文
台
が
完
成
し
た
年
か
ら
、
助
手
と
し
て
同
天
文
台
に
出
入
り

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る　10

。
彼
が
い
つ
頃
ま
で
助
手
を
務
め
て
い
た
の
か
は
不
明
だ

が
、
京
星
会
の
顧
問
を
柴
田
淑
次（
理
学
博
士
、
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
宇
宙
物
理
学
教
室
助
教

授
）を
筆
頭
に
、
木
辺
成
麿
、
小
山
秋
雄（
東
亜
天
文
協
会
〈
天
文
同
好
会
改
称
〉
所
管
倉
敷
天

文
台
台
員
）な
ど
花
山
天
文
台
関
係
者
、
東
亜
天
文
協
会
関
係
者
が
務
め
て
い
る
こ
と
や
、
昭
和

十（
一
九
三
五
）年
五
月
に
京
星
会
は
東
亜
天
文
協
会
の
京
都
支
部
と
認
定　11

さ
れ
、
相
互
的
に

会
員
の
資
格
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
花
山
天
文
台
や
東
亜
天
文
協
会
と
の
強
い
相
互

の
関
係
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
繁
次
郎
に
つ
い
て
、
昭
和
十（
一
九
三
五
）年

三
月
に
発
行
さ
れ
た
『
京
星
』
の
「
会
員
素そ

び
ょ
う描

」
に
は
左
記
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

写真2：ブラッシャー 25cm反射赤道儀望遠鏡、現地撮影
　　　　（山本一清写真帖「スマトラ土産」より、山本天文台資料）

「
西
村
繁
次
郎（
26
）
―
―
―
星

と
レ
ン
ズ
に
日
々
を
送
る
幸
福

者
、
機
械
製
作
の
関
係
で
花
山
天

文
臺だ

い

に
は
よ
く
行
か
れ
、
天
文
関

係
の
書
籍
は
和
文
英
文
を
問
わ
ず

澤た
く

山さ
ん

所
有
し
、
地
方
の
天
文
関
係

の
會か

い

に
も
関
係
し
て
お
ら
れ
る
。

天
体
観
測
の
實じ

っ

際さ
い

に
つ
い
て
豐ほ

う

富ふ

な
蘊う

ん

蓄ち
く

を
持
た
れ
、
以
前
流
星
太

陽
彗
星
天て

ん

體た
い

眞し
ゃ

真し
ん

を
一
通
り
や
ら

れ
現
在
は
10
㎝
反
射
で
變へ

ん

星せ
い

を
や

ら
れ
て
い
る
。
學が

っ

會か
い

天
文
臺
の
こ

と
に
詳
し
く
天
文
ニ
ュ
ー
ス
の
発

信
所
で
あ
る
。」　12 

『
京
星
』
誌
上
に
は
他
に
も
繁
次
郎

の
動
向
に
関
し
て
、
兄
の
新
一
郎
と

共
に
、
あ
る
い
は
単
独
で
、
所
有
す

る
反
射
経
緯
台
望
遠
鏡
を
持
参
し
て

京
星
会
が
主
催
し
た
天
体
観
望
会
で

使
用
し
た
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
繁

次
郎
は
京
星
会
の
内
部
組
織
で
あ
る

変
星
課（
変
光
星
課
）の
幹
事
を
高

井
博
典
と
と
も
に
勤
め
、
後
に
彗
星
課
幹
事
と
な
っ
て
い
る
。『
京
星
』
は
謄と

う

写
版
印
刷
の
た
め

再
現
性
は
圧
倒
的
に
低
い
が
、
繁
次
郎
が
観
測
し
た
火
星
面
の
ス
ケ
ッ
チ
が
多
数
の
会
員
の
も

の
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
言
え
ば
そ
の
時
点
で
望
遠
鏡
製
造
販
売
が

家
業
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
西
村
兄
弟
は
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
共
に
天
文
愛
好
者
だ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　

昭
和
十（
一
九
三
五
）～
十
二（
一
九
三
七
）年
頃
に
か
け
て
、
繁
次
郎
は
西
村
製
作
所
が
あ
っ

た
今
出
川
荒
神
口
か
ら
東
山
区
本
町
通
七
條
上
ル
、
そ
し
て
左
京
区
吉
田
中
大
路
町
に
二
度
の

引
越
し
を
し
て
い
る
。
東
山
区
本
町
へ
の
引
越
し
後
の
状
況
に
関
し
て
『
京
星
』
に
は
、「
昼
間

は
変
わ
ら
ず
西
村
製
作
所
に
ゐ
ら
れ
る
」
と
一
言
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
吉
田
中
大
路

へ
の
引
越
し
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

　

昭
和
十
二（
一
九
三
七
）年
に
西
村
製
作
所
は
『
天
界
』
一
八
九
号
に
て
「
国
産
の
優
良
な
る

望
遠
鏡
、
ま
た
は
そ
の
部
分
品
を
製
作
販
売
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
た　13

。
こ

の
頃
か
ら
左
記
2
種
類
の
署
名
で
の
望
遠
鏡
や
観
測
機
器
の
図
面
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（い） 「
製
作
年
月
日　

西
村
製
作
所
」

（ろ） 「
左
京
区
吉
田
中
大
路
町 

理
化
学
機
器
製
作
所　

西
村
繁
次
郎
」

特
に
繁
次
郎
の
名
前
で
製
作
さ
れ
た
図
面
に
つ
い
て
は
、「
花
山
號
」
と
名
付
け
ら
れ
た
4
吋イ

ン
チ

カ

セ
グ
レ
ン
望
遠
鏡
の
設
計
集
や
、
ト
リ
プ
レ
ッ
ト
写
真
鏡　14

を
木
辺
成
麿
の
木
辺
天
体
観
測
所

へ
納
入
し
た
こ
と
を
示
す
図
面
が
残
さ
れ
て
い
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
昭
和
十
二（
一
九
三
七
）

年
に
繁
次
郎
は
、

（ろ）
の
署
名
に
記
載
さ
れ
た
吉
田
中
大
路
に
転
居
し
て
お
り
、
同
地
に
は
、
西

村
製
作
所
が
望
遠
鏡
製
作
を
開
始
し
た
と
さ
れ
る
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
か
ら
工
場
が
あ
っ

た
こ
と
が
推
測
で
き
る　15

こ
と
、
昭
和
十
二（
一
九
三
七
）年
十
月
に
「
星
器
製
作 

花
山
天
文

台
御
用
達
、
西
村
繁
次
郎
」
の
名
で
『
天
界
』
に
広
告
が
掲
載
さ
れ
た　16

こ
と
か
ら
、
繁
次
郎

は
独
立
的
に
新
一
郎
と
多
少
異
な
る
形
の
事
業
を
営
む
、
一
社
内
二
事
業
部
を
採
っ
て
お
り
、

新
一
郎
は
本
来
業
務
を
深
化
さ
せ
、
繁
次
郎
は
多
方
面
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
独
自
に
発
注
・

製
作
・
納
品
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
既
述
し
た
二
事
業
部
制
を
考
え
る
う
え

で
、『
星
機
製
作 

西
村
繁
次
郎
』
の
名
で
発
行
し
て
い
る
カ
タ
ロ
グ
と
西
村
製
作
所
の
昭
和
八

（
一
九
三
三
）年
の
カ
タ
ロ
グ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
西
村
製
作
所
は
反
射
鏡
自
作
品
の
補
助
資

材
の
供
給
が
主
力
で
あ
り
、
反
射
鏡
を
自
作
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
向
け
で
あ
る
が
、
繁
次

郎
の
カ
タ
ロ
グ
は
、
反
射
望
遠
鏡
だ
け
で
は
な
く
屈
折
望
遠
鏡
の
供
給
や
施
設
用
設
備
品
の
製

造
、
建
築
、
販
売
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
繁
次
郎
個
人
名
で
の
望
遠
鏡
の
製

造
販
売
に
つ
い
て
興
味
深
い
資
料
が
あ
る
。『
京
星
』
第
十
三
号（
昭
和
十
二
年
四
月
発
行
）に
、

京
星
会
の
回
報
と
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
、
望
遠
鏡
割
引
販
売
の
チ
ラ
シ
で
あ
る
。
関
東
で
屈
折

望
遠
鏡
の
国
産
化
を
進
め
た
五
藤
光
学
製
の
屈
折
式
望
遠
鏡
を
代
理
販
売
し
て
い
た
も
の
で
、

割
引
率
は
有
効
口
径
47
㎜
ま
で
の
小
型
機
が
1
割
5
分
、
そ
れ
以
外
の
機
種
と
部
分
品
は
1
割

で
あ
っ
た
。
記
載
さ
れ
た
所
在
地
は
、
左
京
区
吉
田
中
大
路
町
で
あ
り
、
既
述
し
た
よ
う
に
繁

次
郎
が
独
立
的
に
活
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
際
の
拠
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な

く
と
も
繁
次
郎
と
五
藤
光
学
研
究
所
の
間
に
は
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
十
四（
一
九
三
九
）年
の
早
い
時
期
に
西
村
製
作
所
は
長
年
の
拠
点
で
あ
っ
た

今
出
川
荒
神
口
か
ら
、
左
京
区
吉
田
二
本
松
町
へ
引
越
し
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
年
に

製
作
さ
れ
た
望
遠
鏡
の
図
面
の
署
名
か
ら
、
住
所
が
左
京
区
吉
田
二
本
松
町
と
な
る
。
西
村
製

作
所
関
係
資
料
が
ま
と
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
が
、
昭
和
十
八（
一
九
四
三
）年
の
吉
田
二
本
松
町

へ
の
引
越
し
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ
く
ま
で
推
測
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
に
事
務
所
と
製

写真5：新一郎と繁次郎 写真4：昭和8年の年賀状 写真3：西村製作所の屈折
　　　　望遠鏡のカタログ（写真3−5：伊達英太郎資料より）
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作
所
を
2
か
所
に
分
け
、
望
遠
鏡
な
ど
の
製
品
製
作
は
二
本
松
町
で
行
い
、
今
出
川
荒
神
口
は

事
務
所
と
し
て
使
用
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
時
期
か

ら
設
計
図
の
署
名
に
「
今
出
川
荒
神
口
」
と
い
う
住
所
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
署
名

が
「
西
村
製
作
所
」
も
し
く
は
「
西
村
繁
次
郎
」
と
な
り
、
昭
和
十
二（
一
九
三
七
）年
頃
使
用

さ
れ
て
い
た
、「
左
京
区
吉
田
中
大
路
町 

理
化
学
機
器
製
作
所　

西
村
繁
次
郎
」
の
署
名
は
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
原
因
は
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
独
立
し
て
い
た
繁
次
郎
が
昭

和
十
四（
一
九
三
九
）年
に
実
家
へ
戻
っ
て
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
後
、

昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
八
月
に
作
成
さ
れ
た
「
関
西
光
学
株
式
会
社
設
立
趣
旨
書
」
に
「
先

代
西
村
定
次
郎
氏
よ
り
現
在
西
村
繁
次
郎
氏
に
及
び
、」
と
い
う
文
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和

十
五（
一
九
四
〇
）年
時
点
で
西
村
製
作
所
の
中
心
が
長
男
の
新
一
郎
で
は
な
く
、
次
男
の
繁
次

郎
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
独
立
し
て
い
た
繁
次
郎
が
戻
っ
て
製
作
所
を
継
い
だ
理
由
は

推
測
の
域
に
留
ま
る
が
、
後
の
昭
和
三
十
六（
一
九
六
一
）年
に
交
わ
さ
れ
た
顧
客
と
の
書
簡
の

中
で
、
繁
次
郎
の
兄
の
体
調
を
気
遣
う
文
面
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
一
郎
に
何
ら
か
の

健
康
上
の
問
題
が
発
生
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

西
村
製
作
所
と
宮
澤
堂

　

西
村
製
作
所
を
繁
次
郎
が
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
昭
和
十
四（
一
九
三
九
）年
か
ら
昭
和
十
五

（
一
九
四
〇
）年
に
か
け
て
、
繁
次
郎
は
、
当
時
花
山
天
文
台
の
台
員
で
あ
っ
た
宮み

や

澤ざ
わ

堂た
か
しと

共
に
、

後
に
「
ミ
ヤ
ニ
式
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
反
射
望
遠
写
真
機
の
開
発
・
製
作
を
開
始
す
る　17

。
こ
の

「
ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機
」
は
反
射
望
遠
鏡
各
種
と
並
ん
で
西
村
製
作
所
の
看
板
商
品
と
な

り
、
カ
タ
ロ
グ
に
も
大
き
く
そ
の
名
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
写
真（
静
止
画
）だ
け
で
は

な
く
映
像（
動
画
）用
の
機
器
も
製
作
し
て
お
り
、
大
阪
毎
日
新
聞
社（
現
：
毎
日
新
聞
社
、
以

下
大
毎
新
聞
社
）の
特
派
員
を
中
心
に
、
中
国
北
京
の
華
北
電
影
な
ど
に
納
品
を
し
て
い
る
。
昭

和
十
六（
一
九
四
一
）年
に
行
わ
れ
た
台
北
で
の
日
食
観
測
に
は
、
ミ
ヤ
ニ
式
を
使
用
す
る
大
毎

新
聞
社
の
特
派
員
と
、
開
発
者
の
藤
波
重
次
に
因
ん
で
フ
ジ
ナ
ミ
式
と
呼
ば
れ
る
光
学
機
構
が

同
一
の
反
射
望
遠
鏡
写
真
機
を
使
用
す
る
朝
日
新
聞
社
の
特
派
員
が
写
る
写
真
が
残
さ
れ
て
い

る（
写
真
6
）。

　

宮
澤
の
ミ
ヤ
と
西
村
の
ニ
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機（
以
下
、
ミ
ヤ

ニ
式
と
い
う
）は
、
昭
和
十
六（
一
九
四
一
）年
に
大
毎
新
聞
社
を
中
心
に
普
及
し
、
後
の
昭
和

十
九（
一
九
四
四
）年
頃
に
は
日
本
陸
軍
が
導
入
し
、
さ
ら
に
海
軍
火
薬
廠し

ょ
う

で
も
使
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
す
写
真
が
『
西
村
ア
ル
バ
ム
最
古
編
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
る

鏡
の
大
き
さ
な
ど
に
違
い
が
あ
り
、
Ｃ
Ｇ
型
や
Ｋ
型
な
ど
型
番
を
つ
け
て
区
別
し
て
い
た
。
昭

和
十
六（
一
九
四
一
）年
に
大
毎
新

聞
社
の
大
阪
本
社
と
東
京
支
局
に
納

品
さ
れ
た
最
初
の
ミ
ヤ
ニ
式
は
、
鏡

が
直
径
15
㎝
の
Ｃ
Ｇ
型
で
、
同
時
に

活
動
用
と
し
て
鏡
の
直
径
10
㎝
の
Ｋ

Ｇ
型（
の
ち
Ｂ
型
）が
開
発
さ
れ
て

い
た
。
Ｋ
Ｇ
型
の
設
計
図
に
は
、「
Ｎ

Ｋ
Ｍ
反
射
望
遠
活
動
写
真
機
」
と
記

さ
れ
、「
ミ
ヤ
ニ
式
」
と
命
名
さ
れ

る
前
は
、
故
中
村
要
を
彷
彿
と
さ
せ

る
仮
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
設
計
図
か
ら
Ｄ

（
Ｃ
Ｇ
2
）型
が
Ｃ（
Ｃ
Ｇ
）型
の
改

良
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
完
成

後
も
改
良
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

ミ
ヤ
ニ
式
を
共
同
開
発
し
た
と
考
え
ら
れ
る
花
山
天
文
台
の
宮
澤
堂
は
、
昭
和
十
五

（
一
九
四
〇
）年
十
一
月
に
関
西
光
学
研
究
所
を
設
立
す
る
。
そ
の
後
、
昭
和
十
九（
一
九
四
四
）

年
に
関
西
光
学
工
業
株
式
会
社
と
な
り
、
日
本
軍
を
中
心
に
ミ
ヤ
ニ
式
や
対
空
望
遠
鏡
な
ど
を

納
品
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
戦
末
期
、
本
土
空
襲
の
激
化
に
よ
り
民
間
人
も
対
空
監
視
に

動
員
さ
れ
て
い
る
が
、
監
視
哨
で
の
使
用
も
考
え
ら
れ
る
。

　

昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
十
一
月
に
関
西
光
学
研
究
所
を
設
立
す
る
に
あ
た
り
製
作
し
た
と

考
え
ら
れ
る
設
立
趣
旨
書
が
2
種
類
残
さ
れ
て
い
る
。
作
成
日
付
か
ら
し
て
初
案
の
も
の
と
、

最
終
案
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
初
案
版
は
宮
澤
が
残
し
た
資
料
群（
宮
澤
堂
氏
関
係
資

料
）か
ら
発
見
さ
れ
、昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
八
月
付
で
「
関
西
光
学
株
式
会
社
設
立
趣
旨
書
」

（
資
料
番
号
38
）と
題
し
、
繁
次
郎
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
要
約
す
る
と
、「
西
村
製
作
所

の
事
業
を
引
き
継
ぎ
拡
充
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
関
西
光
学
株
式
会
社
を
設
立
す
る
」
と
い

う
趣
旨
と
な
る
。
一
方
で
山
本
天
文
台
資
料
の
中
に
残
さ
れ
て
い
た
昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年

十
一
月
に
製
作
さ
れ
た
最
終
案
の
趣
旨
書
に
は
西
村
製
作
所
は
一
言
も
ふ
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

趣
旨
も
一
変
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、繁
次
郎
と
宮
澤
の
間
で
な
に
か
し
ら
の
意
見
の
相
違
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
両
者
の
関
係
は
戦
後
も
続
い
て
お
り
、
昭
和

三
十
五（
一
九
六
〇
）年
に
繁
次
郎
が
顧
客
の
一
人
で
あ
る
ジ
ョ
ー
・
ビ
エ
ラ
と
の
書
簡
の
中
で
、

写真6：ミヤニ式とフジナミ式、右から西村繁次郎、
　　　　一人挟んで大毎新聞社記者、朝日新聞社特派員
　　　　（西村製作所資料より「台湾富貴角日食紀行」昭和16年9月）

宮
澤
の
名
前
を
出
し
、「
友
人
で
あ
り
、
商
売

敵
で
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
澤

が
残
し
た
多
く
の
ア
ル
バ
ム
の
中
に
は
二
人
が

隣
同
士
で
座
り
笑
っ
て
い
る
写
真
も
残
っ
て
い

た（
写
真
7
）。

西
村
製
作
所
と
第
二
次
世
界
大
戦

　

戦
時
中
の
西
村
製
作
所
に
つ
い
て
、
五
藤
光

学
研
究
所
創
業
者
の
五
藤
斎
三
の
自
伝
に
は

「
徴
用
逃
れ
の
意
味
で
自
分
の
工
場
を
た
た
み
、

軍
の
息
が
か
か
っ
て
い
る
私
の
工
場
に
、
正
式

に
入
社
し
て
い
た
。」
と
い
う
一
文
が
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
記
述
の
と
お
り
、
昭
和
十
八

（
一
九
四
三
）年
四
月
に
工
場
廃
止
届
を
提
出
し
て
い
る
も
の
の
、
同
年
九
月
に
川
端
警
察
署
に

西
村
繁
次
郎
の
名
前
で
「
工
場
復
活
許
可
願
」（
資
料
番
号
39
）を
提
出
し
て
い
る
。
復
活
を
依

頼
し
て
い
る
工
場
は
、
以
前
繁
次
郎
が
独
立
し
て
い
た
際
に
拠
点
に
し
て
い
た
左
京
区
吉
田
中

大
路
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。
一
部
抜
粋
す
る
。

　
「
工
場
復
活
許
可
願

本
年
四
月
理
化
学
機
械
製
造
工
場
廃
止
届
ヲ
御
署
ニ
提
出
仕
候
処
其
後
ニ
於
テ
別
紙
理
由
書

通
リ
ノ
事
情
ニ
有
之
候
間
何
卒
理
由
御
諒
察
ノ
上
製
造
工
場
復
活
ヲ
御
許
可
被
下
度

此
段
及
御
願
申
上
候
也

昭
和
十
八
年
九
月　

日

　
　
　
　
　

右　

西
村
繁
次
郎　

川
端
警
察
署
長
殿
」

　
「
理
由
書工

場
復
活
許
可
願
ニ
添
ヘ
テ
其
ノ
理
由
ハ
本
書
ノ
通
リ
ニ
有
之
候
即
チ
私
儀
本
年
四
月

　

日
理
化
学
機
械
製
造
工
場
廃
止
届
提
出
仕
候

其
後
私
儀
ノ
現
今
迄
ノ
業
務
技
倆（
大
正
拾
五
年
来
本
年
廃
止
ニ
至
ル
迄
ノ
光
學
機
械

特
ニ
天
體
望
遠
鏡
ノ
設
計
製
造
）ニ
對
シ
軍
管
理
工
場
株
式
會
社
川
西
機
械
製
作
所
電

視
研
究
室
ノ
考
察
サ
レ
タ
ル
最
新
秘
密
兵
器
ト
シ
テ
ノ
電
視
器
ノ
一
部
ノ
光
學
系
設
計

ノ
依
頼
ヲ
受
ケ
其
設
計
ヲ
完
了
ス
ル
ヤ
早
速
ニ
製
造
方
ヲ
依
頼
受
申
候
。
私
儀
工
場
廃

止
ノ
タ
メ
他
工
場
ニ
製
造
ヲ
註
文
致
セ
シ
モ
軍
需
品
生
産
多
忙
ノ
理
由
ニ
依
リ
製
造
謝

断
サ
レ
申
候

　
（
電
子
器
ノ
構
造
ハ
一
部
極
秘
ノ
箇
所
モ
有
リ
成
可
設
計
者
自
身
即
チ
私
儀
自
身
其

ノ
製
造
ナ
ス
ヲ
可
良
ト
ス
ル
タ
メ
至
急
工
場
復
活
ヲ
計
リ
其
ノ
製
造
ヲ
開
初
致
度
在

候
。）

　
（
電
視
器
ハ
用
途
ハ
霧
中
並
夜
間
暗
中
ニ
使
用
致
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
航
空
機
、
艦
船
、

其
他
敵
對
前
哨
基
地
等
ニ
設
置
セ
ラ
ル
ノ
モ
ノ
ニ
御
座
候
）

如
斯
兵
器
ノ
製
造
ハ
私
儀
ノ
職
業
能
力
ヲ
発
揮
シ
以
ッ
テ
国
策
順
應
ヲ
全
ト
ウ
ス
ル
モ

ノ
ト
確
信
致
候
。

斯
リ
ノ
理
由
ニ
依
リ
工
場
復
活
ヲ
御
許
可
被
下
度
御
願
申
上
候
。」

　
「
昭
和
十
八（
一
九
四
三‌

）年
四
月
に
理
化
学
機
械
製
造
工
場
の
廃
止
届
を
出
し
て
い
た
が
、

軍
管
理
工
場
の
株
式
会
社
川
西
機
械
製
作
所
電
視
研
究
室
が
考
案
し
た
最
新
秘
密
兵
器
の
一
部

の
光
学
系
設
計
と
製
作
を
依
頼
さ
れ
た
た
め
、
直
ち
に
停
止
し
た
工
場
を
復
活
さ
せ
た
い
」
と

い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
最
新
秘
密
兵
器
と
は
霧
や
暗
闇
な
ど
視
界
が
悪
い
中
で
使
用
す
る

暗
視
装
置
で
あ
り
、
航
空
機
や
艦
船
、
そ
の
他
前
線
基
地
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

「
一
度
は
他
の
工
場
に
製
作
依
頼
を
し
た
が
ど
こ
も
軍
需
生
産
に
追
わ
れ
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」

こ
と
や
、
軍
事
仕
様
が
目
的
の
兵
器
で
あ
る
た
め
「
一
部
極
秘
情
報
と
な
っ
て
お
り
、
他
所
に

製
作
を
依
頼
す
る
よ
り
も
設
計
者
で
あ
る
繁
次
郎
が
手
掛
け
た
ほ
う
が
よ
い
」
こ
と
な
ど
が
工

場
復
活
を
依
頼
す
る
理
由
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
一
度
停
止
し
た
工
場
を
軍
事
兵
器
の
製

作
の
た
め
に
再
開
さ
せ
よ
う
と
動
く
様
子
か
ら
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
真
っ
只
中
の
世
情
に
翻

弄
さ
れ
る
西
村
製
作
所
や
当
時
の
人
々
の
姿
が
垣
間
見
え
る
。「
工
場
復
活
許
可
願
」
に
付
属
し

て
い
た
工
場
の
見
取
り
図
か
ら
、
工
場
の
目
の
前
に
第
三
高
等
学
校（
現
在
の
京
都
大
学
総
合
人

間
学
部
お
よ
び
岡
山
大
学
医
学
部
の
前
身
）、
通
称
三
高
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
現
在

の
地
図
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、
吉
田
中
大
路
町
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
無
事
に
工
場

復
活
の
許
可
が
お
り
た
よ
う
で
、
こ
の
工
場
で
、「
ノ
号
兵
器
」
と
呼
ば
れ
る
ノ
ク
ト
ビ
ジ
ョ
ン

を
製
作
し
、
川
西
機
械
に
納
品
し
て
い
る
。「
ノ
号
兵
器
」
と
い
う
呼
称
は
当
時
日
本
軍
の
秘
匿

名
称
で
「
暗
視
装
置
」
を
指
す
よ
う
だ
が
、
お
そ
ら
く
前
述
し
た
「
最
新
秘
密
兵
器
」
が
こ
の

ノ
ク
ト
ビ
ジ
ョ
ン
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

戦
後
の
西
村
製
作
所

　

戦
後
の
西
村
製
作
所
は
、
大
阪
電
気
科
学
館（
現
：
大
阪
市
立
科
学
館
）や
国
立
科
学
博
物
館
、

富
山
天
文
台
、
仙
台
市
天
文
台
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
科
学
館
や
天
文
台
に
望
遠
鏡
の

納
品
や
ド
ー
ム
、
そ
し
て
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
建
設
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
の
小
・
中

写真7：左手前が宮澤堂、宮澤の隣が西村繁次郎
　　　　（宮澤堂氏関係資料）
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学
校
や
高
校
、
海
外
の
大
学
に
も
40
㎝
反
射
赤
道
儀
や
20
㎝
シ
ー
ロ
ス
タ
ッ
ト
な
ど
を
納
品
し

て
い
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
日
本
で
の
天
文
学
の
普
及
や
望
遠
鏡
・

観
測
機
器
開
発
技
術
の
発
展
に
大
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

戦
後
の
西
村
製
作
所
の
活
動
に
つ
い
て
四
十
四
枚
の
感
謝
状
お
よ
び
表
彰
状
が
残
っ
て
い
る
。

最
も
古
い
も
の
で
、
昭
和
二
十
四（
一
九
四
九
）年
に
花
山
天
文
台
の
台
長
を
務
め
て
い
た
上
田

穣
か
ら
、
望
遠
鏡
製
作
に
お
け
る
功
労
を
労
う
感
謝
状（
資
料
番
号
47
）が
送
ら
れ
て
い
る
。
戦

前
の
西
村
製
作
所
お
よ
び
繁
次
郎
の
様
子
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
そ
の
文
面
か
ら
繁

次
郎
が
花
山
天
文
台
創
業
当
時
か
ら
同
天
文
台
に
出
入
り
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
同
天
文
台

の
天
文
機
器
製
作
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
中
村
要
と
の
直
接
的
な
や
り
取
り

が
確
認
で
き
る
資
料
が
残
っ
て
い
る
の
は
長
男
の
新
一
郎
で
あ
る
が
、
望
遠
鏡
を
は
じ
め
と
し

た
諸
機
械
の
製
作
に
、
当
時
か
ら
繁
次
郎
も
関
与
し
て
い
た
と
考
え
て
問
題
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
西
村
製
作
所
を
継
い
だ
後
の
繁
次
郎
の
活
動
と
業
績
を
讃
え
、
東
亜
天
文

学
会
賞
が
昭
和
五
十
六（
一
九
八
一
）年
に
贈
ら
れ
て
い
る（
資
料
番
号
48
）。
こ
の
表
彰
状
は
戦

後
の
西
村
製
作
所
お
よ
び
繁
次
郎
の
、
日
本
で
の
天
文
学
の
普
及
や
望
遠
鏡
・
観
測
機
器
開
発

技
術
の
発
展
へ
の
貢
献
が
読
み
取
れ
る
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
「
表
彰
状

西
村 

繁
次
郎　

殿

　

貴
殿
は
先
代
故
治
三
郎
氏
が　

故
中
村
要
氏
の
要
請
を
受
け
て
天
体
反
射
望
遠
鏡
の
製
作

を
創
め
ら
れ
た
後
を
継
い
で
、
そ
の
事
業
を
拡
大
し
花
山
天
文
台
の
70
㎝
シ
ー
ロ
ス
タ
ッ
ト

や
松
永
塚
原
学
園
の
60
㎝
反
射
望
遠
鏡
を
は
じ
め　

40
㎝
級
は
国
内
は
も
と
よ
り
韓
国
、
台

湾
、
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
し
た
。
外
国
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ー
向
け
に
は
お
そ
ら
く
1‌
0‌
0‌

0
機

を
超
え
る
反
射
望
遠
鏡
を
提
供
し
、
五
十
年
に
わ
た
っ
て
天
文
研
究
の
発
展
普
及
に
資
さ
れ

た
功
は
多
大
で
あ
り
ま
す
。

茲
に
そ
の
業
績
を
讃
え
、
東
亜
天
文
学
会
賞
を
贈
り
ま
す
。

昭
和
56
年
8
月
28
日　

東
亜
天
文
学
会
会
長　

理
学
博
士　

能
田
忠
亮
」

　

右
記
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
反
射
望
遠
鏡
の
中
で
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学（
イ

ギ
リ
ス
）、
ノ
ー
ザ
ン
・
イ
リ
ノ
イ
大
学（
ア
メ
リ
カ
）、
台
北
天
文
台（
台
湾
）に
納
品
し
た
際

の
設
計
図
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
二
十
五（
一
九
五
〇
）年
～
昭
和
二
十
六（
一
九
五
一
）年

に
は
、
大
阪
電
気
科
学
館（
現
：
大
阪
市
立
科
学
館
）の
観
測
室
工
事
お
よ
び
15
㎝
反
射
望
遠
鏡

の
修
理
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
時
修
理
し
た
15
㎝
反
射
望
遠
鏡
は
、
昭
和
十
六（
一
九
四
一
）年

三
月
十
日
に
繁
次
郎
が
製
作
・
納
品
し
た
も
の
で
、
西
村
製
作
所
の
カ
タ
ロ
グ
に
長
年
掲
載
さ

れ
て
い
た
。

西
村
製
作
所
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

西
村
製
作
所
は
、
昭
和
四
十
二（
一
九
六
七
）年
に
岡
山
県
津
山
市
の
津
山
科
学
教
育
博
物
館

（
愛
称
：
つ
や
ま
自
然
の
ふ
し
ぎ
館
）に
、
試
作
品
と
し
て
一
台
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
機
を

納
品
し
て
い
る
。こ
れ
は
、昭
和
三
十
二（
一
九
五
七
）年
に
、森
本
慶
三（
津
山
科
学
教
育
博
物
館
、

初
代
館
長
）か
ら
打
診
を
受
け
て
西
村
製
作
所
が
10
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た　19

。

　

西
村
製
作
所
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
製
作
に
関
す
る
記
述
が
残
る
資
料
と
し
て
、
繁
次
郎
と
ア

メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ビ
エ
ラ
天
文
台（Biela O

bservatories, Inc.

）の
ジ
ョ
ー
・
ビ

エ
ラ（Joe Biela

）と
の
、昭
和
三
十
五（
一
九
六
〇
）年
付
の
書
簡
が
あ
る
。
こ
の
書
簡
の
中
で
、

「
小
型
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
作
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
う
三
年
経
っ
て
い
ま
す
。」
と
繁
次
郎

が
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
三
十
二（
一
九
五
七
）年
に
西
村
製
作
所
へ
小
型
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
に
関
す
る
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
年
は
、
先
に
述
べ
た
津
山
科
学
教

育
博
物
館
の
投
影
機
を
森
本
が
西
村
製
作
所
へ
打
診
し
た
時
期
と
合
致
す
る
。そ
の
こ
と
か
ら
、

繁
次
郎
の
記
す
「
小
型
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
は
津
山
科
学
教
育
博
物
館
の
投
影
機
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
同
機
は
令
和
三（
二
〇
二
一
）年
に
国
立
科
学
博
物
館
の
「
未
来
技
術
遺
産
」
に
登

録
さ
れ
、
現
時
点
で
西
村
製
作
所
が
手
掛
け
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影
機
は
、
こ
の
一
点
の

み
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
西
村
製
作
所
関
係
資
料
に
は
「
J‌

F
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
と
い
う
名
前
で
、
昭
和

二
十
八（
一
九
五
三
）年
付
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影
機
の
図
面
が
残
っ
て
い
た
。（
写
真
8
）

注
目
し
た
い
の
は
「
J‌

F
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
の
設
計
図
が
製
作
さ
れ
た
年
代
と
投
影
機
の
形

状
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
時
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
製
造
し
て
い
た
の
は
ド
イ
ツ
の

ツ
ァ
イ
ス
社
の
み
で
あ
り
、
日
本
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
国
産
化
が
す
す
め
ら
れ
た
の
は
昭
和

三
十
二（
一
九
五
七
）～
昭
和

三
十
三（
一
九
五
八
）年
頃
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
コ
ニ

カ
ミ
ノ
ル
タ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
株
式
会
社
の
前
身
で
あ
る

千
代
田
光
学
精
工
株
式
会
社

の
信
岡
正
典
が
ツ
ァ
イ
ス
Ⅰ

型
を
応
用
し
て
昭
和
三
十
二

（
一
九
五
七
）年
に
ノ
ブ
オ
カ

式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
完
成

さ
せ
る
。
ま
た
、
五
藤
光
学

研
究
所
の
五
藤
斉
三
が
、
昭
和
三
十
三（
一
九
五
八
）年
に
ダ
ン
ベ
ル
型
と
呼
ば
れ
る
ツ
ァ
イ
ス

型
で
は
な
く
、
モ
リ
ソ
ン
型
の
光
学
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
Ｍ—

Ⅰ
型
を
完
成
さ
せ
た　18

。
し
か
し
、

西
村
製
作
所
関
係
資
料
に
含
ま
れ
て
い
た
「
Ｊ
Ｆ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
の
設
計
図
は
、
国
産
化

が
す
す
め
ら
れ
る
五
年
以
上
前
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
形
状
は
ツ
ァ
イ
ス
Ⅰ
型
に
似
て
い

る
が
、
昭
和
十
二（
一
九
三
七
）年
に
日
本
で
初
め
て
導
入
さ
れ
た
大
阪
電
気
科
学
館
の
投
影
機

「
ツ
ァ
イ
ス
Ⅱ
型
」
と
は
形
状
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
山
本
天
文
台
資
料
の
中
に
も
、「
J‌

F
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
の
青
図
面
と
西
村
製
作

所
の
名
が
明
記
さ
れ
た
仕
様
書
が
残
っ
て
い
た
。
仕
様
書
に
は
「
N（
J
）F
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」

と
あ
り
、
大
阪
市
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
電
気
科
学
館
天
文
部
）製
作
指
導
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
西
村
製
作
所
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ム
製
作
に
は
、
山
本
一
清
が
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
、
今
後
新
た
な
資
料
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、「
J‌

F

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
の
青
図
面
と
仕
様
書
は
京
都
大
学
の
宇
宙
物
理
学
教
室
図
書
室
が
管
理
し

て
い
る
。

西
村
製
作
所
の
平
成
か
ら
現
在
へ

　

昭
和
三
十
八（
一
九
六
三
）年
に
株
式
会
社
と
な
り
、
大
学
や
施
設
な
ど
に
向
け
た
研
究
用
の

望
遠
鏡
制
作
を
開
始
す
る
。
昭
和
五
十
五（
一
九
八
〇
）年
に
鳥
取
県
立
少
年
自
然
の
家
に
、
国

産
初
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
の
40
㎝
反
射
赤
道
儀
式
望
遠
鏡
を
納
品
し
た
。
西
村
繁
次
郎
が
代

表
取
締
役
と
し
て
当
た
っ
た
、
お
そ
ら
く

最
後
の
大
き
な
納
品
と
な
る
。
そ
の
以
後

昭
和
五
十
六（
一
九
八
一
）年
に
息
子
の

西
村
晃
一
が
代
表
取
締
役
と
な
り
、
滋
賀

県
の
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
球

館
や
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
な
ど
に
納
品
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
十
二（
二
〇
〇
〇
）

年
に
は
、
現
在
の
西
村
製
作
所
の
反
射

経
緯
台
の
原
形
と
い
え
る
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
制
御
の
1
・
4
ｍ
反
射
経
緯
台
式
望

遠
鏡
を
、
名
古
屋
大
学
と
共
同
開
発
し

た
。
平
成
十
六（
二
〇
〇
四
）年
に
は
西

村
有
二
が
代
表
取
締
役
に
就
任
し
、
平
成

二
十
一（
二
〇
〇
九
）年
に
京
都
産
業
大

学
神
山
天
文
台
に
1・3
ｍ
反
射
経
緯
台
式
望
遠
鏡（
通
称
：
荒
木
望
遠
鏡
、
写
真
9
）と
10
ｍ
ド
ー

ム
を
納
品
し
た
。
現
在
は
、
西
村
光
史
が
代
表
取
締
役
を
務
め
、
東
京
大
学
ア
タ
カ
マ
天
文
台

に
世
界
最
高
性
能
の
観
測
が
可
能
で
あ
る
6
・
5
ｍ
反
射
経
緯
台
式
望
遠
鏡（
Ｔ
Ａ
Ｏ
望
遠
鏡
）

の
望
遠
鏡
本
体
の
設
計
製
作
を
担
当
し
て
い
る
。

４
、
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
企
画
展
に
伴
う
資
料
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
西
村
製
作
所
の
足
跡
に
つ
い
て
、

主
に
戦
前
ま
で
の
活
動
を
中
心
に
記
載
し
た
。
中
村
要
と
と
も
に
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
へ
向
け

て
反
射
望
遠
鏡
制
作
を
開
始
し
、
戦
後
以
降
、
教
育
・
研
究
施
設
に
向
け
て
天
体
観
測
機
器
を

開
発
・
製
造
を
続
け
る
西
村
製
作
所
は
、
現
在
も
天
文
学
の
発
展
に
貢
献
し
続
け
て
い
る
。以

上

―
―
―

   １  

資
料
調
査
の
内
容
お
よ
び
調
査
資
料
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
本
図
録
の
『
企
画
展
に
伴
う
資
料
調
査

に
つ
い
て
』
承
前
を
参
照

   ２ 

木
辺
成
麿
「
14 

望
遠
鏡
―
鏡
面
研
磨
を
主
と
し
て
」、『
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
史
』、
日
本
ア
マ
チ
ュ

ア
天
文
史
編
纂
会
、
一
九
九
五
年

   ３ 

大
学
本
部
敷
地
内
、
吉
田
の
天
文
台
と
も
呼
ば
れ
る

   ４ 

本
名
宣せ

ん

慈じ

、
滋
賀
県
野
洲
郡
所
在
の
浄
土
真
宗
木
辺
派
錦き

ん
し
ょ
く織

寺じ

門
主
、
特
殊
光
学
研
究
所
主
宰

   ５ 

反
射
望
遠
鏡
の
鏡
筒
・
架
台
・
三
脚
を
含
め
た
機
械
部
分
の
製
作

   ６ 

『
大
禮
記
念
京
都
大
博
覧
会
誌
』
昭
和
四
年
三
月
三
十
日
発
刊
、
京
都
市
役
所

   ７ 

山
本
天
文
台
資
料
、
京
都
大
学
花
山
天
文
台
所
蔵

   ８ 

資
料
番
号
28
「
西
村
製
作
所
カ
タ
ロ
グ
第
六
版
」、
西
村
製
作
所
関
係
資
料

   ９ 

中
村
要
「
日
蝕
観
測
に
つ
い
て
」、『
天
界
』
第
一
〇
二
号
、
一
九
二
九
年

   10 

資
料
番
号
31
「
西
村
繁
次
郎
、
京
都
大
学
花
山
天
文
台
勤
務
」、
西
村
製
作
所
関
係
資
料

   11 

「
會
告
東
亜
天
文
協
会
と
の
連
携
」、
京
星
会
誌
『
京
星
』
第
四
号
、
一
九
三
五
年
七
月

   12 

「
会
員
素
抄
」、
京
星
会
誌
『
京
星
』
第
二
号
、
一
九
三
五
年
三
月

   13 

服
部
博
「
初
め
て
望
遠
鏡
を
購
入
せ
ら
れ
る
方
々
の
た
め
に
」、『
天
界
』
第
一
八
九
号
、
一
九
三
七
年

   14 

3
枚
構
成
の
レ
ン
ズ
と
用
い
た
天
体
撮
影
用
機
材

   15 

資
料
番
号
39
「
工
場
復
活
許
可
願
」、
西
村
製
作
所
関
係
資
料

   16 

「
表
紙
ほ
か
」、『
天
界
』
第
一
九
九
号
、
一
九
三
七
年

   17 

宮
澤
堂
氏
関
係
資
料
よ
り

   18 

特
別
展
「
天
象
儀
1‌

0‌

0‌

年
の
軌
跡
」
図
録
、
平
塚
市
博
物
館
、
二
〇
二
三
年

   19 

井
上
毅
『
星
空
を
つ
く
る
機
械　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
1‌

0‌

0
年
史
』、
株
式
会
社KA

DOKAW
A

、
二
〇
二
三
年

   20 

㈱
西
村
製
作
所
会
社
沿
革
：https://w

w
w

.nishim
ura-opt.co.jp/

写真9：荒木望遠鏡

写真8：JFプラネタリウム設計図
　　　　（西村製作所関係資料）
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戦
前
よ
り
国
内
の
大
学
や
研
究
機
関
、
科
学
館
な
ど
に
多
く
の
望
遠
鏡
を
納
品
し
て
き
た
西
村
製

作
所
が
、
天
体
望
遠
鏡
の
製
作
を
開
始
し
て
ま
も
な
く
一
〇
〇
年
を
迎
え
る
。
最
前
線
で
天
文
学
へ

の
貢
献
を
続
け
る
同
社
の
天
体
望
遠
鏡
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
始
ま
り
は
、
京
都
帝
国
大
学
天
文
台
助

手
、
中
村
要
と
の
反
射
望
遠
鏡
の
協
働
製
作
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
中
村
要
が
製
作
、
も
し
く
は
性

能
を
確
認
し
た
反
射
鏡
を
搭
載
し
、
望
遠
鏡
の
機
械
部
分
を
西
村
製
作
所
が
製
作
し
た
天
体
望
遠
鏡

を
販
売
す
る
」
と
い
う
業
務
形
態
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る
。
両
者
の
反
射
望
遠
鏡
製
作
の
協
働
が
開

始
さ
れ
た
時
期
は
、
お
そ
ら
く
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は

わ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
企
画
展
に
伴
う
資
料
調
査
を
行
っ
た
際
に
、
協
働
製
作
の
開
始
時

期
に
言
及
す
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
を
確
認
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
国
立
科
学
博
物
館
の
中
島

隆
氏
を
中
心
に
平
成
二
十
五（
二
〇
一
三
）年
に
行
わ
れ
た
西
村
製
作
所
関
係
資
料
の
調
査
に
つ
い
て

纏
め
ら
れ
た
「
西
村
製
作
所
望
遠
鏡
資
料
と
そ
の
最
古
の
天
体
望
遠
鏡
写
真
帳
」１

を
先
行
研
究
と
し
、

中
村
と
西
村
製
作
所
が
協
働
で
反
射
望
遠
鏡
製
作
を
開
始
し
た
時
期
と
初
期
の
活
動
に
つ
い
て
、
整

理
す
る
。

一 

中
村
要
の
反
射
望
遠
鏡
自
作
期

　

大
正
十（
一
九
二
一
）年
、
十
八
歳
で
京
都
帝
国
大
学
の
宇
宙
物
理
学
教
室
の
無
給
助
手
と
な
っ
た

中
村
要
は
、
火
星
や
彗
星
、
変
光
星
の
観
測
な
ど
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
大
正
十（
一
九
二
一
）年

頃
か
ら
反
射
鏡
の
製
作
を
開
始
す
る
も
の
の
、
そ
の
困
難
さ
か
ら
一
旦
中
断
し
、
鏡
面
製
作
の
研
究

を
始
め
る

２

。
大
正
十
四（
一
九
二
五
）年
に
一
年
志
願
兵
と
し
て
の
兵
役
を
終
え
て
、
京
都
帝
国
大

学
天
文
台（
以
下
、
京
大
天
文
台
）に
戻
っ
た
中
村
は
、
こ
の
頃
か
ら
本
格
的
に
反
射
鏡
の
研
磨
に
着

手
し
始
め
た
。
中
村
は
前
年
の
大
正
十
三（
一
九
二
四
）年
に
イ
ギ
リ
ス
の
著
名
な
反
射
製
作
者
、

Wm
・ 

F
・
A
・
エ
リ
ソ
ン
作
の
16
㎝
反
射
鏡
を
入
手
し
て
い
る

２

。
ま
た
、
エ
リ
ソ
ン
は
、
自
身
の
製

作
技
術
を
『The A

m
ateur's Telescope

』 

と
い
う
自
著
で
公
開
し
て
お
り
、
学
会
誌
『
天
界
』

六
十
五
号（
一
九
二
六
年
）の
〈
広
告
〉
に
は
見
落
と
し
そ
う
な
ほ
ど
小
さ
な
記
事
で
、｢

エ
リ
ソ
ン

のA
m

ateur's Telescope

が
來
た
。
餘よ

分ぶ
ん

が
三
冊
あ
る
。
希
望
者
は
下
名
へ
。（
定
価
、送
料
は
省
略
）

―
天
文
台
中
村
要｣

と
掲
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
エ
リ
ソ
ン
の
自
著
を
入
手
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
鏡
づ
く
り
の
よ
い
見
本
と
技
法
を
得
た
こ
と
で
、
こ
の
時
期
を
契
機
に
中
村
の
鏡
作
り

が
本
格
化
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

当
時
、
中
村
は
神
戸
在
住
の
Ｒ
・
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
う
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
学
者
と
親
交
を
深

め
て
い
た
。
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
英
国
人
の
父
と
日
本
人
の
母
の
間
に
生
ま
れ
、
国
籍
上
は
英
国
人

だ
が
流
暢
な
日
本
語
を
話
し
、
日
本
名
と
し
て
『
安あ

ん

東ど
う

利り

智ち

彌や

』
と
名
乗
っ
て
い
る
。
神
戸
に
「
ス

コ
フ
ィ
ー
ル
ド
商
会
」
を
設
立
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
あ
る
一
方
、
自
宅
に
観
測
所
を
建
設
し
、
カ

ル
バ
ー
8
・
5
吋
反
射
経
緯
台
な
ど
を
設
置
し
て
気
象
観
測
や
火
星
観
測
を
行
っ
て
お
り

３

、
当
時
国

内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
と
し
て
隔
絶
し
た
水
準
に
あ
っ
た
。
中
村
と
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
火
星
観

測
者
と
い
う
共
通
項
の
ほ
か
、
天
体
観
測
や
望
遠
鏡
も
共
通
の
興
味
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

中
村
が
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
自
宅
を
訪
問
す
る
と
い
っ
た
直
接
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
二
人
が
交
換

し
た
書
簡（
一
部
は
控
え
の
タ
イ
プ
に
よ
る
コ
ピ
ー
）も
か
な
り
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
簡
の
中
で
、

中
村
は
「
4
吋
の
鏡
は
自
分
に
と
っ
て
は
と
て
も
簡
単
な
仕
事
で
あ
る
」「
5
吋
、
6
吋
の
も
の
も
作

り
始
め
た
い
」
と
記
し
て
い
る
。４

　

大
正
十
四（
一
九
二
五
）年
当
時
、
中
村
は
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
所
蔵
し
て
い
る
観
測
機
器
に
つ
い

て
種
類
、
メ
ー
カ
ー
、
性
能
な
ど
を
問
い
合

わ
せ
た
り
、
彼
の
持
つ
カ
ル
バ
ー
鏡
や
ア
ー

ヴ
ィ
ン
グ
鏡

５

の
検
査
を
行
っ
た
り
し
て
い

た
こ
と
が
、『
天
界
』
の
記
事

６

や
二
人
の
往

復
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る

７

。
中
村
は
、
大

正
十
四（
一
九
二
五
）年
十
二
月
二
十
三
日
付

の
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
の
手
紙
に
、「
6
・
5

吋
エ
リ
ソ
ン
用
の
軽
量
木
製
マ
ウ
ン
ト
が

論
　
考

神
山
天
文
台
学
芸
員 　

青
木 

優
美
香

西
村
製
作
所
と
中
村
要
の
反
射
望
遠
鏡
協
働
製
作
に
つ
い
て

写真1：6.5吋エリソン用の
　　　  軽量木製マウント

完
成
し
ま
し
た
。」
と
記
し
、

そ
の
写
真
も
同
封
し
て
い
る（
写

真
1
）。
こ
の
「
6
・
5
吋
エ
リ

ソ
ン
鏡
」
は
、
既
述
し
た
大
正

十
三（
一
九
二
四
）年
に
中
村
が

エ
リ
ソ
ン
か
ら
入
手
し
た
反
射

鏡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
軽
量

木
製
マ
ウ
ン
ト
は
京
大
天
文
台

の
作
業
場
で
、
中
村
の
手
に
よ
っ
て
完
成
し
た
、
と
書
簡
に
記
し
て
い
る

８

。
な
お
、
そ
の
後
、
大
正

十
五（
一
九
二
六
）年
頃
に
同
エ
リ
ソ
ン
鏡
用
の
マ
ウ
ン
チ
ン
グ（
望
遠
鏡
の
架
台
）を
、
西
村
製
作
所

が
第
六
號
機
と
し
て
製
作
し
て
い
る

９（
写
真
2
）。
同
機
の
鏡
筒
部
分
と
水
平
垂
直
架
台
部
が
現
存
し

て
お
り
、
京
都
大
学
花
山
天
文
台
が
管
理
し
て
い
る
。

二 

西
村
製
作
所
と
中
村
要
の
協
働
の
開
始

　

本
企
画
展
に
伴
う
資
料
調
査
で
、
京
都
大
学
花
山
天
文
台
の
山
本
天
文
台
資
料
か
ら
、
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）年
七
月
二
十
一
日
付
の
西
村
新
一
郎
名
義
で
発
行
さ
れ
て
い
る
「
5
吋
反
射
望
遠
鏡
」

の
請
求
書
と
領
収
書
を
確
認
し
た（
資
料
番
号
26
）。
こ
れ
は
、
既
述
し
た
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
中
村

と
の
書
簡
に
含
ま
れ
て
い
た
。領
収
書
と
請
求
書
を
中
心
に
前
後
の
書
簡
の
内
容
を
辿
っ
て
み
る
と
、

大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
五
月
に
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
中
村
へ
、
4‌

1/4
吋（
約
11
㎝
）の
反
射
望
遠

鏡
の
製
作
を
依
頼
し
て
お
り
、
こ
の
反
射
望
遠
鏡
が
、
既
述
し
た
西
村
新
一
郎
名
で
請
求
書
お
よ
び

領
収
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
「
5
吋
反
射
望
遠
鏡
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
鏡
の
大
き
さ
の
記
載

が
若
干
異
な
っ
て
い
る
が
、
前
後
の
や
り
と
り
か
ら
、
同
じ
製
品
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
推
測
で

き
る

７

。
領
収
書
の
宛
名
が
「
京
大
天
文
台 

中
村
」
と
な
っ
て
お
り
、
ど
う
や
ら
西
村
製
作
所
か
ら

機
械
部
分
を
一
度
中
村
が
購
入
し
、
そ
の
後
、
自
分
が
製
作
し
た
鏡
の
金
額
も
併
せ
て
、
ス
コ
フ
ィ
ー

ル
ド
へ
請
求
す
る
、と
い
う
方
法
で
支
払
い
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
領
収
書
は
、

今
回
の
調
査
に
於
い
て
確
認
し
た
反
射
望
遠
鏡
製
作
に
関
す
る
資
料
の
中
で
は
、「
京
大
天
文
台 

中

村
要
」「
西
村
新
一
郎
」
の
名
前
が
同
じ
書
類
に
記
入
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
協

働
を
示
す
最
も
古
い
資
料
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
七
月

に
は
中
村
と
西
村
製
作
所
協
働
の
反
射
望
遠
鏡
製
作
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
中

村
は
、
同
年
八
月
に
完
成
し
た
近
藤
兵
吉
所
有
機
の
6
吋
反
射
望
遠
鏡
を
、「
完
全
な
る
マ
ウ
ン
チ
ン

グ
と
し
て
は
此
れ
が
最
初
の
も
の
と
思
ふ
。」
と
述
べ
て
い
る　10

。
こ
の
反
射
望
遠
鏡
は
、
中
村
鏡（
Ｎ

Ｋ
Ｍ
8
）を
主
鏡
と
し
、
西
村
製
作
所
が
機
械
部
分
を
製
作
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る　10

。
そ
の
た

め
、
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
八
月
に
、
中
村
が
目
指
す
反
射
望
遠
鏡
の
マ
ウ
ン
チ
ン
グ
に
お
い
て

完
全
な
も
の
が
、
こ
の
時
点
で
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三 

最
初
期
の
協
働
製
作
活
動

　

中
村
が
目
指
す
反
射
望
遠
鏡
の
マ
ウ
ン
チ
ン
グ
が
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）年
七
月
か
ら
八
月
を
協
働
製
作
の
最
初
期
と
位
置
づ
け
、
こ
の
期
間
に
協
働
製
作
し
た

と
考
え
ら
れ
る
反
射
望
遠
鏡
に
つ
い
て
、『
天
界
』
に
残
さ
れ
た
記
事
と
、
中
村
の
光
学
ノ
ー
ト
の
う

ち
、『
放
物
線
鏡
台
帳
』
お
よ
び
『Optical Parts

』
の
記
載
を
元
に
、
整
理
し
た
い
。
該
当
す
る
反

射
望
遠
鏡
は
、
左
記
の
四
機
で
あ
る
。

　

（イ） 

神
戸
市
、
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
4‌

1/4
吋
反
射
望
遠
鏡（
七
月
二
十
一
日
完
成
）　11 

　

（ロ） 

大
阪
府
、
植
村
誠
三
の
ス
レ
ー
ド
6
・
5
吋
反
射
望
遠
鏡（
七
月
中
に
は
使
用
可
能
）　12

　

（ハ） 

神
奈
川
県
、
近
藤
兵
吉
の
6
吋
反
射
望
遠
鏡（
八
月
に
改
良
し
て
完
成
）　10

　

（ニ） 

大
阪
府
、
津
田
雅
之
の
6
吋
反
射
望
遠
鏡　13

　

ま
ず
、
既
述
し
た
神
戸
市
在
住
、
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
4‌

1/4
吋
反
射
望
遠
鏡
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
れ
は
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
六
月
七
日
付
の
手
紙
で
中
村
へ
依
頼
さ
れ
て
お
り
、
七
月
二
十
一

日
付
で
西
村
新
一
郎
か
ら
請
求
書
と
領
収
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
太
陽
紅
炎

観
測
及
び
旅
行
用
と
し
て
計
画
さ
れ
、
同
じ
く
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
持
つ
カ
ル
バ
ー
8
・
5
吋
反
射
経

緯
台
の
上
部
に
取
り
付
け
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る　14

。
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
七
月
一
日
の

手
紙
に
は
、
す
で
に
中
村
の
手
に
よ
っ
て
鏡（
Ｎ
Ｋ
Ｍ‌

11
）が
完
成
し
て
お
り
、
七
月
二
十
一
日
に
西

村
製
作
所
に
よ
っ
て
機
械
部
分
も
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
大
阪
府
、
植
村
誠
三
の
ス
レ
ー
ド
6
・
5
吋
反
射
望
遠
鏡
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
反
射

望
遠
鏡
の
主
鏡
の
製
作
者
、
ス
レ
ー
ド
は
、
英
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
反
射
鏡
製
作
者
で
あ
り
、
エ
リ
ソ

ン
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
約
十
年
の
経
験
を
有
し
、「
素
人
で
は
最
も
熟
練
者
で
第
二
の
職
業

家
以
上
で
あ
る
」
と
エ
リ
ソ
ン
が
評
価
し
て
い
る
と
い
う　12

。

　

6
・
5
吋
ス
レ
ー
ド
鏡
は
、
中
村
が
ス
レ
ー
ド
へ
鏡
の
値
段
を
問
い
合
わ
せ
た
際
に
、
ス
レ
ー
ド
本

人
か
ら
鏡
の
性
能
試
験
の
申
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
購
入
の
話
が
浮
上
し
た
と
考
え
ら
れ
る　15

。
大

正
十
四（
一
九
二
五
）年
に
中
村
が
『
天
界
』　15

に
て
上
記
の
紹
介
を
し
た
と
こ
ろ
、
数
名
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、最
終
的
に
東
亜
天
文
学
会
会
員
で
大
阪
在
住
の
植
村
誠
三
が
入
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

購
入
者
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
、
正
式
に
ス
レ
ー
ド
へ
中
村
が
輸
入
の
手
続
き
を
行
い
、
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）年
一
月
頭
に
注
文
さ
れ
、
五
月
頭
に
中
村
の
も
と
へ
届
い
た
と
考
え
ら
れ
る　12

。
性
能

試
験
後
に
、
こ
の
鏡
を
使
用
し
て
製
作
さ
れ
た
の
が
、
ス
レ
ー
ド
6
・
5
吋
反
射
望
遠
鏡
で
あ
る
。
こ

の
反
射
望
遠
鏡
の
機
械
部
分
は
中
村
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
、
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
の
七
月
に

写真2：6.5吋エリソン用の
　　　  鏡筒と水平垂直架台
　　　  （三脚は後補）
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は
使
用
し
得
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る　12

。
一
方
、
斜
鏡
は
平
面
度
に
問
題
が
あ
り
、
ス

レ
ー
ド
に
交
換
を
交
渉
す
る
と
の
記
載
も
あ
る　12

。
た
だ
し
、
こ
の
ス
レ
ー
ド
6
・
5
吋
反
射
望
遠
鏡

の
マ
ウ
ン
チ
ン
グ
に
つ
い
て
、
西
村
製
作
所
が
一
か
ら
機
械
部
分
を
製
作
し
、
マ
ウ
ン
チ
ン
グ
を
行
っ

た
こ
と
を
示
す
確
実
な
記
録
は
な
い
。　16

　

ま
た
、
植
村
へ
の
鏡
と
は
他
に
、
広
島
県
尾
道
在
住
の
松
本
義
一
の
も
と
へ
、
ス
レ
ー
ド
鏡
第
二

号
が
到
着
す
る
予
定
で
あ
っ
た　12

。
中
村
は
、
植
村
の
ス
レ
ー
ド
鏡
が
到
着
後
、
一
週
間
か
け
て
詳
細

な
試
験
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
試
験
の
結
果
を
、「
エ
リ
ソ
ン
に
か
な
り
近
く
、
事
実
最
良
の

鏡
で
は
あ
る
が
少
し
は
劣
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
素
人
と
し
て
も
専
門
家
と
し
て
も
満
足
で
あ
る
。」

と
述
べ
て
い
る　12

。

　

続
い
て
、
同
じ
く
『
天
界
』
六
十
九
号
の
記
事　10

よ
り
、
神
奈
川
県
、
近
藤
兵
吉
の
6
吋
反
射
望

遠
鏡
で
あ
る
。
そ
の
製
作
過
程
を
辿
っ
て
み
る
と
、
既
述
し
た
植
村
の
ス
レ
ー
ド
6
・
5
吋
反
射
望
遠

鏡
の
マ
ウ
ン
チ
ン
グ
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
近
藤
の
望
遠
鏡
も
一
度
マ
ウ
ン
チ
ン
グ
が
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る　10

。
そ
の
後
、
再
度
八
月
に
著
し
く
改
良
を
行
い
、
そ
の
結
果
出
来
上
が
っ
た
望
遠
鏡

を
、
中
村
自
作
の
鏡（
Ｎ
Ｋ
Ｍ
8
）を
使
用
し
て
初
め
て
「
完
全
な
る
マ
ウ
ン
チ
ン
グ
」
を
し
た
最
初

の
反
射
望
遠
鏡
と
し
て
、『
天
界
』
に
掲
載
し
て
い
る（
写
真
3
）　10

。
そ
し
て
、「
西
村
製
作
所
の
助

力
に
よ
り
、
真
面
目
な
良
き
且
つ
廉
き
反
射
望
遠
鏡
の
普
及
に
は
労
力
を
惜
し
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
」

と
同
誌
の
記
事
中
に
示
す
よ
う
に
、
近
藤
の
反
射
望
遠
鏡
の
機
械
部
分
を
製
作
し
た
の
は
西
村
製
作

所
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る　10

。
な
お
、
付
属
品
と
し
て
日
本
光
学
工
業
会
社（
現
：
株
式
会
社
ニ
コ
ン
）

の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
と
接
眼
レ
ン
ズ
を
使
用
し
て
い
る
。
価
格
と
し
て
は
マ
ウ
ン
チ
ン
グ
の
み
で
約

二
百
円
で
あ
っ
た
。
当
時
の
物
価
の
指
標
と
な
る
も
の
を
挙
げ
て
お
く
と
、
昭
和
三（
一
九
二
八
）年

当
時
エ
リ
ー
ト
と
い
わ
れ
た
、
帝
国
大
学
工
科（
現
：
東
京
大
学
工
学
部
）卒
の
三
菱
合
資
会
社（
三

菱
財
団
の
本
社
）の
初
任
給
が
五
十
円
、
早
稲
田
・
慶
應
卒
で
七
十
五
円
だ
っ
た
時
代
で
あ
る

２

。

　

最
後
に
大
阪
府
、
津
田
雅
之
の
6
吋
反
射
望
遠
鏡
で
あ
る
。
こ
の
反
射
望
遠
鏡
は
、
中
村
が
製
作

し
た
中
村
鏡（
Ｎ
Ｋ
Ｍ
7
）を
主
面

鏡
と
し
て
お
り
、
そ
の
姿
が
山
本
一

清
写
真
帳
『
中
村
要
紀
念
』
に
残
さ

れ
て
い
た（
写
真
4
）。
写
真
裏
に

は
、「
中
村
六
吋
鏡NO.7　
マ
ウ
ン

チ
ン
グ　

津
田　

一
五
、一
一
、一

　

風
デ
振
動
セ
ル
タ
メ
明
キ
欠
ク
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
村

の
『
放
物
線
台
帳
』
に
も
「NO.7

」

の
欄
に
津
田
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
、『
天
界
』六
十
八
号
の〈
消
息
〉

欄
に
、
津
田
が
中
村
鏡
で
天
体
の
実

地
観
測
を
指
導
し
た
と
い
う
記
事　17

が

残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
津
田
が
大

正
十
五（
一
九
二
六
）年
に
中
村
鏡（
Ｎ

Ｋ
Ｍ
7
）を
購
入
し
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
な
お
、
中
村
鏡（
Ｎ
Ｋ
Ｍ
7
）

は
現
存
し
て
お
り
、
ダ
イ
ニ
ッ
ク
・
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

津
田
機
の
マ
ウ
ン
チ
ン
グ
を
誰
が
行
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、『
天
界
』
六
十
九
号
の
〈
雑

報
〉
欄　13

の
記
事
や
、
中
村
の
『
放
物
線
台
帳
』
に
お
い
て
、
該
当
す
る
鏡
の
売
却
記
録
が
津
田
の
鏡

の
み
と
い
う
点
、
そ
し
て
写
真
4
の
よ
う
な
本
格
的
な
装
備
を
、
個
人
が
製
作
で
き
る
と
は
考
え
に

く
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
村
主
導
で
西
村
製
作
所
が
機
械
部
分
を
製
作
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

四 「
西
村
製
作
所
に
伝
わ
る
第
一
号
機
」
に
つ
い
て

　

西
村
製
作
所
関
係
資
料
の
う
ち
、
国
立
科
学
博
物
館
の
中
島
隆
氏
に
よ
っ
て
「
西
村
ア
ル
バ
ム
最

古
編
」
と
名
付
け
ら
れ
た

１

、
創
業
期
か
ら
昭
和
二
十
六（
一
九
五
一
）年
ま
で
の
製
品
を
ま
と
め
た

ア
ル
バ
ム
に
、「
大
正
十
五
年
九
月
完
成　

第
一
号
機
」
と
但
し
書
き
が
さ
れ
て
い
る
反
射
経
緯
台
の

写
真
が
あ
る（
写
真
5
）。
但
し
書
き
の
根
拠
資
料
と
し
て
、
西
村
製
作
所
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
画
像
が
残
っ

て
い
た
「
大
正
十
五
年
七
月
付
」
の
請
求
書（
現
物
は
西
村
製
作
所
の
資
料
群
に
見
当
た
ら
ず
）を

考
え
て
い
た
が
、
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
は
、
既
述
し
た
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
4‌

1/4
吋
反
射
望
遠
鏡
を
製
作

し
た
際
に
発
行
し
た
、
西
村
新
一
郎
の
請
求
書
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ア
ル
バ
ム
内
の
、

写
真
の
裏
面
に
記
録
さ
れ
た
情
報
と
、
そ
の
写
真
の
但
し
書
き
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る

１
。
し
た
が
っ
て
「
西
村
ア
ル
バ
ム
最
古
編
」
の
但
し
書
き
は
写
真
の
貼
り
付
け
と
同
時
で
は
な

く
、
後
に
な
っ
て
書
き
込
み
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
点

１
、
既
述
し
た
大
正
十
五（
一
九
二
六
）

年
八
月
に
製
作
さ
れ
た
近
藤
の
6
吋
反
射
望
遠
鏡（
写
真
3
）が
、
水
平
微
動
が
つ
い
て
い
る
な
ど
の

点
で
よ
り
機
械
的
に
成
熟
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
第
一
号
機
」
と
さ
れ
る
反
射
経
緯

台（
写
真
5
）が
本
当
に
「
大
正
十
五
年
九
月
」
に
製
作
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
反

射
望
遠
鏡
経
緯
台（
写
真
5
）が
「
大
正
十
五
年
九
月
」
に
製
作
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
西
村
製

作
所
が
よ
り
実
用
性
の
高
い
反
射
望
遠
鏡
を
製
作
す
る
た
め
の
試
作
機
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、「
第
一
号
機
」
に
酷
似
し
た
望
遠
鏡
の
写
真
が
、
山
本
一
清
写
真
帖
の
う
ち
の
一

写真3：近藤氏の反射望遠鏡
　　　　 （提供：冨田良雄先生）

写真4：津田氏の反射望遠鏡
　　　　 （山本一清写真帳より）

冊
、『
中
村
要
紀
念
』
に
残
さ
れ
て
い
た（
写
真
6
）。
京
都
大
学
物
理
学
教
室
の
屋
上
で
撮
影
さ
れ
た

と
み
え
、
中
村
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
が
、
製
作
年
代
や
撮
影
年
代
が
わ
か
る
記

述
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

五 

ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
企
画
展
に
伴
う
資
料
調
査
の
中
で
確
認
し
た
、
西
村
製
作
所
と
中
村
要
の
協
働
に
関

わ
る
資
料
を
中
心
に
、
両
者
に
よ
る
反
射
望
遠
鏡
の
協
働
製
作
の
開
始
時
期
と
初
期
の
活
動
に
つ
い

て
整
理
し
た
。
ま
ず
、
中
村
の
鏡
作
り
が
本
格
的
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
正
十
四（
一
九
二
五
）

年
に
お
い
て
は
、
中
村
が
反
射
鏡
の
み
な
ら
ず
機
械
部
分
の
製
作
も
手
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
西
村

製
作
所
と
の
協
働
が
具
体
化
し
た
時
期
に
つ
い
て
、
現
状
発
見
さ
れ
た
資
料
か
ら
辿
れ
る
最
も
古
い

日
付
は
、
西
村
新
一
郎
名
義
の
請
求
書
・
領
収
書
か
ら
、
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
の
七
月
で
あ
る
。

　

ま
た
本
稿
で
は
、最
初
期
の
協
働
製
作
活
動
の
事
例
と
し
て
、四
機
の
反
射
望
遠
鏡
を
取
り
上
げ
た
。

う
ち
、
植
村
機
の
ス
レ
ー
ド
6
・
5
吋
反
射
望
遠
鏡
以
外
は
、
中
村
鏡
を
搭
載
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
、
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
機
と
近
藤
機
に
つ
い
て
は
、
機
械
部
分
を
西
村
製
作
所
が
担
当
し
た
点
も

資
料
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
植
村
機
と
津
田
機
に
つ
い
て
も
、
中
村
の
指
導
の
下
、
お
そ

ら
く
西
村
製
作
所
が
着
手
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
、
こ
の
四
機
を
発
端
に
、
中
村
と
西
村
製
作
所
は

反
射
望
遠
鏡
製
作
の
協
働
を
開
始
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
よ
り
安
価
か
つ
精
度
の
高
い
国
産
の

反
射
望
遠
鏡
を
目
指
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
式
を
踏
襲
し
た
反
射
経
緯
台
を
中
心
に
、
運
転
時
計
や
赤
道

儀
の
製
作
に
も
着
手
し
た
。
そ
の
結
果
、
数
多
く
の
反
射
望
遠
鏡
や
観
測
機
器
を
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文

家
、
そ
し
て
花
山
天
文
台
や
倉
敷
天
文
台
な
ど
に
納
品
し
、
戦
前
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
の
底
上
げ
、

そ
し
て
近
代
的
な
反
射
望
遠
鏡
の
普
及
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

―
―
―

   １  

中
島
隆
、
西
城
惠
一
、
洞
口
俊
博
「
西
村
製
作
所
望
遠
鏡
資
料
と
そ
の
最
古
の
天
体
望
遠
鏡
写
真
帳
」、

『
国
立
科
学
博
物
館
研
究
報
告
』、
二
〇
一
三
年

   ２ 

冨
田
良
雄
・
久
保
田
諄
『
中
村
要
と
反
射
望
遠
鏡　

宇
宙
物
理
学
の
黎
明
を
支
え
て
』、
ウ
ィ
ン
か
も

が
わ
、
二
〇
〇
〇
年

   ３ 

冨
田
良
雄
「
暗
号
コ
ー
ド
と
火
星　

―
Ｒ
・
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見
た
夢
―
」、『
第
六
回
天
文
台
ア
ー

カ
イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
集
録
』、
二
〇
一
五
年

   ４ 

実
際
に
中
村
が
極
初
期
に
製
作
し
た
主
鏡
口
径
は
15
㎝（
約
6
吋
）で
あ
っ
た
。
惑
星
表
面
の
高
度
な

観
測
や
、
暗
い
変
光
星
の
観
測
も
考
慮
す
れ
ば
、
口
径
の
増
大
化
は
不
自
然
と
は
言
え
な
い
。

   ５ 

Ｈ
・
Ｎ
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ　

イ
ギ
リ
ス
の
小
口
径
の
屈
折
・
反
射
望
遠
鏡
の
製
作
者
。
一
九
一
〇
年
、

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
社
創
業
。（
西
城
惠
一
、
中
島
隆
、
原
秀
夫
「
日
本
最
初
の
銀
メ
ッ
キ
反
射
望
遠
鏡
と
日

本
の
望
遠
鏡
製
作
に
与
え
た
そ
の
影
響
」、『
国
立
科
学
博
物
館
研
究
報
告
書
』、
二
〇
一
〇
年
）

   ６ 

「
雑
報　

〇
ス
コ
フ
ィ
ル
ド
氏
訪
問
記
」、『
天
界
』
第
四
十
四
号
、
一
九
二
四
年

   ７ 

冨
田
良
雄
「
翻
刻
版　

中
村
要
・
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
往
復
書
簡
」、『
第
七
回
天
文
台
ア
ー
カ
イ
ブ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
集
録
』、
二
〇
一
六
年

   ８ 

〈（
34
）1‌

9‌

2‌

5
年
12
月
23
日　

中
村
よ
り
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
〉、
冨
田
良
雄
「
翻
刻
版　

中
村
要
・
ス

コ
フ
ィ
ー
ル
ド
往
復
書
簡
」、『
第
七
回
天
文
台
ア
ー
カ
イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
集
録
』、
二
〇
一
六
年

   ９ 

木
辺
成
麿
「
故
中
村
要
氏
の
鏡
面
製
作
研
究
に
つ
い
て（
故
中
村
要
氏
追
悼
號
）」『
天
界
』
第
一
四
〇

号
、
一
九
三
二
年

   10 

中
村
要
「
自
作
の
反
射
望
遠
鏡
に
つ
い
て
：
承
前
」、『
天
界
』
第
六
十
九
号
、
一
九
二
六
年

   11 

〈（
56
）1‌

9‌

2‌

6
年
7
月
29
日　

中
村
よ
り
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
〉、
冨
田
良
雄
「
翻
刻
版　

中
村
要
・
ス

コ
フ
ィ
ー
ル
ド
往
復
書
簡
」、『
第
七
回
天
文
台
ア
ー
カ
イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
集
録
』、
二
〇
一
六
年

   12 

中
村
要
「
ス
レ
ー
ド
氏
反
射
鏡
」、『
天
界
』
第
六
十
九
号
、
一
九
二
六
年

   13 

「
雑
報 

〇
愈
々
わ
が
國
産
の
反
射
望
遠
鏡
！！
」、『
天
界
』
六
十
九
号
、
一
九
二
六
年

   14 

中
村
要
「
自
作
の
反
射
望
遠
鏡
に
つ
い
て
：
承
前
」、『
天
界
』
第
六
十
九
号
、
一
九
二
六
年 

   15 

「
雑
報　

〇
ス
レ
ー
ド
氏
の
鏡
」、『
天
界
』
第
五
十
九
号
、
一
九
二
五
年

   16 

6
・
5
吋
の
ス
レ
ー
ド
鏡
が
一
月
に
注
文
し
て
五
月
に
到
着

す
る
と
い
う
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
日
本
へ
の
当
時
の
輸
送

時
間
や
経
路
を
鑑
み
た
場
合
、
非
常
に
速
い
。
ま
た
鏡
の
試

験
の
為
に
提
供
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
一
月
に

注
文
を
受
け
て
ス
レ
ー
ド
が
鏡
を
作
っ
た
の
で
は
な
く
、
既

存
の
鏡
を
提
供
し
た
可
能
性
が
高
い
。

   17 

「
消
息　

〇
津
田
雅
之
氏
」、『
天
界
』
第
六
十
八
号
、

一
九
二
六
年

写真5：西村アルバム最古編の第一号機
　　　　 （西村製作所関係資料より）

写真6：第一号機らしき望遠鏡
　　　　 （山本一清写真帖のうち、
　　　　『中村要紀念』より）
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本
格
的
に
反
射
鏡
研
磨
を
開
始
し
た
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
か
ら
亡
く
な
る
昭
和
七

（
一
九
三
二
）年
ま
で
の
約
六
年
間
の
間
に
、
正
確
な
記
録
と
し
て
残
る
も
の
だ
け
で
放
物
面
鏡

二
八
二
枚
、
平
面
鏡
三
〇
八
枚
、
対
物
レ
ン
ズ
十
三
枚
と
、
約
六
〇
〇
枚
の
鏡
・
レ
ン
ズ
の
研

磨
を
行
っ
た
中
村
要

１

。
こ
の
膨
大
な
研
磨
作
業
の
中
で
、
中
村
は

Wm
・ 

F
・
A
・
エ
リ
ソ
ン

と
Ｇ
・
カ
ル
バ
ー
と
い
う
二
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
鏡
面
製
作
者
を
師
と
仰
ぎ
、
特
に
、
自
身
が
考

え
る
理
想
的
な
放
物
面
鏡
と
し
て
カ
ル
バ
ー
が
製
作
し
た
通
称「
カ
ル
バ
ー
鏡
」を
挙
げ
て
い
る
。

中
で
も
倉
敷
天
文
台
の
32
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡
に
関
し
て
は
、「
此
れ
程
整
形
の
完
全
な
鏡
は
他
に
知

ら
な
い
。
全
く
平
坦
な
何
一
つ
欠
点
の
な
い
鏡
面
で
あ
る
。」、「
此
の
光
學
面
が
人
類
の
作
り
得

る
最
善
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
此
の
鏡
面
の
完
璧
さ
を
示
し
た
い
」、「
筆
者
が
此
の

鏡
面
を
見
た
の
は
15
號ご

う

を
終
わ
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
16
號
か
ら
自
分
の
製
造
方
針
が
完
全
に
一

変
し
、
今
で
も
此
の
鏡
面
を
手
本
と
し
て
い
る
位
深
い
感
銘
を
受
け
た
。」
と
述
べ
て
い
る
の
が

非
常
に
印
象
的
で
あ
る

２

。
カ
ル
バ
ー
本
人
は
九
十
七
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
自
身
の
研
磨
技
術

に
つ
い
て
一
切
公
表
し
て
い
な
い
が
、中
村
は
当
時
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
複
数
の
カ
ル
バ
ー

鏡
の
性
能
検
査
を
行
い
、
カ
ル
バ
ー
の
研
磨
技
術
を
追
求
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
中
村
が
残
し

た
カ
ル
バ
ー
お
よ
び
カ
ル
バ
ー
鏡
検
査
の
記
述
か
ら
、
カ
ル
バ
ー
鏡
の
ど
こ
に
感
銘
を
受
け
た

の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
カ
ル
バ
ー
鏡
を
理
想
と
し
た
の
か
を
紹
介
し
た
い
。

一
、
中
村
要
の
反
射
鏡
製
作
方
法
に
つ
い
て

　

中
村
要
は
大
正
十（
一
九
二
一
）年
に
一
枚
目
の
反
射
鏡
研
磨
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

後
、
翌
年
ま
で
に
計
四
面
の
鏡
面
を
試
作
し
て
い
る

１

。
彼
が
自
ら
研
磨
作
業
に
着
手
し
た
直
接

的
な
き
っ
か
け
は
想
像
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
が
、後
に
「
反
射
鏡
に
深
く
関
わ
る
様
に
な
っ

た
動
機
は
、
大
正
十
三（
一
九
二
四
）年
に
エ
リ
ソ
ン
に
6
・
5
吋い

ん
ち（

約
16
㎝
）鏡
を
製
作
し
て
も

ら
っ
た
か
ら
だ
」
と
記
し
て
い
る

３

。
こ
の
記
述
の
と
お
り
、
中
村
の
反
射
鏡
製
作
方
法
の
手
本

は
エ
リ
ソ
ン
の
手
法
で
あ
り
、
自
用
の
16
㎝
エ
リ
ソ
ン
鏡
が
「
自
ら
こ
の
方
面
に
進
ん
だ
手
引

き
と
も
な
り
、
又
鏡
面
製
作
の
標
準
と
な
っ
た
」
と
明
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
整
形
」
に
関

し
て
の
知
識
は
「
カ
ル
バ
ー
の
作
品
を
通
じ
て
殆
ど
す
べ
て
を
獲
た
」
と
い
う

４

。

　

こ
こ
で
、
反
射
鏡
製
作
の
手
順
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
反
射
鏡
製
作
と
い
う
の
は
、
非
常

に
簡
単
に
言
う
と
平
ら
な
硝
子
を
削
っ
た
り
磨
い
た
り
し
て
放
物
面
鏡（
凹
面
鏡
の
一
種
）に
し
、

光
を
集
光
さ
せ
る
反
射
鏡
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
鏡
の
大
き
さ（
口
径
）や
鏡
面
の
形（
球

面
・
非
球
面
な
ど
）に
よ
っ
て
手
法
に
多
少
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
大
ま
か
に
左
記
四
つ
の
作

業
に
分
け
ら
れ
る
。

（壱） 

真
ん
中
が
へ
こ
ん
だ
凹
面（
球
面
）を
作
る
た
め
に
鏡
材
を
削
る
「
研
削
」
作
業

（弐） 

研
削
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
摺す

り

硝が
ら
す子

状
に
な
っ
た
鏡
材
表
面
を
、
よ
り
平
滑
に
す
る
た
め
に

磨
く
「
ピ
ッ
チ
磨
き
」

（参） 

鏡
面
の
形
状
確
認
を
行
う
検
査
手
法
で
あ
る
「
フ
ー
コ
ー
テ
ス
ト
」、「
帯お

び

試し

験け
ん（

ゾ
ー
ン

テ
ス
ト
）」

（肆） 

（参）
の
検
査
を
行
い
な
が
ら
鏡
面
の
形
状
を
球
面
か
ら
放
物
面
に
整
え
る
「
整
形（
修
正
研

磨
）」

中
村
は

（肆）
の
「
整
形
」
の
手
法
を
、
カ
ル
バ
ー
の
作
品
か
ら
教
わ
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
お
そ

ら
く
「
整
形
」
の
前
段
階
で
あ
る

（壱）
～

（参）
の
手
法
は
エ
リ
ソ
ン
に
倣
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
４

。
二
、
倉
敷
天
文
台　　
32
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡

　

大
正
十（
一
九
二
一
）年
に
、
一
度
反
射
鏡
製
作
に
着
手
す
る
も
納
得
す
る
出
来
で
は
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
中
村
は
一
旦
鏡
の
製
作
を
や
め
、
反
射
鏡
研
磨
に
つ
い
て
の
研
究
を
開
始
す

る
１

。
研
磨
作
業
に
お
い
て
重
要
な
検
査
方
法
で
あ
る「
フ
ー
コ
ー
テ
ス
ト
」の
考
案
者
、Ｌ
・
フ
ー

コ
ー
の
一
八
五
九
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
に
始
ま
り
、
Ｐ
・
ハ
ス
ラ
ッ
ク
著
作
『Glass 

W
orking

』、
エ
リ
ソ
ン
著
作
『T

he A
m

ateur's telescope

』
な
ど
海
外
の
反
射
鏡
製
作
者
の

文
献
を
読
み
つ
つ
、
当
時
神
戸
に
在
住
し
て
い
た
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
の
Ｒ
・
ス
コ
フ
ィ
ー
ル

ド
が
持
つ
反
射
望
遠
鏡
や
、
京
都
帝
国
大
学
天
文
台（
以
下
、
京
大
天
文
台
）の
33
㎝
カ
ル
バ
ー

反
射
望
遠
鏡
、
そ
し
て
自
用
の
16
㎝
エ
リ
ソ
ン
鏡
な
ど
、
自
身
の
周
囲
に
あ
る
反
射
鏡
の
性
能

調
査
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
エ
リ
ソ
ン
の
手
法
を
手
本
と
決
め
、
大

正
十
五（
一
九
二
六
）年
五
月
頃
か
ら
再
び
反
射
鏡
製
作
を
開
始
す
る
。
し
か
し
、
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）年
十
月
に
倉
敷
天
文
台
に
導
入
さ
れ
た
32
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡
の
検
査
を
行
っ
た
こ
と

で
、
そ
れ
ま
で
の
彼
の
反
射
鏡
製
造
方
針
が
一
変
す
る
ほ
ど
の
感
銘
を
受
け
た
。
そ
の
検
査
結

果
を
、
中
村
は
「
故
カ
ル
バ
ー
氏
の
追
憶
」（『
天
界
』
第
七
九
号
一
九
二
七
年
九
月
）に
詳
し
く

載
せ
て
い
る
。
そ
の
記
事
の
中
で
、
中
村
は
左
記
五
面
の
カ
ル
バ
ー
鏡
に
言
及
し
て
い
る
。

　

（イ） 

京
大
天
文
台
33
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
径
：
3‌

2‌

5
㎜
、
焦
点
距
離
：
2‌

9‌

4‌

0
㎜

　

（ロ） 

倉
敷
天
文
台
32
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
径
：
3‌

1‌

5
㎜
、
焦
点
距
離
：
2‌

4‌

9‌

0
㎜

　

（ハ） 

ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
所
有 

22
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
径
：
2‌

1‌

5
㎜
、
焦
点
距
離
：
2‌

1‌

8‌

0
㎜

　

（ニ） 

中
村
要
所
有
17
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
径
：
1‌

6‌

7
㎜
、
焦
点
距
離
：
1‌

8‌

1‌

7
㎜

　

（ホ） 

小
山
秋
雄
所
有
13
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
径
：
1‌

3‌

0
㎜
、
焦
点
距
離
：
1‌

4‌

9‌

0
㎜

こ
れ
ら
の
鏡
の
う
ち

（イ）
か
ら

（ホ）
に
対
し
て
、
中
村
は
「
帯
試
験（
ゾ
ー
ン
テ
ス
ト
）」
を
行
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
「
球
面
」
と
「
放
物
面
」
の
深
さ
の
差
を
定
量
的
に
計
測
可
能
な
検
査
方
法

で
あ
る
。
球
面
鏡
と
放
物
面
鏡
で
は
ご
く
わ
ず
か
に
形
状
の
深
さ
が
異
な
っ
て
お
り
、
球
面
鏡

を
放
物
面
鏡
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恒
星
の
よ
う
な
遠
方
の
光
源
か
ら
の
光（
＝
平
行

光
線
）を
完
全
に
一
点
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
シ
ャ
ー
プ
な
星
像
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
反
射
望
遠
鏡
に
は
放
物
面
鏡
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
対
象
と
な
る

放
物
面
鏡
に
対
し
て
帯
試
験
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
鏡
の
形
状（
深
さ
）が
ど
の
く
ら
い

理
想
的
な
放
物
面
に
近
い
か
を
定
量
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
正
確
に
鏡
の
形
状
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
測
定
精
度
は
非
常
に
高
く
、
熟
練
し
た
測
定
者
で
あ
れ
ば

0
・
0‌

1‌

µm（
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
）の
深
さ
の
差
ま
で
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
し
い
鏡

の
形
状
を
得
る
こ
と
は
、
目
標
で
あ
る
理
想
放
物
面
と
の
差
が
明
確
に
で
き
る
た
め
、
よ
り
精

度
の
高
い
望
遠
鏡
製
作
に
お
い
て
は
隠
れ
た
必
須
の
要
素
な
の
で
あ
る
。

　

中
村
自
身
が
計
測
し
た

（ロ）
倉
敷
天
文
台
の
32
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡
の
帯
試
験
結
果
が
残
さ
れ
て
い

る（
表
1
）。
帯
試
験
は
鏡
面
を
同
心
円
状
の
輪
帯（
ゾ
ー
ン
）に
分
け
て
部
分
ご
と
に
調
べ
る（
図

1
）こ
と
か
ら
帯
測
定（
ゾ
ー
ン
テ
ス
ト
）と
呼
ば
れ
、「
鏡
が
理
想
の
放
物
面
で
あ
る
場
合
」
の

結
像
位
置
と
「
実
際
に
計
測
し
た
鏡
」
の
結
像
位
置
と
の
差
を
計
測
す
る（
図
2
）。
r
は
輪
帯

の
半
径（
鏡
の
測
定
領
域
）、
r 2

／
R
は
鏡
が
理
想
の
放
物
面
だ
っ
た
場
合
の
結
像
位
置（
理
想

値
）、
測
定
値
は
測
定
さ
れ
た
結
像
位
置
で
あ
る
。
輪
帯
を
用
い
て
複
数
の
地
点（
ｒ
）で
の
結

像
位
置
を
測
定
し
、
理
想
値
と
測
定
値
の
差（
＝
収
差
）を
求
め
る
。
こ
の
収
差
が
ゼ
ロ
で
あ
れ図1：帯試験用のマスク

神
山
天
文
台
学
芸
員 　

青
木 

優
美
香

中
村
要
と
カ
ル
バ
ー
鏡　

―
中
村
要
は
な
ぜ
感
銘
を
受
け
た
の
か
―

解
　

説
　

文

左はボール製紙、右はピンによるもの、ともに鏡面に接しておく。

ボール紙

ゾーン

バンド

約
40°

ピン

鏡
鏡

バー

表1：
倉敷天文台32cmカルバー鏡の
帯試験結果

『天界』第79号「故カルバー氏の
追憶」1927年9月より



6061

中心部の精度は低い完璧な放物面鏡わざと負修正

カルバー鏡

理想の放物面鏡

ば
理
想
的
な
放
物
面
で
あ
り
、
ゼ
ロ
か
ら
離
れ
る
に
つ
れ
て
理
想
の
放
物
面
形
状
か
ら
の
違
い

が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
回
、
中
村
の
計
測
記
録
で
あ
る
表
1
を
も
と
に
、
倉
敷
天

文
台
32
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡
の
形
状
を
再
現
し
、
理
想
の
放
物
面
鏡
と
の
形
状
の
比
較
を
行
っ
た（
図

3
）。

　

図
3
の
赤
い
点
線
が
理
想
の
放
物
面
鏡
、
緑
の
線
が
倉
敷
天
文
台
の
32
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡
で
あ

る
。横
軸
の
0
が
鏡
の
中
心
で
あ
り
、そ
こ
か
ら
左
右
に
向
か
っ
て
鏡
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
く
。

鏡
の
中
心
を
0
と
し
た
と
き
の
鏡
の
軸
に
沿
っ
た
方
向
の
深
さ
で
あ
り
、
例
え
ば
横
軸=

50
㎜

の
と
き
の
縦
軸
を
読
む
と
0
・
2‌

5
㎜
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
鏡
の
中
心
か
ら
50
㎜
は
な
れ

た
場
所
に
お
い
て
は
、
鏡
の
深

さ
が
中
心
よ
り
も
0
・
2‌

5
㎜

だ
け
浅
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
図
の
点
線
が
理

想
的
な
放
物
面
で
あ
り
実
線
が

測
定
結
果
で
あ
る
が
、
2
つ
の

線
が
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。こ
れ
は
、カ
ル
バ
ー

鏡
が
理
想
的
な
放
物
面
に
近
い

形
状
で
製
作
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
よ
り

詳
細
に
は
、
外
周
に
近
く
な
る

に
つ
れ
て
少
し
ず
つ
カ
ル
バ
ー

鏡
の
緑
の
線
が
上
側
に
ず
れ
て

い
る
の
が
認
め
ら
れ
る（
図
3

に
お
い
て
は
、
視
認
し
や
す
く

す
る
た
め
、
理
想
的
な
放
物
面

の
形
状
と
カ
ル
バ
ー
鏡
の
形
状

と
の
差
異
を
2‌

0‌

0‌

0
倍
拡
大

し
て
表
示
し
て
い
る
）。

　

32
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡
と
理
想
放

物
面
と
の
差
は
僅
か
60‌

nm（
ナ

ノ
メ
ー
ト
ル
）、髪
の
毛
の
約
1
／
1‌

0‌

0‌

0
の
細
さ
に
値
す
る
。
も
う
少
し
専
門
的
に
言
え
ば
、

32
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡
の
面
精
度
は
Ｐ
Ｖ=

λ
／
9（
λラ

ム
ダ

は
光
の
波
長
を
表
す
ギ
リ
シ
ャ
文
字
）と
言

い
換
え
ら
れ
る
。
鏡
の
鏡
面
精
度
Ｐ
Ｖ
と
は
理
想
形
状
に
対
す
る
形
状
の
ズ
レ
の
最
大
値
の

こ
と
で
、
光
の
波
長（
可
視
光
で
は
お
お
よ
そ
5‌

5‌

0‌

nm
）に
対
し
て
何
分
の
一
の
大
き
さ
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
量
で
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
標
準
的
な
望
遠
鏡
で
は
Ｐ
Ｖ=

λ
／
4

（
～
1‌

5‌
8‌

nm
）、
高
精
度
の
鏡
は
Ｐ
Ｖ=

λ
／
8（
～
68‌

nm
）、
超
高
精
度
の
鏡
に
な
る
と
Ｐ
Ｖ=

λ
／
20（
～
23‌
nm
）と
さ
れ
て
お
り
、
32
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡
の
面
精
度
の
λ
／
9（
60‌

nm
）は
現
代
に

お
い
て
も
十
分
に
通
用
す
る
高
精
度
な
鏡
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
以
上
の
こ
と
を
帯

試
験
の
結
果
か
ら
読
み
取
っ
た
中
村
は
、
カ
ル
バ
ー
鏡
の
高
精
度
さ
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
カ

ル
バ
ー
の
技
術
に
感
銘
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
。

図3：倉敷天文台32cmカルバー鏡の形状

図2：ゾーンテストの概念図
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Calver108（差異を2,000倍に拡大）

三
、
カ
ル
バ
ー
鏡
の
整
形
技
術
と
中
村
の
理
想
の
鏡

　

四
面
の
カ
ル
バ
ー
鏡
を
計
測
し
終
え
た
中
村
は
、
カ
ル
バ
ー
鏡
に
つ
い
て
左
記
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る

２

。

「
カ
ル
バ
ー
の
鏡
は
必
ず
し
も
欠
点
な
し
で
は
な
い
。
鏡
面
の
中
央
に
は
欠
点
が
あ
っ
て
も
、
あ

ま
り
注
意
を
払
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、鏡
面
の
命
で
あ
る
鏡
周
は
最
も
正
確
に
整
形
さ
れ
、

修
正
量
が
極
め
て
正
確
で
あ
る
。」

こ
の
記
述
か
ら
、カ
ル
バ
ー
の
鏡
は
極
端
に
は
図
4
の
よ
う
な
形
状
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
中
村
が
注
目
し
た
の
は
四
面
の
鏡
に
共
通
す
る
点
と
し
て
「
カ
ル
バ
ー
鏡
の
周
帯
が
故

意
に
負
修
正
に
な
っ
て
い
る
」、
つ
ま
り
鏡
の
外
周
に
お
い
て
わ
ざ
と
放
物
面
か
ら
外
し
た
形
状

を
持
た
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
中
村
が
挙
げ
て
い
る
の
が
、「
温
度
収
差
の
補
正
」
で
あ
る
。「
温
度
収
差
」

と
は
、
温
度
の
変
化
に
よ
っ
て
望
遠
鏡
の
集
光
性
能

※

が
変
化
す
る
現
象
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は

鏡
の
形
状
変
化
だ
け
で
は
な
く
、
望
遠
鏡
に
組
み
上
げ
た
際
に
鏡
を
固
定
す
る
鏡
筒
自
体
の
変

形
に
よ
っ
て
も
生
じ
る
が
、
本
稿
で
は
中
村
の
考
察
に
従
っ
て
鏡
の
形
状
変
化
の
み
に
注
目
し

て
言
及
す
る
。

　

ガ
ラ
ス
は
温
ま
る
と
膨
張
し
、
冷
え
る
と
縮
む
性
質
を
持
つ
。
一
方
で
、（
中
村
の
時
代
の
反

射
鏡
に
使
用
さ
れ
て
い
た
）ガ
ラ
ス
は
熱
が
伝
わ
り
に
く
い（
熱
伝
導
率
が
低
い
）と
い
う
特
徴

も
持
つ
。
そ
の
よ
う
な
ガ
ラ
ス
か
ら
な
る
鏡
を
、
温
度
の
高
い
場
所
か
ら
低
い
場
所
に
移
動
さ

せ
る
と
、
環
境
温
度
に
近
づ
く
よ
う
に
じ
わ
じ
わ
と
鏡
が
冷
え
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
鏡
筒
に
収

め
ら
れ
た
鏡
は
、
鏡
を
支
え
る
セ
ル
や
鏡
筒
の
構
造
に
よ
っ
て
部
分
ご
と
に
冷
え
る
速
度
が
変

わ
り
、
鏡
の
中
で
温
度
差
が
発
生
す
る
。
こ
の
時
、
ガ
ラ
ス
鏡
の
温
か
い
部
分
は
膨
張
し
冷
え

た
部
分
は
収
縮
す
る
た
め
、
鏡
の
変
形
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
室
温
で
鏡
が
完
全
な
放

物
面
で
あ
っ
た
場
合
、
夜
間
観
測
時
に
は
こ
の
温
度
変
化
に
よ
る
鏡
の
変
形
が
発
生
し
、
形
状

が
放
物
面
か
ら
外
れ
る
た
め
、
美
し
い
像
は
望
め
な
い
。
そ
こ
で
、
あ
ら
か
じ
め
室
内（
温
度
が

高
い
状
況
）で
は
わ
ざ
と
負
修
正
、
少
し
だ
け
放
物
面
よ
り
も
丸
ま
っ
た
形
状
に
し
て
お
く
こ
と

で
、
夜
間
観
測
す
る（
温
度
が
低
い
状
況
）際
に
、
温
度
変
化
に
よ
る
変
形
に
よ
っ
て
結
果
的

に
鏡
が
よ
り
正
確
な
放
物
面
に
な
り
、
シ
ャ
ー
プ
な
星
像
が
得
ら
れ
る
と
い
う
戦
略
で
あ
る

５

。

中
村
に
よ
る
と
こ
の
熱
膨
張
・
収
縮
の
影
響
と
対
策
に
関
し
て
は
大
正
三（
一
九
一
四
）年
に
エ

リ
ソ
ン
が
論
文
で
発
表
し
て
お

り
５

、四
面
の
カ
ル
バ
ー
鏡
を
検

査
し
た
大
正
十
五（
一
九
二
六
）

年
頃
に
は
、
反
射
製
作
者
と
し

て
中
村
も
こ
の
道
理
を
知
っ
て

い
た
。

　

右
記
の
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
中
村
が
考
え
て
い
た
「
理

想
の
反
射
鏡
」
と
は
何
で
あ
る

か
が
分
か
っ
て
く
る
。彼
は「
夜

間
を
通
じ
て
平
均
に
於
い
て
最

も
良
い
像
を
示
す
」
も
の
だ
と

述
べ
て
い
る

６

。
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
必
要
な
補
正
方
法

が
、「
端
が
負
修
正
で
中
央
が

深
く
な
っ
た
も
の
」７

、
つ
ま

り
中
村
が
「
カ
ル
バ
ー
型
の
整

形
面
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の

６

で
あ
り
、
中
村
の
理
想
の
鏡
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
反
射
鏡
製
作
の
最
後
の
過
程
で
あ
る

整
形
に
カ
ル
バ
ー
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
と
お

り
「
温
度
収
差
の
補
正
」
は
、
温
度
変
化
に
よ
っ
て
発
生
す
る
現
象
の
う
ち
、
ど
れ
が
優
位
に

働
く
か
に
よ
っ
て
適
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
変
わ
っ
て
く
る
た
め
、
望
遠
鏡
の
材
料
や
用も

ち

い
る
温

度
環
境
と
い
っ
た
条
件
に
よ
っ
て
も
そ
の
手
法
は
異
な
る
。
あ
く
ま
で
中
村
が
設
定
し
た
条
件

下
の
も
と
最
も
理
想
の
鏡
の
形
状
を
し
て
い
た
の
が
「
カ
ル
バ
ー
型
の
整
形
面
」
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
実
際
に
こ
の
補
正
が
重
要
と
な
る
の
は
10
㎝
以
上
の
鏡
で
あ
り
、

「
8
㎝
鏡
に
な
れ
ば
最
も
正
確
な
放
物
面
に
作
っ
て
お
い
て
よ
い
」「
通
常
13
㎝
以
上
に
は
充
分

結
果
が
現
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る

６

。

四
、
中
村
要
以
降
の
反
射
鏡
研
磨
技
術

　

昭
和
七（
一
九
三
二
）年
に
中
村
が
死
去
し
た
の
ち
、
彼
の
技
術
を
受
け
継
い
だ
木
辺
成
麿
と

い
う
人
が
い
る
。
木
辺
は
少
年
期
に
中
村
や
山
崎
正
光
の
著
作
を
読
み
、
花
山
天
文
台
ま
で
中

―
―
―

※
レ
ン
ズ
や
反
射
鏡
を
用
い
て
、
光
線
を
1
か
所
ま
た
は
一
方
向
に
集
め
る
性
能
の
こ
と
。

図4：カルバー鏡の形状（概念図）

収差（①－②）

① 鏡の実際の結像位置＝測定値

② 理想の放物面の結像位置

r2
R

③ 曲率中心

曲率半径
（R）

曲率中心

r
＝鏡の中心からの位置

R=曲率半径

光源

曲率中心
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村
を
訪
ね
、
直
接
指
導
を
受
け
た
。
中
村
の
死
後
、
山
本
一
清
の
要
請
を
受
け
、
中
村
の
後
継

者
と
し
て
反
射
望
遠
鏡
製
作
に
着
手
し
た
の
で
あ
る

８

。
昭
和
二
十
三（
一
九
四
八
）年
に
中
村

の
著
作
に
木
辺
自
身
の
体
験
を
付
加
し
た
著
作
『
新
版
：
反
射
望
遠
鏡
の
作
り
方
』
を
出
版
す

る
と
、「
反
射
鏡
を
磨
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
多
く
の
依
頼
を
受
け
、
プ
ロ
的
な
立
場
と
な
っ
た
。

多
く
の
鏡
を
磨
い
た
木
辺
は
、
滋
賀
県
の
錦
織
寺
と
い
う
お
寺
の
住
職
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら

「
レ
ン
ズ
和
尚
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

戦
後
十
年
に
あ
た
る
昭
和
三
十（
一
九
五
五
）年
に
至
っ
て
も
木
辺
は
健
在
で
、
年
に
二
十
面

以
上
磨
い
て
い
た
と
い
う
。こ
の
頃
に
、反
射
鏡
に
使
用
す
る
ガ
ラ
ス
に
大
き
な
変
化
が
起
き
た
。

通
称
パ
イ
レ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
低
膨
張
ガ
ラ
ス
が
、
20
㎝
以
下
の
小
口
径
用
と
し
て
用
い
ら

れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
パ
イ
レ
ッ
ク
ス
は
熱
膨
張
係
数
が
そ
れ
ま
で
の
ガ
ラ
ス
の
1
／
3
程
度

と
な
っ
た
た
め
、
中
村
が
留
意
し
て
い
た
温
度
変
化
に
対
す
る
対
応
が
ほ
ぼ
不
要
と
な
っ
た

８

。

五
、
ま
と
め

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
カ
ル
バ
ー
鏡
の
整
形
技
術
は
、
中
村
が
検
査
を
重
ね
る
中
で
発
見
し
た

こ
と
で
カ
ル
バ
ー
自
身
が
公
表
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
技
術
に
感
銘
を
受
け
た

中
村
が
カ
ル
バ
ー
鏡
を
理
想
の
鏡
と
し
、
自
分
の
研
磨
方
法
に
取
り
入
れ
て
技
術
を
磨
い
た
結

果
、
見
え
の
素
晴
ら
し
い
「
中
村
鏡
」
と
し
て
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
昭

和
七（
一
九
三
二
）年
に
亡
く
な
る
ま
で
約
六
〇
〇
枚
の
鏡
を
磨
き
、
そ
の
技
術
を
幅
広
く
公
開

し
、
そ
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
た
ち
に
「
自
分
の
反
射
望
遠
鏡
を
持
つ
」
と
い
う
夢
を
与
え

た
中
村
が
、
最
終
的
に
ど
こ
ま
で
自
身
の
理
想
で
あ
る
カ
ル
バ
ー
鏡
に
近
づ
い
て
い
た
の
か
、

中
村
鏡
と
カ
ル
バ
ー
鏡
の
比
較
を
中
心
と
し
て
更
な
る
調
査
が
望
ま
れ
る
。

六
、
参
考
文
献

　

本
稿
で
は
説
明
を
割
愛
し
た
光
学
知
識
の
詳
細
に
つ
い
て
知
り
た
い
場
合
は
、
左
記
の
参
考

文
献
を
推
奨
す
る
。
㈢
・
㈣
は
、
よ
り
専
門
家
向
け
の
書
籍
で
あ
る
。

　

㈠ 

吉
田
正
太
郎 

著
『
望
遠
鏡
光
学
・
反
射
編
』、
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
八
八
年

　

㈡ 

吉
田
正
太
郎 

著
『
反
射
望
遠
鏡
光
学
入
門
』、
誠
文
堂
新
光
社
、
二
〇
二
一
年

　

㈢ 

久
保
田
広 

著
『
光
学
』、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年

　

㈣ 

松
井
吉
哉 

著
『
復
刊 

レ
ン
ズ
設
計
法
』、
共
立
出
版
、
二
〇
一
八
年

―
―
―

   １  

冨
田
良
雄
・
久
保
田
諄
『
中
村
要
と
反
射
望
遠
鏡
』、
ウ
ィ
ン
か
も
が
わ
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
十
日

   ２ 

中
村
要
「
故
カ
ル
バ
ー
氏
の
追
憶
」、『
天
界
』
第
七
十
九
号
、
一
九
二
七
年
九
月
二
十
五
日

   ３ 

中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
智
識（
17
）」、『
天
界
』
第
一
〇
四
号
、
一
九
三
二
年
十
一
月

   ４ 

中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
智
識（
5
）：
反
射
鏡
製
造
準
備
」、『
天
界
』
第
八
十
一
号
、
一
九
二
七
年

十
一
月
二
十
五
日

   ５ 

中
村
要
「
僕
ら
等
の
研
究
室 

望
遠
鏡
：
回
答
者
」、『
科
学
画
報
』
nol.‌

7 

№
2
、
一
九
二
六
年
八
月

   ６ 

中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
智
識（
14
）」、『
天
界
』
第
九
十
六
号
、
一
九
二
九
年
二
月
二
十
五
日

   ７ 

中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
智
識（
13
）」、『
天
界
』
第
九
十
五
号
、
一
九
二
九
年
一
月
二
十
五
日

   ８ 

木
辺
成
麿
「
14 

望
遠
鏡
―
鏡
面
研
磨
を
主
と
し
て
」、『
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
史
』、
日
本
ア
マ
チ
ュ

ア
天
文
史
編
纂
会
、
一
九
九
五
年

関 連 年 表
年 月 主要人物（数え年）・組織 出　　来　　事 西村製作所の現存設計図・製作関係資料 世界情勢

明治30年代 西村製作所 大阪にて創業
京都で理化学機器等の製作販売を開始 川端荒神口時代

大正9（1920） R.スコフィールド（31）アーヴィング16 ㎝反射望遠鏡を輸入
10月 新城新蔵（48） ブラッシャー 25 ㎝ 反射赤道儀が京都帝国大学の宇宙物理学教

室に設置され、観測が開始される
大正10（1921）　4月頃 中村要（18） 宇宙物理学教室の無給助手になる

　8月 山崎正光（36） 「反射望遠鏡の製造法」を天文月報に連載開始
（全7回、翌年3月まで）

大正12（1923）春 山崎正光（38） 京都帝国大学宇宙物理学教室講師になる
中村要（20） 16 ㎝エリソン鏡入手

10月 　　〃 アーヴィング鏡を調査 関東大震災
12月 山崎正光 緯度観測所へうつる

大正13（1924） 中村要（21）  エリソン鏡を3つ調査
　　〃 京都帝国大学天文台竣工

大正14（1925） 山本一清（37） カルバー 33 ㎝反射望遠鏡設置
　8月 中村要（22） 京都帝国大学33 ㎝カルバー鏡を検査
12月 　　〃 16 ㎝エリソン鏡用の軽量木製架台完成

中村要との協働製作期
大正15（1926） 西村治三郎（50代） 諸器具修理職として京大宇宙物理学教室に出入り

不明 中村要（23） スコフィールド氏輸入の経緯台式をマウンティング
不明 　　〃 鳥取県大坪氏の16 ㎝エリソン鏡をマウンティング
　1月以降 　　〃 NKM10 10.8 ㎝をマウンティング
　4月 　　〃 大阪、森下氏へ11 ㎝鏡を研磨
　5月 　　〃 16 ㎝スレード鏡を大阪の植村氏へ

中村要、
西村製作所

NKM11（神戸市 スコフィールド氏）11 ㎝をマウンティング

　7月21日 　　〃 4¼吋鏡（神戸市 スコフィールド氏）マウンティング
　7月中 　　〃 大阪 植村氏のスレード鏡マウンティング
　8月

　　〃
NKM8（神奈川県 近藤氏）をマウンティング　
NKM13 15.2 ㎝をマウンティング
NKM7（大阪府 津田氏）を販売

　9月 　　〃 中村要所有の16 ㎝エリソン鏡をマウンティング
　9月　1日 山崎正光（41） 『素人にできる天体望遠鏡の作り方』（科学画報社）、出版
　9月13日 山本一清（38） 倉敷天文台のカルバー 32 ㎝反射望遠鏡、神戸に到着

中村要 32 ㎝カルバー鏡を測定する
中村要、
西村製作所

京都帝国大学天文台に反射望遠鏡納品

10月 　　〃 NKM17 15.2 ㎝をマウンティング
10月　9日 山本一清 カルバー 32 ㎝反射望遠鏡、倉敷に到着
10月30日 中村要 『趣味の天體観測』（岩波書店）、出版
10月以降 　　〃 NKM22 15.2 ㎝をマウンティング

NKM24 15.2 ㎝をマウンティング
11月21日 倉敷天文台オープン
12月 中村要 NKM27 （大阪市 廣野氏）製作

昭和2（1927） 山本一清（39） カルバー 46 ㎝反射赤道儀を花山天文台に設置
4月頃 中村要（24）、

西村製作所
NKM21 15.2 ㎝をマウンティング

　5月 　　〃 NKM49 7.9 ㎝F73.0をマウンティング
　6月 山本一清 京都帝国大学天文台にクック製12吋屈折望遠鏡、到着
10月以前 中村要、

西村製作所
NKM67 15.5 ㎝F1347をマウンティング
NKM27（大阪市 廣野氏）15.2 ㎝F123をマウンティング
NKM36 80 ㎝F693をマウンティング
NKM37 80 ㎝F734をマウンティング
NKM38 80 ㎝F765をマウンティング
NKM39 80 ㎝F715をマウンティング
NKM40 80 ㎝F773をマウンティング
NKM42 15.2 ㎝F132をマウンティング

12月 中村要 水澤緯度観測所を訪問
昭和3（1928） 　5月23日 西村製作所 染色実験湯煎槽

（京都高等工芸学校色染科）
　9月 西村新一郎（22） 大礼記念京都大博覧会にて優良国産品銅碑授賞

昭和4（1929） ニューヨークから
世界恐慌が始まる

　1月 西村製作所 『天界』vol.9 No.95（1929,1）に天体望遠鏡販売の予告
　2月20日ごろ 　　〃 ブラッシャー 25 ㎝反射赤道儀の伸長や運転時計の付け替えなど

を中村から依頼される（スマトラ日食用）
　3月10日 　　〃 ハイデ10 ㎝ 赤道儀、新しい運転時計、熱帯用カメラ、平面鏡

や凹面鏡の追加を中村要から依頼される（スマトラ日食用）
　5月 中村要（26）

宮澤堂（20）
スマトラ島にて日食観測

　7月18日 西村製作所 オートクレブ300cc（鐘紡理科学研究所）　

橙 中村要の活動
中村要と西村製作所の協働製作期 紫 西村繁次郎の独立期 青 宮澤堂の活動

宮澤堂と西村製作所のミヤニ式共同開発期

青
緑 西村製作所 川端荒神口での営業期 緑 西村製作所 吉田二本松町での営業期

【年表凡例】
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年 月 主要人物（数え年）・組織 出　　来　　事 西村製作所の現存設計図・製作関係資料 世界情勢
昭和4（1929） 　8月 中村要 『反射屈折天体望遠鏡観測手引き』（新光社）出版

10月17日 花山天文台竣工
10月 西村繁次郎（20） 助手として花山天文台に勤務
11月 中村要、

西村製作所
NKM151 15 ㎝赤道儀（改發氏）マウンティング

昭和5（1930） 　8月 山崎正光（45） 花山天文台来訪
西村製作所 「中村要氏指導」の文言入りカタログ作成

10月 中村要（27）、
西村製作所

NKM195 25 ㎝写真反射鏡赤道儀をマウンティング
柴田淑次氏（花山天文台）宛

昭和6（1931） 西村製作所 中村要指導ニュートン式設計図 満州事変
　　〃 8 ㎝屈折望遠鏡、8 ㎝反射望遠鏡が天文同好会観測部指定品になる

　5月 　　〃 抽出装置
　7月25日 　　〃 水槽（陶磁器試験所の亀（廣?）井先生）

昭和7（1932） 　6月 中村要（29）　 『天体写真術』（恒星社）出版
謝辞に、西村新一郎（26）の名前が記載される

5.15事件

　9月24日 中村要 死去
昭和8（1933） 　1月 西村製作所 西村治三郎と新一郎の名前で「西村製作所」の年賀状を送付する 日本、国際連盟

から脱退
　4月 　　〃 山本一清博士御指導入りカタログ第7版発行
　8 〜 10月 西村繁次郎（24） 花山天文台にて変光星の観測を行う

西村製作所 J.NISHIMURA&SUNS.KYOTOのカタログを発行
昭和9（1934） 　1月 　　〃 西村治三郎と新一郎の名前で「西村製作所」の年賀状を送付する

　1月　7日 　　〃 西村新一郎と繁次郎、日食用望遠カメラ製作、花山天文台へ発送
　6月　2日 　　〃 日食用望遠カメラ再組立てを行う
　8月 西村繁次郎（25） 「京星会」創立
12月　3日 花山天文台 口径60 ㎝の反射鏡を英国から購入

昭和10（1935）　3月 西村繁次郎（26） 京星会誌『京星』作成開始
西村繁次郎（26）、西村新一郎（29）の素性について記載

　5月 京星会が東亜天文協会の京都支部となる
　7月 西村繁次郎 京都東山区本町通七条上1に転居

昼間は今まで通り荒神口の西村製作所にいる
11月 京星会創立 一周年

（繁次郎：事業部幹事、新一郎：図書部幹事）を迎える
11月14日 西村製作所 英国型30 ㎝写真赤道儀鏡筒部分設計図
12月11日 　　〃 牧之内1　ベットおよび度盤

牧之内2　下部ペアリング設計図
12月12日 　　〃 牧之内3　下部ペアリング用小物設計図
12月15日

　　〃

牧之内5　鉄骨ピラー側面設計図
鉄骨ピラー正面設計図
牧之内6　上部ペアリング及びベットシャフト
緯度の目盛板設計図

12月16日 　　〃 牧之内7　極軸パイプ、中心角型設計図
12月18日 　　〃 牧之内8　緯度軸部一式

牧之内9　20 ㎝対物ウォーター設計図
昭和11（1936） 西村製作所 西村新一郎、繁次郎の京星会会員証送付

　1月　8日 　　〃 50 ㎝対物鏡設計図
　1月　9日 　　〃 20 ㎝鏡筒用金具設計図
　1月12日 　　〃 牧之内12　ウォーム及無限微動装置

ベベルギア設計図
　1月14日 　　〃 写真筒バンド、20 ㎝筒バンド設計図

木辺成麿（25） 『反射望遠鏡の作り方』（誠文堂）出版 2.26事件
　3月　6日 西村製作所 望遠鏡レンズ枠設計　no.301- a　

望遠鏡レンズ枠設計　no.301- b
真鍮イモノ寸法

　3月28日 　　〃 望遠鏡レンズ枠設計　no.301- c　
　3月31日 　　〃 配線図
　4月　2日 　　〃 カメラレンズ鏡設計図

（京大　上田先生へ納品）
西村製作所 西村新一郎・繁次郎、京星会会員証送付

昭和12（1937） 西村製作所 国産の優良なる望遠鏡を製造販売する会社として
日本光学・五藤光学等と共に紹介

日中戦争 開戦

西村製作所・星機製作西村繁次郎　時代
昭和12（1937）　2月27日 西村繁次郎（28） 京都左京区吉田中大路町4へ引っ越し

　3月〜 5月 西村製作所 7 ㎝望遠鏡設計図（木辺観測所へ納品）
　4月〜 西村繁次郎 花山號製作　10 ㎝カセグレン設計集
　5月 西村製作所 平面鏡金具納品（木辺観測所）
　5月10日 西村繁次郎 トリプレット写真鏡（木辺観測所）
　6月　2日 　　〃 トリプレット写真鏡玉設計（木辺観測所）
　6月27日 西村治三郎　 皇太后陛下の行啓の際に自身番を設置したことへの感謝状授与
　7月28日 西村製作所 15 ㎝赤道儀鏡筒回転装置設計図
　9月28日 西村繁次郎 11 ㎝用焦点引伸装置納品（柴田氏納品）
10月 　　〃 「星機製作 花山天文台御用達 西村繁次郎」の名で『天界』

に広告掲出される
12月16日 西村製作所 15 ㎝赤道儀設計図

年 月 主要人物（数え年）・組織 出　　来　　事 西村製作所の現存設計図・製作関係資料 世界情勢
昭和13（1938）　4月 西村繁次郎（29） 「星機製作 花山天文台御用達 西村繁次郎」の名で『天界』

に広告掲出される
　4月22日 西村製作所 15 ㎝反射鏡・鏡筒設計図

（広島瀬戸観測所）
　6月　2日 　　〃 15 ㎝赤道儀　赤緯軸設計図
　9月 　　〃 宮澤堂研磨の鏡 10 ㎝ F963㎜（No.14）をマウンティング
10月　5日 西村繁次郎 7 ㎝屈折鏡地上望遠鏡映像正立用

設計：西村繁次郎
宮澤堂とミヤニ式望遠写真機共同開発期 吉田二本松町時代

昭和14（1939）　6月30日 宮澤堂（31）、
西村製作所

ミヤニ式三脚15 ㎝用

　7月　4日 　　〃 NKM反射望遠写真機10 ㎝F：5
（のちミヤニ式K,G型）

　7月20日 西村製作所 宮澤堂研磨の鏡（No.16 -17）をマウンティング
　9月18日

　　〃
撓曲荷重台 ドイツのポーランド

侵攻、第二次世
界大戦 開戦

12月 宮澤堂（31）、
西村製作所

ミヤニ式反射望遠写真機（大阪、東京、CG型）納品 ミヤニ式反射望遠写真機設計図
（大阪、東京、CG型）

昭和15（1940）　2月　8日 西村製作所 格納箱図面（大毎ミヤニ式10 ㎝活動用） 日独伊三国同盟
　3月 　　〃 15 ㎝反射赤道儀用自動装置設計図
　3月15日 　　〃 硝子板圧縮波長板
　3月29日 　　〃 名稱集光レンズ支持金物
　4月20日 ミヤニ式反射望遠写真機設計図

（15 ㎝CG2型）
　4月30日 ミヤニ式D型設計図
　5月14日 西村繁次郎（31） ミヤニ式10 ㎝F5.6雲台設計図

（大阪毎日新聞社用）：西村繁次郎設計
　5月22日 西村製作所 名稱レンズ保持金物図面
　8月 　　〃 ミヤニ式反射望遠写真機（10 ㎝C型）
　 宮澤堂（32） 関西光学株式会社設立趣旨書（初案）の作成
11月 宮澤堂 関西光学研究所設立

昭和16（1941）　3月20日 宮澤堂（33）、
西村製作所

ミヤニ式10 ㎝映画用支持器を納品
（華北電影用、ミヤニ式映画用）

ミヤニ式10 ㎝映画用支持器
（華北電影用、ミヤニ式映画用）

　6月　4日 西村製作所 木材圧縮試験用金物
　7月19日 　　〃 日食観測用コリノメーター

（京都大学理学部天文学教室）
　9月21日 山本一清（53）、

西村製作所
台湾日食（藤波式、ミヤニ式が同時に使用されている）

12月　8日 ハワイ真珠湾攻撃
昭和17（1942）　1月 西村製作所 ピニト検査機（藤波重次氏へ）

　1月　5日 　　〃 光学部品（京大物理学教室　加藤先生）
　1月27日 　　〃 『西村製作所天体望遠鏡』

Slow mortion 細部見取り図
12月25日 山本一清（54）、

木辺成麿（31）
中村要著 『反射望遠鏡』（恒星社）、出版

12月28日 西村製作所 高度微動棹 10反射 第6図（青図面）
昭和18（1943）　2月 　　〃 日食観測用機器製作を行う

　3月 　　〃 13EH ウォームホイル=赤経歯車
　3月　7日

　　〃
7 ㎝反射、10 ㎝屈折赤道儀

　 7 ㎝反射、10 ㎝屈折赤道儀
　 7 ㎝反射、10 ㎝屈折赤道儀（青図面）
　3月14日 　　〃 13HE （極軸）赤緯クランプ歯車

（広島高等師範学校）
　3月15日

　　〃

13EH 赤緯クランプ
13EH 鏡筒架台
13EH 赤緯微動
13EH 棹保持具

　3月16日
　　〃

13EH 極軸クランプ
13EH 高度修整装置
13EH 鏡筒バンド 広島高等師範学校へ

　3月17日 　　〃 TE ユニバーサル・ジョイント
　3月19日 　　〃 TE ベベル・ギアー 望遠鏡赤道儀・自働用

部分品
　4月15日

　　〃
12 ㎝屈折用赤道儀 架台 （青図面）
13 ㎝屈折用赤道儀 主柱（青図面）

　4月18日 　　〃 13 ㎝屈折赤道儀 極軸外筐（青図面）
　4月19日 　　〃 13 ㎝屈折用赤道儀 赤緯軸外筐
　4月20日 　　〃 13 ㎝屈折用赤道儀 赤経、赤緯度盛環
　4月21日 　　〃 13 ㎝屈折用赤道儀 赤緯軸固定捻子
　4月22日 　　〃 13 ㎝屈折用赤道儀 極軸・赤道儀
　4月23日

　　〃

13 ㎝ 屈折用赤道儀 赤緯・赤経クランプ用
捻子
13 ㎝屈折赤道儀 度盛環用指針
13 ㎝屈折赤道儀 極軸組立其ノ一
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昭和18（1943）　4月23日 西村製作所 13 ㎝屈折用赤道儀 極軸後部組立其ノニ

　4月25日 　　〃 13 ㎝屈折赤道儀 赤緯軸前部組立
　4月29日 　　〃 13 ㎝屈折用赤道儀 ウォーム並=作動ギアー
　4月 西村製作所 中大路の工場を廃止
　5月 　　〃 10 ㎝フジナミ式映画用

（平塚海軍第二火薬製作所納品）
　5月　4日 　　〃 6 ㎝レンズF1 レンズ枠（青図面）
　9月18日 西村製作所 川端警察署長へ工場復活許可願提出

（4月に廃止届を出した工場の再開願い）
昭和19（1944） 宮澤堂（36） 関西光学工業株式会社発足 神風特攻隊、

結成
昭和20（1945）　1月　4日 西村製作所 20 ㎝反射経緯台 高度微動棹

　1月　9日 　　〃 20 ㎝反射経緯台（東京科学博物館用）
　2月 　　〃 望遠鏡製作控え
　8月15日 第二次世界大戦

終戦
10月　9日 西村製作所 13 ㎝反射経緯台　第4図回転台その1
10月12日 　　〃 高度微動棹 十反経 第六図（青図面）

高度微動棹 10反射 第6図
10月13日 　　〃 12.5 ㎝反射経緯台設計図

昭和21（1946）　7月　7日 　　〃 8 ㎝対物枠設計図
　9月19日 　　〃 10 ㎝反射接眼筒並平面鏡図面と仕様書
11月 　　〃 75㎜ミヤニ式試写

昭和22（1947）　5月24日 　　〃 30 ㎝シーロスタット第一架台 No.1
昭和24（1949）　1月　3日 　　〃 20 ㎝反射望遠鏡 実物大

　1月　4日 　　〃 20 ㎝反射経緯台 高度微動棹
　1月　9日 西村製作所 東京科学博物館に納品 20 ㎝反射経緯台
　2月13日 　　〃 10 ㎝屈折接眼部 個人用
　2月15日 　　〃 20 ㎝反射望遠鏡設計書
　5月28日 　　〃 見積書類（クリップドメ）
　7月　6日 　　〃 20 ㎝反射赤道儀第4図　主柱　第5図
　 20 ㎝反射赤道儀第6図　極軸外部
　7月　7日

　　〃

20 ㎝反射赤緯台 第8図/赤緯軸外部
第9図/クランプ 第10図/ウォームホイル
20 ㎝反射赤道儀第3図
20 ㎝反射赤道儀第12図、第13図

11月23日 西村繁次郎（40） 花山天文台長上田穣より繁次郎へ感謝状授与
昭和25（1950）　1月　1日 西村製作所 赤緯微動ハンドル サンフランシスコ講

和条約と日米安全
保障条約に調印

　1月　2日 　　〃 12 ㎝反射赤道儀用鏡筒回転用把手
　1月　3日 　　〃 自働装置用（20 ㎝反射赤道儀）取付台、

銑鉄、実物大
　2月　1日 　　〃 20 ㎝用自働装置5枚之内2
　2月　2日 　　〃 20 ㎝用自働装置
　2月13日 　　〃 20 ㎝用赤道儀 ウォーム・差動ギアー
　4月 西村製作所 鴨沂高校に納品

大阪電気科学館観測台の設計を行う
　4月　3日 　　〃 20 ㎝自働装置用
　4月　5日 　　〃 15 ㎝反射赤道儀用星野カメラ設計図

（大阪電気科学館）
　5月 　　〃 大阪電気科学館観測台の設計図等書類

一式（昭和25.4 〜昭和26.1）
　6月　9日 　　〃 20 ㎝反射赤道儀第8図

西村製作所 桜顔高等学校に納品 20 ㎝反射赤道儀
　8月 　　〃 15㎝反射赤道儀用フオノモーターケース

取付金具 実物大N2個
西村製作所 九州大学農学部気象学教室に納品

11月16日 　　〃 電気科学館天文部高城武夫から西村繁次
郎への書簡（11 ㎝屈折望遠鏡の件）

昭和26（1951）　1月23日 西村製作所 海上保安庁、水路部に納品 20 ㎝反射経緯台
　　〃 志賀小学校に納品 20 ㎝反射経緯台

昭和27（1952）

　　〃

東京天文台（現：国立天文台）に納品 20 ㎝シーロスタット　
香川大学に納品 30 ㎝反射赤道儀
北野高等学校に納品 30㎝反射赤道儀
海上保安庁水路部に納品 30 ㎝反射赤道儀
静岡大学に納品 20 ㎝反射経緯台

昭和28（1953）

　　〃

海上保安庁水路部に納品 20 ㎝反射経緯台
日本三育学院高等学校に納品 30 ㎝反射赤道儀
朝倉高等学校に納品 30 ㎝反射赤道儀
三国丘高等学校に納品 20 ㎝反射経緯台
同志社女子高等学校に納品 20 ㎝反射経緯台
富山市天文台に納品 40 ㎝反射赤道儀
仙台市天文台に納品 40 ㎝反射赤道儀

協働

協働

協働

登 場 人 物 相 関 図 （敬称略）

理化学機器関係出入り業者

京都帝国大学　宇宙物理学教室

関西光学研究所／
関西光学工業株式会社（カンコ―）

観測
（花山天文台）

新城新蔵

竹田新一郎

理論

西村繁次郎宮澤堂

協働の可能性

山本一清 荒木俊馬

協働

中村要

西村製作所苗村敬夫

木辺成麿

西村新一郎
長男

西村治三郎
父

西村晃一

西村有二

2代目

西村末雄

3代目

西村光史

西村繁次郎
次男（初代社長）

現社長

四男
西村友温

三男
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西村製作所　望遠鏡納入一覧表
納入年 納入先名 県名 機種
大正15年（1926） ？　 京都大学理学部 京都 15 ㎝反射経緯台
昭和初期 ？　 大阪市立電気科学館 大阪 25 ㎝反射赤道儀

（年代不詳） ？　 大阪市立電気科学館 大阪 15 ㎝反射経緯台
？　 射場天文台 兵庫 19 ㎝反射赤道台

17 ㎝屈折赤道儀
？　 改発天文台 大阪 15 ㎝屈折赤道儀
？　 伊達天文台 大阪 25 ㎝反射赤道儀
？　 木辺天文台 滋賀 31 ㎝反射赤道儀

昭和23年（1948） ？　 県立向陽高等学校 兵庫 20 ㎝反射赤道儀
昭和24年（1949） ？　 国立科学博物館 東京 15 ㎝反射経緯台

？　 箕面中学校 大阪 20 ㎝反射経緯台
？　 北海道教育大学函館校 北海道 20 ㎝反射赤道儀
？　 華頂女子高等学校 京都 20 ㎝反射経緯台
？　 市立姫路高等学校 兵庫 20 ㎝反射経緯台
？　 立命館高等学校 京都 20 ㎝反射経緯台
？　 八幡公民館 福岡 20 ㎝反射経緯台

昭和25年（1950） ？　 桜塚高等学校 大阪 20 ㎝反射赤道儀
？　 海上保安庁水路部 東京 20 ㎝反射経緯台
？　 東京天文台（現：国立天文台） 東京 20 ㎝反射経緯台

昭和26年（1951） ？　 海上保安庁水路部 東京 20 ㎝反射経緯台
25 ㎝反射経緯台

？　 志賀小学校 滋賀 20 ㎝反射経緯台
昭和27年（1952） ？　 東京天文台（現：国立天文台） 東京 20 ㎝シーロスタット

？　 香川大学 香川 30 ㎝反射赤道儀
？　 北野高等学校 大阪 30 ㎝反射赤道儀
？　 海上保安庁水路部 東京 30 ㎝反射経緯台
？　 静岡大学 静岡 20 ㎝反射経緯台

昭和28年（1953） ？　 海上保安庁水路部 東京 20 ㎝反射経緯台
？　 日本三育学院高等学校 千葉 30 ㎝反射赤道儀
？　 朝倉高等学校 福岡 30 ㎝反射赤道儀
？　 三国丘高等学校 大阪 20 ㎝反射経緯台
？　 同志社女子高等学校 京都 20 ㎝反射赤道儀
？　 富山市天文台 富山 40 ㎝反射赤道儀
？　 仙台市天文台 宮城 40 ㎝反射赤道儀

昭和29年（1954） ？　 岡谷小学校 愛知 20 ㎝反射経緯台
？　 京都学芸大学 京都 30 ㎝反射赤道儀

昭和31年（1956） ？　 市立西宮高等学校 兵庫 30 ㎝反射赤道儀
？　 京都大学附属花山天文台 京都 60 ㎝シュミットカメラ

昭和32年（1957） ？　 京都大学理学部宇宙物理学教室 京都 30 ㎝シーロスタット
？　 京都大学附属花山天文台 京都 70 ㎝シーロスタット
？　 やひか丘高等学校 長野 25 ㎝反射経緯台
？　 東京大学天文教室 東京 40 ㎝反射赤道儀
？　 宮崎大学 宮崎 25 ㎝反射経緯台

昭和33年（1958） ？　 NASAジェット推進研究所 アメリカ 40 ㎝反射赤道儀
？　 塚原学園高等学校 長野 60 ㎝反射赤道儀

昭和35年（1960） ？　 ビーラ天文台 アメリカ 25 ㎝反射赤道儀
40 ㎝反射赤道儀

？　 ハーバード大学 アメリカ 40 ㎝反射赤道儀
40 ㎝反射赤道儀

昭和36年（1961） ？　 滋賀大学 滋賀 25 ㎝反射赤道儀
？　 大阪府科学教育センター 大阪 30 ㎝反射赤道儀
？　 名古屋市科学教育センター 愛知 30 ㎝シーロスタット

昭和37年（1962） ？　 広島大学教養学部 広島 25 ㎝反射赤道儀
？　 四日市市高等学校 三重 30 ㎝反射赤道儀
？　 バーセル大学 スイス 30 ㎝反射赤道儀

昭和38年（1963） ？　 オックスフォード大学 イギリス 30 ㎝反射赤道儀
昭和39年（1964） ？　 台北市天文台 台湾 40 ㎝反射赤道儀

？　 柳学園高等学校 兵庫 25 ㎝反射赤道儀
？　 イリノイ大学 アメリカ 40 ㎝反射赤道儀
？　 サンディエゴ大学 アメリカ 40 ㎝反射赤道儀
？　 聖アンドリュース大学 イギリス 40 ㎝反射赤道儀

昭和40年（1965） ？　 高崎女子高等学校 群馬 30 ㎝反射赤道儀
？　 武庫川学園高等学校 兵庫 30 ㎝反射赤道儀
？　 県立水島工業高等学校 岡山 20 ㎝反射赤道儀
9月 京都市立紫野高等学校 京都 25 ㎝反射赤道儀

10月 羽曳野市立高鷲中学校 大阪 10 ㎝屈折赤道儀
11月 西宮市立西宮東高等学校 兵庫 15 ㎝反射赤道儀

昭和41年（1966） ？　 ソウル大学 韓国 40 ㎝反射赤道儀
2月 京都教育大学附属高等学校 京都 30 ㎝反射赤道儀
3月 新潟大学高田分校 新潟 40 ㎝反射赤道儀

10月 青木天文台 長野 25 ㎝反射赤道儀
11月 県立倉吉東高等学校 鳥取 10 ㎝屈折赤道儀
12月 県立安来高等学校 島根 15 ㎝屈折赤道儀

昭和42年（1967） 6月 福山市立福山東中学校 広島 20 ㎝反射赤道儀
11月 高田高等学校 三重 15 ㎝屈折赤道儀
12月 県立柏原高等学校 兵庫 12.5 ㎝屈折赤道儀
？　 比治山女子高等学校 広島 25 ㎝反射赤道儀
？　 東京大学教養学部 東京 40 ㎝反射赤道儀

昭和44年（1969） 6月 県立上郡高等学校 兵庫 10 ㎝屈折赤道儀
雲雀ヶ丘高等学校 兵庫 25 ㎝反射赤道儀

納入年 納入先名 県名 機種
昭和44年（1969） ？　 東北学院 宮城 25 ㎝反射赤道儀

11月 西宮市立西宮高等学校 兵庫 30 ㎝反射赤道儀
昭和45年（1970） 1月 個人 高知 25 ㎝反射赤道儀

3月 県立米原高等学校 滋賀 30 ㎝反射赤道儀
愛知教育大学 愛知 40 ㎝反射赤道儀
個人 長野 25 ㎝反射赤道儀

9月 個人 京都 25 ㎝反射赤道儀
10月 総社天体観測所 岡山 20 ㎝反射赤道儀

昭和46年（1971） 2月 県立篠山鳳鳴高等学校 兵庫 15 ㎝屈折赤道儀
3月 県立城北高等学校 徳島 25 ㎝反射赤道儀
7月 個人 長野 12.5 ㎝屈折赤道儀
9月 松田町立松田中学校 神奈川 12.5 ㎝屈折赤道儀

12月 東栄町御園天文科学センター 愛知 25 ㎝反射赤道儀
昭和47年（1972） 3月 県立神戸高等学校 兵庫 25 ㎝反射赤道儀

8月 個人 大阪 25 ㎝反射赤道儀
9月 生駒市立生駒中学校 奈良 25 ㎝反射赤道儀

個人 長野 25 ㎝反射赤道儀
昭和48年（1973） 1月 高田市立高田中学校 奈良 20 ㎝反射赤道儀

2月 鏡野町立鏡野中学校 岡山 12.5 ㎝屈折赤道儀
6月 堺市立科学教育研究所 大阪 25 ㎝反射赤道儀
8月 個人 滋賀 15 ㎝反射赤道儀

12月 個人 北海道 25 ㎝反射赤道儀
昭和49年（1974） ？　 静岡大学 静岡 40 ㎝反射赤道儀

1月 県立安来高等学校 島根 15 ㎝屈折赤道儀
2月 県立池田高等学校 徳島 15 ㎝屈折赤道儀

広島大学附属東雲小学校 広島 12.5 ㎝屈折赤道儀
丸亀市青年総合会館 香川 15 ㎝屈折赤道儀

3月 県立伊和高等学校 兵庫 25 ㎝反射赤道儀
弘前聖愛学院高等学校 青森 30 ㎝反射赤道儀

4月 北海道教育大学旭川分校 北海道 30 ㎝反射赤道儀
5月 個人 香川 25 ㎝反射赤道儀

県立西脇高等学校 兵庫 25 ㎝反射赤道儀
7月 県立因島高等学校 広島 25 ㎝反射赤道儀
9月 県立倉敷青陵高等学校 岡山 25 ㎝反射赤道儀

10月 私立天理高等学校 奈良 10 ㎝屈折赤道儀
昭和50年（1975） 4月 姫路市立飾磨高等学校 兵庫 25 ㎝反射赤道儀

9月 県立猪名川高等学校 兵庫 20 ㎝反射赤道儀
12月 浪岡町立浪岡中学校 青森 25 ㎝反射赤道儀

昭和51年（1976） 3月 金屋町立金屋中学校 和歌山 20 ㎝反射赤道儀
県立高崎高等学校 群馬 20 ㎝反射赤道儀

8月 県立員弁高等学校 三重 20 ㎝反射赤道儀
9月 県立三原高等学校 兵庫 10 ㎝屈折赤道儀

10月 個人 愛知 25 ㎝反射赤道儀
昭和52年（1977） 個人 山形 40 ㎝反射赤道儀

1月 京都女子大学 京都 20 ㎝反射赤道儀
3月 個人 奈良 20 ㎝反射赤道儀
4月 県立亀山高等学校 三重 30 ㎝反射赤道儀

10月 個人 京都 25 ㎝反射赤道儀
昭和53年（1978） 石川県立教育センター 石川 40 ㎝反射赤道儀

1月 三重県教育センター 三重 30 ㎝反射赤道儀
2月 南山高等学校 愛知 25 ㎝反射赤道儀
3月 鳥取大学教育学部 鳥取 25 ㎝反射赤道儀

府立渋谷高等学校 大阪 20 ㎝反射赤道儀
11月 原村立原小学校 長野 25 ㎝反射赤道儀

個人 兵庫 30 ㎝反射赤道儀
昭和54年（1979） ？　 個人 静岡 40 ㎝反射赤道儀

？　 雲南天文台 中国 40 ㎝反射赤道儀
　 40 ㎝反射赤道儀

8月 栃木県教育研修センター 栃木 40 ㎝反射赤道儀
12月 佐世保市児童会館 長崎 25 ㎝反射赤道儀

昭和55年（1980） 2月 敦賀市児童文化センター 福井 10 ㎝屈折赤道儀
3月 京都市立塔南高等学校 京都 25 ㎝反射赤道儀

鳥取県立少年自然の家 鳥取 40 ㎝反射赤道儀
帝塚山学園高等学校 奈良 20 ㎝屈折赤道儀

4月 智頭町公民館 鳥取 20 ㎝反射赤道儀
6月 聖母学院短期大学 京都 40 ㎝反射赤道儀

10月 津島市立高台寺小学校 愛知 20 ㎝反射赤道儀
11月 津島市立津島西小学校 愛知 20 ㎝反射赤道儀

昭和56年（1981） 1月 津島市立蛭間小学校 愛知 20 ㎝反射赤道儀
県立太田高等学校 群馬 30 ㎝反射赤道儀

7月 個人 三重 25 ㎝反射赤道儀
12月 津島市立津島南小学校 愛知 20 ㎝反射赤道儀

昭和57年（1982） 3月 兵庫教育大学 兵庫 50 ㎝反射赤道儀
5月 群馬女子短期大学附属高等学校 群馬 30 ㎝反射赤道儀

11月 個人 京都 30 ㎝反射赤道儀
都留文科大学 山梨 30 ㎝反射赤道儀

12月 津島市立津島東小学校 愛知 20 ㎝反射赤道儀
昭和58年（1983） 2月 岐阜大学 岐阜 20 ㎝反射赤道儀

6月 県立前橋西高等学校 群馬 30 ㎝反射赤道儀
9月 大川山荘 香川 25 ㎝反射赤道儀

納入年 納入先名 県名 機種
昭和58年（1983） 9月 私立花咲徳栄高等学校 埼玉 20 ㎝屈折赤道儀

11月 秋野病院天文台 山形 30 ㎝反射赤道儀
個人 群馬 25 ㎝反射赤道儀

12月 個人 三重 25 ㎝反射赤道儀
昭和59年（1984） ？　 國學院大學附属栃木高等学校 栃木 40 ㎝反射赤道儀

5月 県立高崎東高等学校 群馬 15 ㎝屈折赤道儀
10月 私立灘高等学校 兵庫 30 ㎝反射赤道儀

昭和60年（1985） ？　 個人 兵庫 40 ㎝反射赤道儀
昭和61年（1986） ？　 北京師範大学 中国 40 ㎝反射赤道儀

2月 三野町立三野中学校 香川 15 ㎝屈折赤道儀
3月 府立丹波自然運動公園天文台 京都 50 ㎝反射赤道儀
5月 岩倉市希望の家 愛知 15 ㎝屈折赤道儀
6月 西条市子どもの国科学館 愛媛 20 ㎝屈折赤道儀
9月 草津バーデンメモリアル 群馬 50 ㎝反射赤道儀

11月 個人 京都 25 ㎝反射赤道儀
伊勢崎市立伊勢崎東高等学校 群馬 30 ㎝反射赤道儀

12月 浅科村立浅科中学校 長野 15 ㎝屈折赤道儀
県立諏訪清陵高等学校 長野 25 ㎝反射赤道儀
成羽町ふるさと村天文台 岡山 25 ㎝反射赤道儀

昭和62年（1987） 2月 津島市立津島北小学校 愛知 25 ㎝反射赤道儀
越谷市立児童館コスモス 埼玉 40 ㎝反射赤道儀
仙養ヶ原天文台 広島 30 ㎝反射赤道儀

3月 松阪市天文台 三重 45 ㎝反射赤道儀
熊野市少年自然の家 三重 45 ㎝反射赤道儀

8月 ダイニック天究館 滋賀 60 ㎝反射赤道儀
？　 日本電気株式会社 東京 100 ㎝レーザー望遠鏡
？　 国立気象研究所 茨城 80 ㎝レーザー望遠鏡

昭和63年（1988） 5月 岐阜市科学館 岐阜 50 ㎝反射赤道儀
私立立命館中･高等学校 京都 30 ㎝反射赤道儀

6月 彦根市子どもセンター 滋賀 20 ㎝屈折赤道儀
7月 東員町総合文化センター 三重 20 ㎝屈折赤道儀

菖蒲町庁舎天文台 埼玉 40 ㎝反射赤道儀
10月 羽村市自然休暇村 山梨 50 ㎝反射赤道儀
12月 一戸観光天文台 岩手 50 ㎝反射赤道儀

平成元年（1989） 3月 相馬村立星のロマントピア 青森 40 ㎝反射赤道儀
大阪市立科学館 大阪 50 ㎝反射赤道儀

25 ㎝反射赤道儀
4月 高島町立ガリバー村天文台 滋賀 25 ㎝反射赤道儀
5月 阿南市立新野中学校 徳島 40 ㎝反射赤道儀
9月 個人 長野 10 ㎝屈折赤道儀

新島学園中・高等学校 群馬 40 ㎝反射赤道儀
10月 国立科学博物館 茨城 50 ㎝反射赤道儀

津具村ふれあいの里天文台 愛知 25 ㎝反射赤道儀
11月 国立フィリピン理数教員研修センター フィリピン 40 ㎝反射赤道儀

福井県自然保護センター 福井 80 ㎝反射赤道儀
平成2年（1990） 1月 津島市立神島田小学校 愛知 25 ㎝反射赤道儀

2月 県立春野山の村天文台 静岡 30 ㎝反射赤道儀
志賀町げんき村星の博物館 滋賀 20 ㎝屈折赤道儀
築穂町茜野外センター 福岡 25 ㎝反射赤道儀

3月 兵庫県立西はりま天文台 兵庫 60 ㎝反射赤道儀
50 ㎝太陽望遠鏡

4月 北九州市立香月児童館 福岡 20 ㎝反射赤道儀
6月 龍ヶ岳町「ミューイ天文台」 熊本 50 ㎝反射赤道儀

今津町椋川山の子学園天文台 滋賀 30 ㎝反射赤道儀
7月 大佐町「星空の館」天文台 岡山 40 ㎝反射赤道儀

私立岡崎城西高等学校 愛知 50 ㎝反射赤道儀
8月 久井町「宇根山天文台」 広島 60 ㎝反射赤道儀

11月 同志社岩倉高等学校 京都 30 ㎝反射赤道儀
12月 比内町立大葛小学校 秋田 15 ㎝屈折赤道儀

平成3年（1991） 5月 キャッスル真名井 石川 40 ㎝反射赤道儀
8月 私立甲南中・高等学校 兵庫 30 ㎝反射赤道儀
9月 茨城県総合教育センター 茨城 50 ㎝反射赤道儀

11月 道立函館中部高等学校 北海道 10 ㎝屈折赤道儀
平成4年（1992） 2月 山形村「ミラ・フード館」 長野 40 ㎝反射赤道儀

3月 京都大学附属飛騨天文台 岐阜 15 ㎝屈折赤道儀
岩手山銀河ステーション 岩手 50 ㎝反射赤道儀
日本大学八海山セミナーハウス 新潟 60 ㎝反射赤道儀

4月 倉敷科学センター 岡山 50 ㎝反射赤道儀
金沢大学教育学部 石川 50 ㎝反射赤道儀

5月 私立女子学院中・高等学校 東京 20 ㎝屈折赤道儀
6月 大阪府教育センター 大阪 50 ㎝反射赤道儀
9月 県立高原山少年自然の家 栃木 40 ㎝反射赤道儀

10月 上浦町立津井公園天海ドーム天文台 大分 30 ㎝反射赤道儀
平成5年（1993） 1月 京都市立花背山の家 京都 40 ㎝反射赤道儀

一本松町立一本松中学校 愛媛 30 ㎝反射赤道儀
2月 向日市天文館 京都 40 ㎝反射赤道儀
5月 沖縄県教育センター 沖縄 20 ㎝屈折赤道儀

石川県立中央児童会館 石川 太陽監視モニター
6月 南種子町立南種子中学校 鹿児島 20 ㎝屈折赤道儀
7月 清里村「星のふるさと館」 新潟 65 ㎝反射赤道儀
8月 堺市教育文化センター 大阪 60 ㎝反射赤道儀

平成6年（1994） 2月 波照間島「星空観測タワー」 沖縄 20 ㎝屈折赤道儀
11月 豊予海峡「関崎海星館」 大分 60 ㎝反射赤道儀

納入年 納入先名 県名 機種
平成7年（1995） 2月 八田村ふるさと天文館 山梨 50 ㎝反射赤道儀

6月 美里町立みさと天文台 和歌山 105 ㎝反射赤道儀
福栄村立福栄中学校 山口 15 ㎝屈折赤道儀

10月 相模原市立博物館 神奈川 40 ㎝反射赤道儀
12月 東北学院榴ヶ岡高等学校 宮城 40 ㎝反射赤道儀

平成8年（1996） 3月 長野県総合教育センター 長野 50 ㎝反射赤道儀
4月 徳島県立川北高等学校 徳島 15 ㎝屈折赤道儀
7月 個人 大阪 12.8 ㎝屈折赤道儀

平成9年（1997） 3月 香川県立五色台少年自然の家 香川 62 ㎝反射赤道儀
愛知教育大学 愛知 40 ㎝反射赤道儀

4月 明石市立天文科学館 兵庫 40 ㎝反射赤道儀
7月 青森県総合学校教育センター 青森 60 ㎝反射赤道儀
9月 明石市立天文科学館 兵庫 25 ㎝太陽クーデ

平成10年（1998） 3月 せんだい宇宙館 鹿児島 50 ㎝反射赤道儀
滋賀大学 滋賀 40 ㎝反射赤道儀

7月 成基学園草津校 滋賀 35 ㎝反射赤道儀
11月 那賀川町科学センター

（現：阿南市科学センター）
徳島 113 ㎝反射赤道儀

12月 福岡市立背振少年自然の家 福岡 25 ㎝屈折赤道儀
平成11年（1999） 3月 フォレストステーション波賀 兵庫 25 ㎝反射赤道儀

35 ㎝反射赤道儀
群馬県立ぐんま天文台 群馬 30 ㎝太陽クーデ

平成12年（2000） 3月 成基学園亀岡校 京都 35 ㎝反射赤道儀
9月 名古屋大学 南アフリカ 140 ㎝Cas経緯台

藤井学園中学・高等学校 香川 70 ㎝反射赤道儀
平成13年（2001） 8月 鹿児島大学 鹿児島 100 ㎝RC経緯台
平成14年（2002） 3月 島根県立三瓶自然館サヒメル 島根 60 ㎝反射赤道儀

智辯学園和歌山小学校 和歌山 40 ㎝反射赤道儀
広島県立因島高等学校 広島 30 ㎝反射赤道儀
猪名川天文台 兵庫 50 ㎝反射赤道儀
中川村銀河ドーム 長野 30 ㎝反射赤道儀

4月 通信総合研究所 茨城 赤道儀（架台のみ）
平成15年（2003） 1月 ハートピア安八 岐阜 70 ㎝反射赤道儀

2月 和泊小学校 鹿児島 25 ㎝屈折赤道儀
6月 京都大学飛騨天文台 岐阜 25 ㎝ 4連太陽磁場活動

　　 望遠鏡（SMART）
平成15年 7月 学校法人　安田女子大学 広島 40 ㎝反射赤道儀

12月 国立天文台 東京 70 ㎝ヘリオスタット
平成16年（2004） 1月 徳島県教育センター 徳島 20 ㎝屈折赤道儀

4月 かふか生涯学習館 滋賀 25 ㎝屈折赤道儀
9月 北京科学館 中国 30 ㎝太陽真空クーデ式

名古屋大学 NZ 180 ㎝反射経緯台
10月 内之浦銀河アリーナ 鹿児島 30 ㎝反射赤道儀

平成17年（2005） 3月 東北学院中学高等学校 宮城 30 ㎝反射赤道儀
平成18年（2006） 1月 国立天文台石垣島観測所 沖縄 105 ㎝RC経緯台

5月 広島大学 宇宙科学センター 
（改造・移設）

広島 150 ㎝RC経緯台

8月 膳所高等学校 滋賀 25 ㎝屈折赤道儀
9月 いいで天文台 山形 40 ㎝反射赤道儀

12月 千葉市こども科学館 千葉 30 ㎝反射赤道儀
平成19年（2007） 3月 国立科学博物館 東京 60 ㎝RC経緯台

南淡路休暇村 兵庫 40 ㎝反射赤道儀
6月 医療法人友紘会　彩都友紘会病院 大阪 60 ㎝反射赤道儀

平成20年（2008） 3月 芸西天文台 高知 70 ㎝Cas経緯台
4月 仙台市天文台 宮城 130 ㎝Cas経緯台

15 ㎝ 2連太陽望遠鏡
平成21年（2009） 3月 東京大学・天文学教育研究センター チリ 100 ㎝RC経緯台

12月 明星大学 東京 40 ㎝反射赤道儀
　　 （コンパクトタイプ）

京都産業大学 京都 130 ㎝RC経緯台
平成22年（2010） 3月 台湾中央大学 台湾 200 ㎝RC経緯台
平成23年（2011） 3月 北海道大学 北海道 160 ㎝RC経緯台

名古屋市立科学館 愛知 30 ㎝真空式太陽望遠鏡
　　 （経緯台）

平成24年（2012） 2月 独立行政法人情報通信研究機構 茨城 衛星追尾望遠鏡架台
平成25年（2013） ４月 個人 大阪 92 ㎝反射赤道儀

5月 桐朋学園中・高等学校 東京 40 ㎝反射赤道儀
（コンパクトタイプ）

12月 独立行政法人情報通信研究機構 東京 100 ㎝RC経緯台
平成26年（2014） 2月 独立行政法人情報通信研究機構

沖縄電磁波技術センター
沖縄 100 ㎝RC経緯台

独立行政法人情報通信研究機構
鹿島宇宙技術センター

茨城 100 ㎝RC経緯台

3月 愛知教育大学 愛知 60 ㎝RC経緯台
立命館大学 滋賀 60 ㎝反射赤道儀

平成26年（2014）12月 北京国家天文台 中国 赤道儀（架台のみ）
サウジアラビア　リヤド大学 サウジアラビア 太陽望遠鏡（赤道儀）

平成29年（2017） 1月 国立研究開発法人
宇宙航空研究開発機構（入笠山）

長野 60 ㎝RC経緯台

3月 八女市星の文化館 福岡 100 ㎝RC経緯台
11月 香港太空館 香港 太陽望遠鏡

平成30年（2018） 6月 熊本県民天文台 熊本 40 ㎝RC経緯台
11月 中国科学院国家天文台 中国 赤道儀（架台のみ）
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1　

山
本
一
清
と
中
村
要

年
代
：
昭
和
二（
一
九
二
七
）年
六
月
二
十
日

山
本
一
清
写
真
帖
「
ア
ル
バ
ム
」（
花
山
天
文
台
）

　

昭
和
二（
一
九
二
七
）年
六
月
二
十
日
、
京
都
帝
国
大
学
天
文
台（
以

下
、
京
大
天
文
台
）に
届
い
た
ク
ッ
ク
30
㎝
屈
折
望
遠
鏡
の
鏡
筒
を
前

に
、
左
か
ら
山
本
一
清
、
息
子
の
山
本
修
、
中
村
要
が
写
っ
て
い
る
。

2　

イ
ン
ガ
ル
ス（A

lbert G. Ingalls

）編
集

　
　
　
『A

m
ateur telescope m

aking

』

サ
イ
ズ
：
1‌

9‌

5
×
1‌

4‌

5

発　

行
：
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年

発
行
社
：Scientific A

m
erican Publishing Co.

神
山
天
文
台

　

A
・
イ
ン
ガ
ル
ス
が
エ
リ
ソ
ン
の
著
作
『T

he A
m

ateur's T
ele-

scope

』
の
著
作
発
行
権
を
得
て
、
そ
の
内
容
を
中
心
に
、
ア
メ
リ
カ
の

科
学
雑
誌
『Scientific A

m
erican

』
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
二
月

号
の
「M

irror M
aking for reflecting telescope

」
な
ど
、
そ
の
他

有
用
な
記
事
を
集
め
た
も
の
。
図
や
挿
絵
な
ど
も
多
く
、
初
心
者
に
も

わ
か
り
や
す
い
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
に
起

こ
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
の
反
射
望
遠
鏡
制
作
ブ
ー
ム
に
一
役
買
っ
た
で
あ

ろ
う
良
著
。（
中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
設
計
の
基
準
」、『
天
界
』
第

七
十
七
号
、
一
九
二
七
年
）

3　

中
村
要
「
理
想
的
な
天
體
反
射
望
遠
鏡
の
作
り
方
」

　
　
　
『
科
学
畫
報
』
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
七
月

サ
イ
ズ
：
不
明

発　

行
：
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
七
月

発
行
社
：
科
學
畫
報
社（
誠
文
堂
新
光
社
）

個
人
蔵

　

大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
七
月
に
『
科
学
畫
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
中

村
要
の
反
射
望
遠
鏡
製
作
に
つ
い
て
の
記
事
。

　
『
科
学
畫
報
』
は
科
学
的
記
事
を
掲
載
す
る
月
刊
雑
誌
で
、
対
象
読

者
は
旧
制
の
中
学
生（
12
～
17
歳
）以
上
で
あ
る
。
天
文
記
事
が
豊
富

で
記
事
の
執
筆
者
は
専
門
の
学
者
と
分
野
の
著
名
人
で
固
め
ら
れ
て

い
た
。
写
真
や
話
題
も
豊
富
で
あ
り
、
読
者
に
興
味
を
持
た
せ
、
さ
ら

に
趣
味
と
し
て
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
お
い
て
非
常
に
強
力
な
ツ
ー
ル
で

あ
っ
た
。（「
黎
明
期
日
本
天
文
史
研
究
会
収
録
」
国
立
科
学
博
物
館
、

二
〇
一
三
年
）

4　

ハ
ス
ラ
ッ
ク（Paul N

. H
asluck

）著

　
　
　
『Glass W

orking by heat and by abrasion

』

サ
イ
ズ
：
1‌

7‌

0
×
1‌

1‌

0

発　

行
：
明
治
三
十
二（
一
八
九
九
）年

発
行
社
：Cassell and Com

pany

神
山
天
文
台

　

英
米
の
望
遠
鏡
製
作
者
の
参
考
と
な
っ
た
良
著
。
Ｒ
・
ポ
ー
タ
ー
及

び
山
崎
正
光
の
著
作
『
素
人
に
で
き
る
天
体
望
遠
鏡
の
作
り
方
』
も
こ

の
本
の
系
統
で
あ
る
。（
中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
設
計
の
基
準
」、『
天

界
』
第
七
十
七
号
、
一
九
二
七
年
）

5　

エ
リ
ソ
ン（W

m
. F.A

.Ellison

）著

　
　
　
『T

he A
m

ateur's T
elescope

』

サ
イ
ズ
：
1‌

9‌

0
×
1‌

3‌

0

発　

行
：
大
正
九（
一
九
二
〇
）年

発
行
社
：
自
費
出
版

神
山
天
文
台

　

大
正
七（
一
九
一
八
）年
の
『English M

echance

』
誌
上
に
連
載
さ

れ
、
以
後
エ
リ
ソ
ン
の
個
人
出
版
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
Ｅ
・
Ｍ
社
に

よ
り
発
行
さ
れ
た
。
中
村
要
に
よ
る
と
、「
鏡
面
製
作
の
進
歩
し
た
方

法
を
書
い
た
も
の
で
鏡
面
製
作
の
み
な
ら
ず
、
実
際
的
な
天
体
用
対
物

レ
ン
ズ
の
製
作
法
は
他
に
な
い
」。
昭
和
二（
一
九
二
七
）年
に
改
編
さ

れ
て
い
る
。（
中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
設
計
の
基
準
」、『
天
界
』
第

七
十
七
号
、
一
九
二
七
年
）

6　

エ
リ
ソ
ン
16
㎝
反
射
望
遠
鏡

製
作
年

　

鏡
：
大
正
十
二（
一
九
二
三
）年
九
月

　

鏡
筒
・
架
台
：
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年

　

三
脚
：
平
成
二
十
七（
二
〇
一
五
）年

山
本
天
文
台
資
料（
花
山
天
文
台
）

　

大
正
十
二（
一
九
二
三
）年
九
月
に
、
神
戸 

大
坪
商
会
の
大
坪
氏
と

共
に
中
村
が
エ
リ
ソ
ン
へ
直
接
注
文
を
行
っ
た
反
射
鏡
を
マ
ウ
ン
チ
ン

グ
し
た
反
射
望
遠
鏡
。
大
正
十
四（
一
九
二
五
）年
に
エ
リ
ソ
ン
鏡
用
に

中
村
自
身
が
製
作
し
た
木
製
の
鏡
筒
と
架
台
の
写
真
が
山
本
天
文
台
資

料
に
残
っ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
鏡
筒
と
架
台
の
一
部
は
、
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）年
に
西
村
製
作
所
が
第
六
号
機
と
し
て
製
作
し
た
も
の
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
三
脚
部
分
は
、
平
成
二
十
七（
二
〇
一
五
）年

に
当
時
、
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
助
教
で
あ
っ
た
冨
田
良
雄
先

図
版
解
説

企
画
展

『
西
村
製
作
所
と
中
村
要
　
反
射
望
遠
鏡
に
か
け
た
夢
』

生
主
導
の
元
、
エ
リ
ソ
ン
鏡
で
観
望
会
を
行
っ
た
際
に
製
作
さ
れ
た
も

の
。

7　

32
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡

製
作
年
代
：
不
明

口　
　

径
：
3‌

1‌

5
㎜

焦
点
距
離
：
2‌

4‌

9‌

0
㎜

厚　
　

さ
：
50
㎜

製　
作　
者
：
Ｇ
・
カ
ル
バ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
）

倉
敷
天
文
台

　

大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
に
開
設
し
た
倉
敷
天
文
台
に
導
入
さ
れ
た

反
射
望
遠
鏡
の
主
鏡
。
裏
面
に
「G.Calver108

」
と
サ
イ
ン
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
同
年
、
中
村
要
が
京
都
大
学
物
理
学
教
室
の
地
下
室
で
2

回
に
わ
た
っ
て
鏡
面
検
査
を
行
っ
て
お
り
、「
こ
れ
ほ
ど
整
形
の
完
全

な
鏡
は
他
に
知
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
鏡
面
の
見
事
さ
は
、

中
村
曰
く
「
人
類
の
作
り
得
る
最
善
の
も
の
」
で
あ
っ
た
。
中
村
は
他

に
も
数
枚
の
カ
ル
バ
ー
鏡
の
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
後
は
そ
れ
ま

で
の
自
身
の
反
射
鏡
製
作
の
方
針
を
変
え
て
、
手
本
と
す
る
ほ
ど
カ
ル

バ
ー
鏡
に
深
い
感
銘
を
受
け
て
い
る
。（
中
村
要
「
故
カ
ル
バ
ー
氏
の

追
憶
」、『
天
界
』
第
七
十
九
号
、
一
九
二
七
年
）

8　

カ
ル
バ
ー
32
㎝
反
射
望
遠
鏡

【
主
鏡
】
製
作
年
代
：
不
明

　
　
　
　

製　
作　
者
：
Ｇ
・
カ
ル
バ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
）

【
機
械
】
製
作
年
代
：
明
治
二
十
五（
一
八
九
二
）年

　
　
　
　

製　
作　
者
：
ホ
ル
ラ
ン
ド
会
社

倉
敷
天
文
台

　

大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
に
開
設
し
た
倉
敷
天
文
台
に
導
入
さ
れ
た

反
射
望
遠
鏡
。
天
文
同
好
会
支
部
所
在
地
各
所
に
民
衆
的
天
文
台
の
設

立
を
目
指
し
て
い
た
当
時
、
山
本
一
清
と
後
に
倉
敷
天
文
台
主
事
を
務

め
る
水
野
千
里
、
東
亜
天
文
学
会
岡
山
支
部
の
原
澄
治
を
中
心
に
、
大

正
十
四（
一
九
二
五
）年
に
天
文
台
設
立
委
員
が
立
ち
上
が
っ
た
。
山
本

か
ら
「
手
頃
な
反
射
望
遠
鏡
の
売
物
が
あ
る
」
と
連
絡
を
も
ら
っ
た
水

野
が
購
入
し
よ
う
と
す
る
も
資
金
の
関
係
で
諦
め
よ
う
と
し
た
矢
先
、

原
が
個
人
で
買
い
入
れ
、
天
文
同
好
会
に
寄
付
を
し
た
望
遠
鏡
で
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
へ
注
文
さ
れ
、
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
九
月
三
十
日

に
神
戸
港
に
到
着
後
、
倉
敷
へ
十
月
九
日
に
運
ば
れ
た
。
日
本
の
緯
度

に
合
わ
せ
て
機
械
部
分
を
西
村
製
作
所
が
修
正
し
、
天
文
台
へ
の
設
置

と
調
整
は
中
村
要
が
行
っ
た
。（
水
野
千
里
「
倉
敷
天
文
臺
」、『
天
界
』

第
一
〇
〇
号
、
一
九
二
九
年
）

　

図
録
の
写
真
は
資
料
番
号
21
、
西
村
ア
ル
バ
ム
最
古
編
よ
り
出
典
。

但
し
書
き
に
「
倉
敷
天
文
台
に
て
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

9　

反
射
鏡
を
手
に
持
つ
G
・
カ
ル
バ
ー

撮
影
年
代
：
不
明

入
手
年
代
：
昭
和
二（
一
九
二
七
）年

山
本
天
文
台
資
料（
花
山
天
文
台
）

　

昭
和
二（
一
九
二
七
）年
に
京
都
帝
国
大
学
宇
宙
物
理
学
教
室
の
33
㎝

カ
ル
バ
ー
鏡
と
倉
敷
天
文
台
の
32
㎝
カ
ル
バ
ー
鏡
を
検
査
し
た
中
村
要

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鏡
の
製
作
年
月
を
知
る
た
め
カ
ル
バ
ー
に
手
紙
で
問

い
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
、
鏡
面
整
形
の
参
考
に
す
る
た
め
16

㎝
鏡
と
、
山
本
一
清
の
た
め
に
カ
ル
バ
ー
自
身
の
肖
像
画
を
送
っ
て
も

ら
う
よ
う
に
依
頼
し
た
。
そ
し
て
送
ら
れ
て
き
た
の
が
こ
の
写
真
で
あ

る
。
カ
ル
バ
ー
の
顧
客
が
30
㎝
鏡
を
調
べ
る
様
子
を
映
し
た
い
と
希
望

し
た
こ
と
か
ら
撮
影
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

10　

カ
ル
バ
ー
46
㎝
反
射
望
遠
鏡

【
主
鏡
】
製
作
年
代
：
不
明

　
　
　
　

製　
作　
者
：
Ｇ
・
カ
ル
バ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
）

【
機
械
】
製
作
年
代
：
不
明

　
　
　
　

製　
作　
者
：
不
明

天
体
望
遠
鏡
博
物
館

　

昭
和
二（
一
九
二
七
）年
に
イ
ギ
リ
ス
の
月
面
観
測
者
の
権
威
、
Ｗ
・

グ
ッ
ド
エ
ー
カ
ー
か
ら
山
本
一
清
が
譲
り
受
け
、昭
和
十
三（
一
九
三
八
）

年
に
山
本
が
京
都
帝
国
大
学
を
退
官
す
る
ま
で
の
約
十
年
間
、
花
山
天

文
台
に
て
観
測
に
使
わ
れ
た
。
昭
和
二（
一
九
二
七
）年
に
、
中
村
要

が
主
鏡
の
カ
ル
バ
ー
鏡
お
よ
び
平
面
そ
の
他
の
光
学
部
分
品
に
つ
い
て

『
天
界
』
に
掲
載
し
て
お
り
、
も
と
も
と
写
真
用
に
使
用
す
る
の
を
主

目
的
と
し
て
購
入
し
た
た
め
、
中
村
が
写
真
用
に
改
装
を
行
っ
た
よ
う

で
あ
る（
中
村
要
「
山
本
博
士
の
46
㎝
カ
ル
ヴ
ァ
ー
鏡
」、『
天
界
』
第

八
十
二
号
、
一
九
二
七
年
）。

　

図
録
の
写
真
は
、
昭
和
二（
一
九
二
七
）年
に
花
山
天
文
台
に
設
置
し

た
際
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

11　

山
崎
正
光
著
『
素
人
に
で
き
る
天
体
望
遠
鏡
の
作
り
方
』

　
　
　

初
版
本

サ
イ
ズ
：
1‌

9‌

0
×
1‌

3‌

0

発　

行
：
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
九
月
一
日

発
行
社
：
科
学
画
報

神
山
天
文
台

　

ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
留
学
し
て
い
た
山
崎
正
光
が
、

渡
米
中
に
口
径
20
㎝
の
反
射
鏡
を
製
作
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
経
験
を

「
反
射
望
遠
鏡
の
製
造
法
」
と
題
し
、
大
正
十（
一
九
二
一
）年
の
天
文

月
報
八
月
号
か
ら
七
回
に
わ
た
り
連
載
を
し
た
。
そ
の
際
の
記
事
を
す

べ
て
訂
正
増
補
し
、
屈
折
望
遠
鏡
の
製
造
法
ま
で
加
え
て
発
行
し
た
の

が
、
こ
の
『
素
人
に
で
き
る
天
体
望
遠
鏡
の
作
り
方
』
で
あ
る
。

12　

山
崎
正
光
氏
、
自
作
の
愛
機
と
共
に

年
代
：
不
明

国
立
天
文
台
、
画
像
提
供
：
馬
場
幸
栄

　

山
崎
正
光
が
愛
機
と
共
に
映
る
写
真
。
人
間
文
化
研
究
機
構
の
馬
場

幸
栄
氏
が
国
立
天
文
台
で
見
つ
け
た
ガ
ラ
ス
乾
板
か
ら
復
元
し
た
も
の
。
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山
崎 

正
光　

明
治
十
九（
一
八
八
六
）～
昭
和
三
十
四（
一
九
五
九
）年
／

出
身
：
高
知
県
佐
川
町

　

十
九
歳
で
単
身
渡
米
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
天
文
学
を
修
め
た

の
ち
、
大
正
十（
一
九
二
一
）年
に
天
文
月
報
に
「
反
射
望
遠
鏡
の
製
造

法
」
を
連
載
し
、
そ
の
後
、
資
料
番
号
11
を
出
版
し
た
。
帰
国
後
、
山

崎
は
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
講
師
の
の
ち
、
岩
手
の
水
沢
緯
度
計
測
所

に
勤
め
て
お
り
、
京
大
天
文
台
助
手
を
務
め
て
い
た
中
村
要
と
も
交
流

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
山
崎
が
水
沢
緯
度
観
測
所
に
移
っ
た
後
も
、

中
村
が
山
崎
を
訪
問
し
た
記
事（「
水
澤
だ
よ
り
」、『
天
界
』
第
七
十
八

号
、
一
九
二
七
年
）や
、
山
崎
の
著
作
『
素
人
に
で
き
る
天
体
望
遠
鏡

の
作
り
方
』
の
改
訂
版
に
は
、
改
訂
に
際
し
中
村
か
ら
助
言
が
あ
っ
た

こ
と
が
、
謝
辞
に
記
さ
れ
て
い
る
。

13　

中
村
要
著
『
反
射
屈
折
天
体
望
遠
鏡
作
り
方
観
測
手
引
』

　
　
　

初
版
本

サ
イ
ズ
：
1‌

9‌

0
×
1‌

3‌

0

発　

行
：
昭
和
四（
一
九
二
九
）年
八
月
三
日

発
行
社
：
新
光
社

神
山
天
文
台

　

単
眼
鏡
か
ら
対
物
レ
ン
ズ
の
製
作
方
法
ま
で
幅
広
く
集
め
た
と
い
う

中
村
要
三
冊
目
の
著
書
。
三
編
＋
附
録
と
い
う
構
成
で
、
第
一
編
は
中

村
が
昭
和
三（
一
九
二
八
）年
の
科
学
画
報
に
書
い
た
「
反
射
望
遠
鏡
の

作
り
方
」
を
元
に
編
集
し
た
「
反
射
望
遠
鏡
」、
第
二
編
は
屈
折
望
遠

鏡
に
関
す
る
内
容
を
初
歩
か
ら
や
や
専
門
的
な
と
こ
ろ
ま
で
を
ま
と
め

た
「
屈
折
望
遠
鏡
」、
第
三
編
及
び
附
録
は
望
遠
鏡
を
持
っ
て
い
る
人
々

の
為
に
、
天
文
同
好
会
の
観
測
部
に
も
執
筆
を
依
頼
し
た
と
い
う
「
観

測
の
手
引
き
」
と
な
っ
て
い
る
。
中
村
は
、
こ
の
本
に
つ
い
て
「
ほ
ぼ

中
学
上
級
程
度
を
標
準
と
し
て
で
き
る
限
り
平
易
に
実
践
的
に
な
る
様

に
勉
め
た
。」
と
残
し
て
い
る
。

14　

中
村
要
、
自
作
の
反
射
望
遠
鏡
と
共
に

年
代
：
不
明

山
本
一
清
写
真
帖
「
中
村
要
紀
念
」
よ
り

花
山
天
文
台

　

宇
宙
物
理
学
教
室
の
屋
上
に
て
撮
影
し
た
中
村
要
の
写
真
。
彼
の
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
あ
っ
た
と
い
う
研
磨
作
業
用
の
白
衣
を
着
て
い
る
。

中
村 

要　

明
治
三
十
七（
一
九
〇
四
）～
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
／
出

身
：
滋
賀
県
大
津
市

　

十
八
歳
で
京
都
帝
国
大
学
宇
宙
物
理
学
教
室
の
無
給
助
手
と
な
っ
た

中
村
は
、
火
星
や
彗
星
、
変
光
星
の
観
測
な
ど
多
く
の
業
績
を
残
し

た
。
特
に
そ
の
名
を
今
に
残
し
て
い
る
の
が
、
彼
が
製
作
し
た
「
中
村

鏡
」
と
呼
ば
れ
る
反
射
望
遠
鏡
に
使
用
さ
れ
る
反
射
鏡
で
あ
る
。
ア
マ

チ
ュ
ア
天
文
家
へ
の
反
射
望
遠
鏡
の
普
及
を
目
指
し
、
西
村
製
作
所
と

共
に
反
射
望
遠
鏡
の
製
作
・
販
売
を
行
っ
た
。
活
動
期
間
は
大
正
十
四

（
一
九
二
五
）年
～
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
の
わ
ず
か
七
年
と
い
う
短
い

間
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
が
中
村
の
手
に
よ
っ
て

自
分
だ
け
の
反
射
望
遠
鏡
を
手
に
入
れ
、
彼
の
死
後
も
多
く
の
功
績
を

残
し
た
。

15　

山
本
一
清
編
集
『
図
説
天
文
講
座
』

サ
イ
ズ
：
2‌

3‌

0
×
1‌

5‌

5

発　

行
：
昭
和
十
二（
一
九
三
七
）年

発
行
社
：
恒
星
閣
・
恒
星
社

神
山
天
文
台

　

山
本
一
清
編
集
の
全
八
巻
か
ら
な
る
大
作
で
、
京
都
帝
国
大
学
宇
宙

物
理
学
教
室
、
そ
し
て
花
山
天
文
台
に
列
席
す
る
面
々
た
る
顔
ぶ
れ
の

天
文
学
の
講
座
を
集
め
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。

16　

カ
ル
バ
ー
33
㎝
反
射
望
遠
鏡
と
山
本
一
清

年
代
：
不
明

山
本
一
清
写
真
帖
「
天
文
教
室
」
よ
り

花
山
天
文
台

　

新
築
さ
れ
た
京
大
天
文
台
に
カ
ル
バ
ー
33
㎝
反
射
望
遠
鏡
が
設
置
さ

れ
た
際
の
写
真
。

山
本 

一
清　

明
治
二
十
二（
一
八
八
九
）年
～
昭
和
三
十
四（
一
九
五
九
）

年
／
出
身
：
滋
賀
県
大
津
市

　

大
正
七（
一
九
一
八
）年
、
京
都
大
学
助
教
授
に
任
じ
ら
れ
「
東
亜

天
文
学
会
」
を
結
成
し
、
月
刊
誌
『
天
界
』
を
創
刊
し
た
。
大
正
十
一

（
一
九
二
二
）年
九
月
に
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
大
正
十
四（
一
九
二
五
）年
に
帰
国
。
同
年
四
月

に
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
教
授
、
昭
和
四（
一
九
二
九
）年
に
は
花
山
天

文
台
の
初
代
台
長
と
な
る
。
山
本
は
早
く
か
ら
天
文
学
の
普
及
と
ア
マ

チ
ュ
ア
天
文
家
の
育
成
に
努
め
て
お
り
、
彼
の
研
究
の
特
色
も
、
全
国

的
な
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
と
の
連
携
し
た
観
測
に
あ
る
。
京
大
退
官
後

は
、
私
費
で
山
本
天
文
台
を
創
設
し
た
。

《
第
二
章　

京
都
、
国
産
反
射
望
遠
鏡
の
夜
明
け

西
村
製
作
所
と
中
村
要
の
協
働
》

17　

W
.W

A
T

O
SO

N
&

SO
N

S,LT
D

.

の
カ
タ
ロ
グ

　
　
　
（
中
村
要
と
西
村
新
一
郎
の
サ
イ
ン
入
り
）

サ
イ
ズ
：
2‌

2‌

0
×
1‌

5‌

0

製
作
年
：
不
明

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

中
村
要
と
西
村
新
一
郎
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
るW

.W
A

T
O

SO
N

 

&
SO

N
S,LT

D
.

の
カ
タ
ロ
グ
。

　

W
.W

A
T

O
SO

N
&

SO
N

S,LT
D

.

は
ロ
ン
ド
ン
の
光
学
機
器
メ
ー

カ
ー
で
、
こ
の
カ
タ
ロ
グ
の
製
作
年
代
は
不
明
だ
が
、
中
村
が
反
射
鏡

製
作
を
一
旦
中
止
し
、
研
磨
技
術
・
望
遠
鏡
製
作
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ

て
い
た
大
正
十（
一
九
二
一
）～
十
一（
一
九
二
二
）年
頃
、
も
し
く
は

西
村
製
作
所
と
協
働
製
作
を
始
め
た
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
頃
に

入
手
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
中
村
は
鏡
だ
け
で
は
な
く

機
械
部
分
の
設
計
も
行
っ
て
い
た
た
め
、
海
外
の
大
手
光
学
機
器
メ
ー

カ
ー
の
製
品
を
研
究
し
、
国
産
反
射
望
遠
鏡
製
作
へ
の
参
考
に
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

18　

中
村
鏡（
Ｎ
Ｋ
Ｍ
7
）

口　
　

径
：
1‌

5‌

0
㎜

焦
点
距
離
：
1‌

4‌

1‌

0
㎜

製　
作　
年
：
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年

購　
入　
者
：
津
田
雅
之

多
賀
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館

　

中
村
要
が
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
に
製
作
し
た
七
枚
目
の
反
射

鏡
。
東
亜
天
文
学
会
会
員
の
津
田
雅
之
が
購
入
し
た
。

19　

津
田
雅
之
所
有
Ｎ
Ｋ
Ｍ
7
搭
載
反
射
望
遠
鏡

山
本
一
清
写
真
帖
「
中
村
要
紀
念
」
よ
り

花
山
天
文
台

　

中
村
鏡
№
7（
資
料
番
号
18
）を
使
用
し
た
津
田
雅
之
の
反
射
望
遠
鏡

の
写
真
。

　

製
作
日
は
、
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
十
一
月
一
日

20　

中
村
鏡（
Ｎ
Ｋ
Ｍ
2‌

0‌

3
）

口　
　

径
：
1‌

3‌

0
㎜

焦
点
距
離
：
8‌

2‌

0
㎜

製　
作　
年
：
昭
和
六（
一
九
三
一
）年

購　
入　
者
：
―

西
村
製
作
所

　

中
村
要
が
昭
和
六（
一
九
三
一
）年
に
製
作
し
た
二
〇
三
枚
目
の
反
射

鏡
。
中
村
は
製
作
し
た
反
射
鏡
の
裏
に
自
身
の
マ
ー
ク
と
し
て
、
家
紋

の
柏
に
松（
お
そ
ら
く
松
葉
柏
）か
ら
着
想
を
得
た
三
つ
葉
の
よ
う
な

印
を
残
し
て
い
る
。
昭
和
六（
一
九
三
一
）年
に
、
こ
の
従
来
の
マ
ー

ク
に
年
号
を
加
え
た
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
し
た
も
の
の
、
書
き
に

く
か
っ
た
と
し
て
同
年
七
月
に
は
元
に
戻
し
て
い
る
。
こ
の
Ｎ
Ｋ
Ｍ

2‌

0‌

3
に
は
、
お
よ
そ
七
か
月
間
の
み
使
わ
れ
た
年
号
入
り
の
松
葉
柏

の
マ
ー
ク
が
使
わ
れ
て
い
る
。

21　

西
村
ア
ル
バ
ム
最
古
編

製
作
年
：
不
明

サ
イ
ズ
：
2‌

9‌

7
×
2‌

0‌

0

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

西
村
製
作
所
の
創
業
期
か
ら
昭
和
二
十
六（
一
九
五
一
）年
ま
で
の
も

の
を
ま
と
め
た
製
品
写
真
集
。

　

そ
の
う
ち
、
中
村
要
と
協
働
期
に
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
西
村

製
作
所
の
望
遠
鏡
の
頁
。

21-

1
：
①
彦
根
観
測
所
、②
ヤ
ー
キ
ス
天
文
台
、③
花
山
天
文
台
の
ク
ッ

ク
製
30
㎝
屈
折
望
遠
鏡
が
写
る
。
③
ク
ッ
ク
製
30
㎝
屈
折
望
遠
鏡
と
共

に
写
っ
て
い
る
の
は
左
か
ら
上
田
穣
、
山
本
一
清
、
中
村
要
。

21-

2
：
①
射
場
観
測
所
、
②
30
㎝
反
射
赤
道
儀（
木
辺
観
測
所
納
品
）、

③
15
㎝
屈
折
赤
道
儀（
松
山
高
等
学
校
納
品
）、
④
～
⑥
15
㎝
屈
折
赤
道

儀（
改
發
香
塢
納
品
）が
写
る
。

②
30
㎝
反
射
赤
道
儀
と
写
っ
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
伊
達
英
太
郎
。
ま

た
右
頁
の
改
發
香
塢
に
納
品
し
た
15
㎝
屈
折
赤
道
儀
の
写
真
に
は
、
④

西
村
繁
次
郎（
手
前
）、
⑤
改
發
香
塢
、
⑥
中
村
要
が
写
る
。

21-

3
：
①
反
射
望
遠
鏡
、
②
10
㎝
屈
折
望
遠
鏡
、
③
～
④
西
村
製
の

望
遠
鏡
を
使
用
し
た
観
望
会
の
様
子

①
・
②
の
写
真
に
写
る
額
の
中
に
は
、
21-

1
の
③
と
同
じ
写
真
や
、

中
村
と
西
村
製
作
所
が
協
働
し
て
製
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
各
望
遠
鏡

の
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

21-

4
：
①
15
㎝
反
射
望
遠
鏡
第
一
号
機（
大
正
十
五
年
九
月
完
成
）。

22　

15
㎝
反
射
望
遠
鏡

【
鏡
】

中
村
鏡（
Ｎ
Ｋ
Ｍ
27
）

製　
作　
者
：
中
村
要

口　
　

径
：
1‌

5‌

2
㎜

焦
点
距
離
：
1‌

2‌

3‌

0
㎜

製　
作　
年
：
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年

購
入
者
：
廣
野
熊
次
郎

【
鏡
筒
・
架
台
・
三
脚
】

架
台
形
式
：
経
緯
台

製　
作　
者
：
西
村
製
作
所

製　
作　
年
：
昭
和
二（
一
九
二
七
）年

大
阪
市
立
科
学
館

　

中
村
要
が
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
に
製
作
し
た
二
十
七
枚
目
の
反

射
鏡（
N‌

K‌

M‌

27
）を
搭
載
し
て
い
る
反
射
望
遠
鏡
。
鏡
の
裏
に
は
購
入

者
で
あ
る
東
亜
天
文
学
会
大
阪
支
部
の
廣
野
熊
次
郎
の
名
が
鉛
筆
で
書

か
れ
て
い
た
。
機
械
部
分
は
す
べ
て
西
村
製
作
所
が
製
作
し
て
い
る
。

（21-2）

（21-4）

① ④

⑤

⑥

③

①

②

（21-1）

（21-3）

①

②

③
②①

④

⑤

③
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今
回
の
調
査
で
確
認
し
た
中
村
と
西
村
製
作
所
の
協
働
で
製
作
さ
れ
た

こ
と
が
確
定
で
き
る
望
遠
鏡
の
中
で
は
、
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

経
緯
台
と
赤
道
儀

　

星
は
地
球
の
自
転
に
伴
っ
て
常
に
動
い
て
見
え
る（
日
周
運
動
）。
地

球
と
共
に
自
転
し
て
動
い
て
い
る
天
体
望
遠
鏡
で
、
あ
る
星
を
観
測
し

続
け
る
に
は
、
星
の
見
か
け
の
動
き
に
合
わ
せ
て
こ
ま
め
に
鏡
筒
の
向

き
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
機
能
が
天
体
望
遠
鏡
の
架

台
部
分
で
あ
り
、
主
に
経
緯
台
式
と
赤
道
儀
式
が
あ
る
。
経
緯
台
は
、

鏡
筒
の
向
き
を
上
下
方
向
に
動
か
す
軸
と
水
平
方
向
に
動
か
す
軸
の
二

つ
を
操
作
し
て
星
を
追
う
型
式
で
あ
る
。
一
方
、
赤
道
儀
は
星
の
日
周

運
動
と
同
じ
よ
う
に
弧
を
描
く
よ
う
に
動
か
せ
る
た
め
、
一
つ
の
軸
ま

わ
り
の
操
作
だ
け
で
観
測
す
る
星
が
視
界
に
入
り
続
け
る
よ
う
に
鏡
筒

の
向
き
を
調
節
で
き
る
。

23　

鏡
筒
の
銘
板

　

資
料
番
号
22
の
15
㎝
反
射
望
遠
鏡
の
鏡
筒
に
使
用
さ
れ
て
い
る
銘
板
。

23-

1　

　

表
記
内
容
「1927　

N
O

.16　

N
A

K
A

M
U

RA

　

K
Y

O
T

O

」

一
九
二
七
は
製
作
年
を
示
す
。
№
16
は
望
遠
鏡
の
セ
ル
に
掘
ら
れ
た
番

号
と
一
致
し
て
い
る
が
、
何
を
示
す
番
号
な
の
か
不
明
で
あ
る
。

23-

2

　

表
記
内
容
「GH

EM
ICA

L.PH
Y

SICA
L&

M
ED

ICA
L IN

ST
RU

-

M
E

N
T

/T
R

A
D

E
 M

A
R

K
 N

S/N
ISH

IM
U

R
A

 F
A

C
T

O
R

Y
/

Y
O

SH
ID

A
.K

Y
O

T
O

.JA
PA

N

」

　

鏡
筒
や
架
台
な
ど
、
反
射
鏡
以
外
の
機
械
部
分
に
関
す
る
西
村
製
作

所
の
銘
板
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

資
料
番
号
6
の
16
㎝
エ
リ
ソ
ン
鏡
反
射
望
遠
鏡
に
も
同
じ
銘
板
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

24　

15
㎝
反
射
望
遠
鏡
各
部
品

　

資
料
番
号
22
の
15
㎝
反
射
望
遠
鏡
と
と
も
に
大
阪
市
立
科
学
館
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。

24-

1
：
ア
イ
ピ
ー
ス　

七
個
お
よ
び
ケ
ー
ス

24-

2
：
太
陽
投
影
板

25　

中
村
鏡（
Ｎ
Ｋ
Ｍ
27
）

口　
　

径
：
1‌

5‌

2
㎜

焦
点
距
離
：
1‌

2‌

3‌

0
㎜

製　
作　
年
：
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
十
二
月
、

　
　
　
　
　

昭
和
二（
一
九
二
七
）年
に
再
研
磨

購　
入　
者
：
廣
野
熊
次
郎

26　

西
村
新
一
郎
名
義
の
請
求
書
・
領
収
書

サ
イ
ズ
：
2‌

9‌

7
×
2‌

1‌

0

製
作
年
：
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
七
月

山
本
天
文
台
資
料（
花
山
天
文
台
）

　

花
山
天
文
台
が
管
理
す
る
山
本
天
文
台
資
料
の
う
ち
、
中
村
要
と

R
・
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
の
書
簡
が
ま
と
め
ら
れ
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ

ク
に
張
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
七
月
二
十
二

日
付
、
西
村
新
一
郎
名
義
の
「
5
吋イ

ン
チ

反
射
望
遠
鏡
」
の
請
求
書
と
領
収

書
で
あ
る
。
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
五
月
に
、
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
が

自
身
の
太
陽
観
測
用
の
望
遠
鏡
に
付
属
す
る
た
め
の
5
吋（
12
㎝
）反
射

望
遠
鏡
を
中
村
に
依
頼
し
て
お
り
、
そ
の
後
中
村
が
「
七
月
に
完
成
す

る
」
と
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
手
紙
で
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
際

に
発
行
さ
れ
た
書
類
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
領
収
書
の
宛
名
は
「
京
大
天

文
台　

中
村
」
と
な
っ
て
お
り
、
西
村
製
作
所
か
ら
機
械
部
分
を
中
村

が
一
度
購
入
し
、
そ
の
後
自
身
の
鏡
の
金
額
も
併
せ
て
ス
コ
フ
ィ
ー
ル

ド
へ
請
求
す
る
、
と
い
う
方
法
で
支
払
い
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
今
回
の
調
査
で
確
認
し
た
反
射
望
遠
鏡
製
作
関
連
の
資
料
の
中
で

は
、「
京
大
天
文
台 

中
村
要
」
と
「
西
村
新
一
郎
」
の
名
前
が
同
じ
書

類
に
記
入
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
協
働
を
示
す
最

も
古
い
資
料
と
な
る
。

27　

中
村
要
指
導
ニ
ュ
ー
ト
ン
式
反
射
望
遠
鏡
設
計
図

サ
イ
ズ
：
4‌

6‌

0
×
4‌

6‌

0

製
作
年
：
不
明

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

西
村
製
作
所
関
係
資
料
よ
り
、「
中
村
要
氏
指
導
」
と
記
載
さ
れ
た

ニ
ュ
ー
ト
ン
式
反
射
望
遠
鏡
の
設
計
図
で
あ
る
。
西
村
製
作
所
と
協
働

す
る
に
あ
た
り
、
機
械
部
分
の
設
計
は
中
村
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
。

28　

西
村
製
作
所
カ
タ
ロ
グ
第
六
版

サ
イ
ズ
：
2‌

5‌

7
×
1‌

8‌

2

製
作
年
：
昭
和
六（
一
九
三
一
）年

伊
達
英
太
郎
氏
関
係
資
料（
個
人
蔵
）

　

昭
和
六（
一
九
三
一
）年
に
作
成
さ
れ
た
西
村
製
作
所
の
カ
タ
ロ
グ
第

六
版
で
あ
る
。
表
紙
に
は
「
京
都
帝
国
大
学
花
山
天
文
台
中
村
要
氏
指

導
」
と
記
載
さ
れ
、中
盤
の
反
射
望
遠
鏡
部
分
品
の
一
覧
の
中
で
は
「
製

品
は
京
大
天
文
台
諸
機
械
を
参
考
と
し
、
通
常
中
村
氏
が
指
導
せ
ら
れ

ま
す
。」
と
あ
る
。
反
射
望
遠
鏡
部
分
品
の
詳
細
説
明
の
項
に
は
、
凹

面
鏡
用
筒
に
つ
い
て
「
鐵
板
製
内
黒
ツ
ヤ
無
エ
ナ
メ
ル
外
草
色
エ
ナ
メ

ル
塗
リ
モ
ノ
」
と
あ
り
、
当
時
、
草
色
の
鏡
筒
を
製
作
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
が
、中
村
は
自
身
の
著
作
に
お
い
て
、「
色
は
な
ん
で
も
よ
い
」

と
述
べ
て
い
る
。
最
終
頁
に
は
、「
光
学
部
品
ハ
直
接
花
山
天
文
台
内

中
村
要
氏
宛
御
照
会
ノ
方
御
便
利
ニ
御
座
候
」
と
添
え
て
あ
り
、
実
際

に
中
村
の
も
と
に
は
、
西
村
製
作
所
宛
に
届
い
た
鏡（
光
学
部
品
）に
つ

い
て
、
注
文
者
か
ら
の
質
問
の
手
紙
が
残
っ
て
い
る（
山
本
天
文
台
資

料
）。

29　

京
都
西
村
製
作
所
前
に
て

撮
影
年
代
：
不
明

伊
達
英
太
郎
氏
関
係
資
料（
個
人
蔵
）

　

伊
達
英
太
郎
氏
関
係
資
料
の
う
ち
、A

ST
RO

N
O

M
ICA

L PH
O

-

T
O

GRA
PH

S 4th collection

よ
り
。

　

看
板
の
電
話
番
号
か
ら
、
川
端
通
荒
神
口
時
代
の
西
村
製
作
所
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
写
っ
て
い
る
人
物
は
、
右
か
ら
宇
野
良
雄
、
伊
達

英
太
郎
、
前
田
治
久
、
木
辺
成
麿
、
髙
井
博
典
。
全
員
京
星
会
の
顧
問

お
よ
び
幹
事
を
務
め
て
い
る
。
西
村
製
作
所
の
店
構
え
や
屋
号
の
提
灯

が
確
認
で
き
る
資
料
は
こ
の
写
真
の
み
で
、
当
時
の
製
作
所
の
姿
を
伝

え
る
貴
重
な
一
枚
で
あ
る
。

30　

西
村
新
一
郎

撮
影
年
代
：
不
明

伊
達
英
太
郎
氏
関
係
資
料（
個
人
蔵
）

　

伊
達
英
太
郎
氏
関
係
資
料
の
う
ち
、A

ST
RO

N
O

M
ICA

L PH
O

-

T
O

GRA
PH

S 3rd collection

よ
り
。
但
し
書
き
にM

r S.N
ishim

ura 

at m
y O

bservatory

と
あ
る
。

　

西
村
新
一
郎（
一
九
〇
七
～
一
九
三
六
？
）は
西
村
治
三
郎
の
長
男

で
あ
り
、
中
村
要
と
協
働
時
代
の
西
村
製
作
所
の
中
心
と
な
っ
て
い
た

人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
中
村
と
直
接
仕
事
上
の
や
り
取
り
を
行
っ
て
い

た
こ
と
が
、
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
村
の
死
後
、
昭
和

十
一（
一
九
三
六
）年
頃
ま
で
は
消
息
が
掴
め
て
い
る
が
そ
の
後
は
不
明

で
あ
る
。
早
く
に
病
死
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

31　

西
村
繁
次
郎

年
代
：
昭
和
十（
一
九
三
五
）年
四
月

西
村
製
作
書
関
係
資
料

　

西
村
製
作
所
関
係
資
料
よ
り
。
但
し
書
き
に
「
昭
和
十
年
四
月
、
京

都
帝
国
大
学
花
山
天
文
台
勤
務
、
ク
ッ
ク
30
㎝
望
遠
鏡
」
と
あ
る
。

　

西
村
繁
次
郎（
一
九
一
〇
～
一
九
九
二
）は
、
西
村
治
三
郎
の
次
男
。

中
村
要
と
の
協
働
時
代
か
ら
兄
・
新
一
郎
と
共
に
家
業
に
携
わ
り
、
太

平
洋
戦
争
を
乗
り
越
え
、
戦
後
の
日
本
高
度
成
長
期
の
中
で
も
、
常

に
中
心
と
な
っ
て
西
村
製
作
所
を
成
長
さ
せ
続
け
た
。
昭
和
三
十
八

（
一
九
六
三
）年
、
株
式
会
社
と
な
っ
た
西
村
製
作
所
の
初
代
社
長
と
な

る
。
機
械
製
作
の
関
係
で
創
立
当
時
か
ら
花
山
天
文
台
に
出
入
り
し
て

お
り
、
昭
和
九（
一
九
三
四
）年
に
自
ら
創
立
し
た
京
星
会
の
会
誌
『
京

星
』
に
は
「
星
と
レ
ン
ズ
に
日
を
送
る
幸
福
者
」
と
書
か
れ
て
い
る
ほ

ど
で
あ
る
。
ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
と
職
人
気
質
を
以
っ
て

「
自
分
の
目
で
星
像
を
見
て
満
足
し
た
も
の
し
か
納
品
し
な
い
」
と
い

う
信
念
の
も
と
、
仕
事
に
一
途
な
技
術
者
で
あ
っ
た
。（
中
井
善
寛
「
西

村
繁
次
郎
さ
ん
を
偲
ぶ
」、『
天
界
』
第
八
一
二
号
、
一
九
九
三
年
）

《
第
三
章　

西
村
製
作
所
の
躍
進
》

32　

日
食
観
測
用
カ
メ
ラ
に
登
る
西
村
新
一
郎
と
西
村
繁
次
郎

撮
影
年
代
：
昭
和
九（
一
九
三
四
）年

伊
達
英
太
郎
氏
関
係
資
料（
個
人
蔵
）

　

昭
和
九（
一
九
三
四
）年
に
製
作
し
た
、
日
食
観
測
に
用
い
た
京
都
帝

国
大
学
の
大
型
屈
折
望
遠
鏡
に
登
る
西
村
新
一
郎（
下
）と
西
村
繁
次
郎

（
上
）の
写
真
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
効
果
観
測
用
の
屈
折
望
遠
鏡
で
あ

る
こ
と
が
但
し
書
き
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
写
真
の
裏
面
に
は
「
昭
和

9
年
1
月
7
日
発
送
、
昭
和
9
年
6
月
2
日
再
組
立
撮
影
ス
、
上 

繁
次

郎
、
下 

新
一
郎　

日
食
用
望
遠
カ
メ
ラ
製
作
」（
原
文
ま
ゝ
）と
あ
り
、

昭
和
九（
一
九
三
四
）年
の
時
点
で
は
、
新
一
郎
と
繁
次
郎
が
共
に
望
遠

鏡
製
作
を
行
っ
て
お
り
、
京
都
帝
国
大
学
に
納
品
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

33　

宮
澤
堂た

か
し

と
西
村
繁
次
郎

撮
影
年
代
：
不
明

宮
澤
堂
氏
関
係
資
料（
個
人
蔵
）

　

恐
ら
く
戦
後
に
撮
影
さ
れ
た
、
西
村
繁
次
郎
と
宮
澤
堂
を
含
め
た
四

名
の
写
真
。
繁
次
郎
と
宮
澤
が
隣
り
合
っ
て
座
っ
て
い
る
。
繁
次
郎
と

宮
澤
が
共
に
う
つ
る
写
真
は
、
現
時
点
で
は
こ
の
一
枚
の
み
確
認
し
て

お
り
、
同
業
者
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
つ
つ
、
友
人
で
も
あ
っ
た
二
人
の

関
係
を
示
す
唯
一
の
写
真
で
あ
る
。

34　

西
村
製
作
所
カ
タ
ロ
グ
第
七
版

サ
イ
ズ
：
2‌

5‌

7
×
1‌

8‌

2

製
作
年
：
昭
和
七（
一
九
三
二
）年

伊
達
英
太
郎
氏
関
係
資
料（
個
人
蔵
）

　

昭
和
七（
一
九
三
二
）年
に
作
成
さ
れ
た
西
村
製
作
所
の
カ
タ
ロ
グ
第

七
版
で
あ
る
。
中
村
要
が
亡
く
な
っ
て
約
一
年
後
に
作
ら
れ
た
。
そ
の

た
め
「
中
村
要
氏
指
導
」
で
は
な
く
「
山
本
一
清
博
士
御
指
導
」
に
変

更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
六
版
と
同
じ
く
、
反
射
望
遠
鏡
部
分
品
の
詳

細
説
明
の
項
目
が
設
け
ら
れ
、
凹
面
鏡
用
筒
に
つ
い
て
は
「
鐡
板
製
内

黒
ツ
ヤ
無
エ
ナ
メ
ル
外
白
色
ラ
ツ
カ
吹
付
塗
リ
」
と
第
六
版
と
比
べ
て

色
の
変
更
が
見
ら
れ
る
。
中
村
の
死
後
、
鏡
な
ど
の
光
学
部
分
品
の
製

作
は
、
山
本
一
清
要
請
の
元
、
中
村
の
後
継
者
と
な
っ
た
木
辺
成
麿
が

引
き
継
い
だ
と
み
ら
れ
、「
光
学
部
品
は
木
邊
成
麿
氏
が
設
計
及
び
撰せ

ん

擇た
く

せ
ら
れ
、
最
も
重
要
な
る
凹
面
鏡
及
平
面
鏡
は
同
氏
の
製
作
に
よ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

35　

4
吋K‌aw

‌a‌s‌a‌n

設
計
集

サ
イ
ズ
：
2‌

9‌

7
×
2‌

3‌

0

製
作
年
：
昭
和
十
二（
一
九
三
七
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　
「
星
機
製
作
西
村
繁
次
郎
」
の
署
名
が
記
さ
れ
た
設
計
図
集
。
鏡
筒

や
架
台
を
中
心
に
手
書
き
の
設
計
図
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
4

吋（
10
㎝
）カ
セ
グ
レ
ン
望
遠
鏡
は
「
花
山
號
」
と
名
付
け
ら
れ
、
こ
の

時
期
、
西
村
製
作
所
か
ら
独
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
繁
次
郎
が
手
掛

け
た
、
メ
イ
ン
の
商
品
と
考
え
ら
れ
る
。
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36　

星
機
製
作
西
村
繁
次
郎
の
チ
ラ
シ

サ
イ
ズ
：
2‌

9‌

7
×
2‌

3‌

0

製
作
年
：
昭
和
十
二（
一
九
三
七
）年
～

　
　
　
　

昭
和
十
三（
一
九
三
八
）年
頃

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　
「
星
機
製
作 

西
村
繁
次
郎
」
の
カ
タ
ロ
グ
。
繁
次
郎
が
独
立
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
頃
、
彼
が
独
自
に
製
作
・
販
売
し
て
い
た
製
品
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
反
射
望
遠
鏡（
赤
道
儀
・
経
緯
台
）、
屈
折
望
遠
鏡
、

反
射
鏡（
平
面
鏡
付
）、
屈
折
対
物
鏡
、
天
体
用
接
眼
鏡
、
特
殊
品
付
属

品
が
確
認
で
き
、
一
通
り
の
も
の
は
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
経

緯
台
の
反
射
望
遠
鏡
に
は
「
花
山
號
」（
口
径
10
㎝
）と
「
東
山
號
」（
口

径
15
㎝
）と
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、「
花
山
號
」
に
関
し
て
は
設
計
図
が

残
っ
て
い
る
。

37　

花
山
號
の
設
計
図
の
う
ち
、
鏡
筒
軸（
西
村
繁
次
郎
押
印
）

サ
イ
ズ
：
2‌

9‌

7
×
2‌

3‌

0

製
作
年
：
昭
和
十
二（
一
九
三
七
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

資
料
番
号
35
の
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
閉
じ
ら
れ
て
い
た
設
計
図
の
う
ち

の
一
つ
。「
4
吋
カ
セ
グ
レ
ン
鏡
筒
軸
、
鎮
鍮
製
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

西
村
製
作
所
の
署
名
で
は
な
く
、「
理
化
学
機
器
製
作
所　

西
村
繁
次

郎
」
の
押
印
が
入
っ
て
い
る
。

38　

関
西
光
学
株
式
会
社（
関
西
光
学
研
究
所
）

　
　
　

設
立
趣
旨
書
案　

昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
八
月

サ
イ
ズ
：
2‌

9‌

7
×
2‌

3‌

0

製
作
年
：
昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
八
月

宮
澤
堂
氏
関
係
資
料（
個
人
蔵
）

　

西
村
製
作
所
と
ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機
を
共
同
開
発
し
た
宮
澤

堂た
か
しが

関
西
光
学
研
究
所
を
設
立
す
る
に
当
た
り
、
最
初
に
作
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
趣
旨
書
の
案
。
そ
こ
に
は
西
村
製
作
所
の
事
業
を
継
承
・

拡
大
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、
関
西
光
学
研
究
所
を
設
立
す
る
旨
が

書
か
れ
て
い
る
。

39　

工
場
復
活
許
可
願

サ
イ
ズ
：
2‌

3‌

0
×
1‌

5‌

0

製
作
年
：
昭
和
十
八（
一
九
四
三
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

昭
和
十
八（
一
九
四
三
）年
四
月
に
廃
止
し
た
吉
田
中
大
路
の
工
場

を
再
開
す
る
た
め
に
、
今
出
川
警
察
署
に
提
出
し
た
書
類
。
西
村
繁
次

郎
が
ノ
ク
ト
ビ
ジ
ョ
ン
の
設
計
を
依
頼
さ
れ
、
製
作
作
業
は
外
注
し
よ

う
と
し
た
も
の
の
、
軍
事
生
産
の
た
め
ど
こ
の
工
場
に
も
断
ら
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
や
、
軍
の
機
密
兵
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
計
者
の
繁
次

郎
が
自
分
で
製
作
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
旨
が
記
さ
れ
、
工
場
再
開

の
許
可
を
求
め
て
い
る
。

40　

ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機
設
計
図　

Ｃ
Ｇ
型

　
　
　

昭
和
十
四（
一
九
三
九
）年
十
二
月

サ
イ
ズ
：
1‌

2‌

0‌

0
×
4‌

2‌

0

製
作
年
：
昭
和
十
四（
一
九
三
九
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

西
村
製
作
所
と
宮
澤
堂
に
よ
り
設
計
さ
れ
た
ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写

真
機
最
初
期
の
、Ｃ
Ｇ
型
設
計
図
。
口
径
15
㎝
、焦
点
距
離
は
1‌

0‌

0
㎝
。

設
計
図
の
書
き
込
み
か
ら
、
こ
の
Ｃ
Ｇ
型
が
大
毎
新
聞
社
の
大
阪
支
部

と
東
京
支
部
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
後
、
改
良
さ
れ
た
Ｃ

Ｇ
2
型
が
登
場
す
る
。

41　

ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機
設
計
図

　
　
　

Ｃ
Ｇ
2
型
、
の
ち
に
Ｄ
型

　
　
　

昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
四
月

サ
イ
ズ
：
1‌

2‌

0‌

0
×
4‌

2‌

0

製
作
年
：
昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

資
料
番
号
40
の
改
良
版
と
考
え
ら
れ
る
、
Ｃ
Ｇ
2
型
ミ
ヤ
ニ
式
反
射

望
遠
写
真
機
の
設
計
図
。
最
終
的
に
Ｄ
型
と
鉛
筆
で
追
記
さ
れ
て
い
る
。

口
径
15
㎝
、
焦
点
距
離
1‌

0‌

0
㎝
。

　

昭
和
十
六（
一
九
四
一
）年
七
月
十
七
日
付
で
、
鉛
筆
で
「
木
辺
氏
設

計
」
と
い
う
光
路
図
の
メ
モ
が
残
さ
れ
て
お
り
、
Ｃ
Ｇ
2
型
か
ら
さ
ら

に
改
良
し
、
Ｄ
型
と
な
っ
た
際
の
も
の
の
可
能
性
が
あ
る
。

42　

ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機
設
計
図

　
　
　

Ｋ
Ｇ
型
、
の
ち
に
B
型

　
　
　

昭
和
十
四（
一
九
三
九
）年
七
月
、

　
　
　

そ
の
後
昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
二
月
に
改
良

サ
イ
ズ
：
1‌

0‌

0‌

0
×
4‌

2‌

0

製
作
年
：
昭
和
十
四（
一
九
三
九
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

資
料
番
号
40
と
同
時
に
作
ら
れ
た
活
動
用
の
ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写

真
機
の
設
計
図
。
口
径
10
㎝
、
焦
点
距
離
45
㎝
、
B
型
と
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
に
改
良
さ
れ
K
型
と
な
っ
て
い

る
。
ミ
ヤ
ニ
式
で
は
な
く
「
Ｎ
Ｋ
Ｍ
反
射
望
遠
写
真
機
」
と
さ
れ
、
ミ

ヤ
ニ
式
と
正
式
に
名
付
け
ら
れ
る
前
は
、
中
村
要
の
面
影
を
残
す
名
前

が
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宮
澤
堂
は
、
ミ
ヤ
ニ
式
に
使
用

す
る
反
射
鏡
を
製
作
す
る
際
に
、
中
村
の
研
磨
方
法
を
参
考
に
し
て
い

た
こ
と
が
宮
澤
の
光
学
ノ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。

43　

ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機
設
計
図　

Ｃ
型

　
　
　

昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
八
月

サ
イ
ズ
：
6‌

0‌

0
×
6‌

0‌

0

製
作
年
：
昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
八
月

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

口
径
10
㎝
、
焦
点
距
離
45
㎝
の
ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機
。
資
料

番
号
42
と
仕
様
は
殆
ど
同
じ
だ
が
、
こ
ち
ら
も
活
動
用
に
使
用
さ
れ
て

い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

44　

ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機

　
　
　
（
ミ
ヤ
ニ
式
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
よ
り
）

サ
イ
ズ
：
2‌

9‌

7
×
2‌

1‌

0

製
作
年
：
昭
和
十
六（
一
九
四
一
）年
頃

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機
で
撮
影
し
た
写
真
や
使
用
中
の
様
子
を

映
し
た
写
真
、
新
聞
記
事
な
ど
を
ま
と
め
た
「
ミ
ヤ
ニ
式
ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
ク
」
の
う
ち
の
一
ペ
ー
ジ
。
ミ
ヤ
ニ
式
の
全
体
像
や
使
用
方
法
が

わ
か
る
写
真
と
な
っ
て
い
る
。

45　

ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機

　
　
　
（
西
村
ア
ル
バ
ム
最
古
編
よ
り
）

製
作
年
：
不
明

資
料
番
号
21
よ
り

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

西
村
製
作
所
関
係
資
料
の
う
ち
、
西
村
ア
ル
バ
ム
最
古
編
よ
り
い
く

つ
か
の
種
類
の
ミ
ヤ
ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
「
映
画
用
」
と
さ
れ
る
も
の
や
、「
ミ
ヤ
ニ
式
№
1
」
と

但
し
書
き
が
残
る
写
真
も
確
認
し
て
い
る
。

46　

ノ
ク
ト
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
（
西
村
ア
ル
バ
ム
最
古
編
よ
り
）

製
作
年
：
昭
和
十
八（
一
九
四
三
）年
頃

資
料
番
号
21
よ
り

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

資
料
番
号
39
が
受
理
さ
れ
、
再
開
し
た
吉
田
中
大
路
の
工
場
で
製
作

し
た
「
の
号
兵
器
」
と
呼
ば
れ
る
ノ
ク
ト
ビ
ジ
ョ
ン
の
写
真
。
西
村
繁

次
郎
が
設
計
を
行
い
、
川
島
機
械
に
納
品
し
て
い
る
。「
の
号
兵
器
」

と
い
う
呼
称
は
、
当
時
日
本
軍
の
秘
匿
名
称
で
「
暗
視
装
置
」
を
指
す
。

《
第
四
章　

戦
後
の
国
内
反
射
望
遠
鏡
産
業
の
発
展
と西

村
製
作
所
》

47　

感
謝
状（
花
山
天
文
台
長 

上
田
穣
よ
り

西
村
製
作
所 

西
村
繁
次
郎
へ
）

サ
イ
ズ
：
2‌

0‌

0
×
2‌

6‌

0

製
作
年
：
昭
和
二
十
四（
一
九
四
九
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

昭
和
二
十
四（
一
九
四
九
）年
十
一
月
二
十
三
日
に
、
花
山
天
文
台
長

の
上
田
穣
か
ら
西
村
繁
次
郎
へ
送
ら
れ
た
、
望
遠
鏡
製
作
に
お
け
る
功

労
を
労
う
感
謝
状
。「
花
山
天
文
台
創
業
の
天
文
諸
機
械
の
製
作
に
は

殆
ど
君
の
手
を
煩
わ
さ
な
い
も
の
は
な
い
位
で
あ
り
」
と
い
う
文
章
か

ら
、
花
山
天
文
台
創
業
時
の
昭
和
四（
一
九
二
九
）年
頃
に
は
、
繁
次
郎

も
、
兄
・
新
一
郎
と
共
に
望
遠
鏡
を
は
じ
め
と
し
た
諸
機
械
の
製
作
に

関
与
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

48　

表
彰
状（
東
亜
天
文
学
会
会
長 

能
田
忠
亮
よ
り

西
村
繁
次
郎
へ
）

サ
イ
ズ
：
4‌

8‌

0
×
3‌

6‌

0

製
作
年
：
昭
和
五
十
六（
一
九
八
一
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

昭
和
五
十
六（
一
九
八
一
）年
八
月
二
十
八
日
に
東
亜
天
文
学
会
か
ら

「
東
亜
天
文
学
会
賞
」
を
贈
る
こ
と
を
示
す
表
彰
状
。
戦
後
の
西
村
製

作
所
お
よ
び
西
村
繁
次
郎
の
業
績
を
讃
え
て
お
り
、
日
本
で
の
天
文
学

の
普
及
や
望
遠
鏡
・
観
測
機
器
開
発
技
術
の
発
展
へ
の
貢
献
が
読
み
取

れ
る
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

49　

電
気
科
学
館
観
測
室
工
事
積
算
書

サ
イ
ズ
：
3‌

6‌

4
×
2‌
4‌
0

製
作
年
：
昭
和
二
十
六（
一
九
五
一
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

終
戦
か
ら
六
年
後
の
昭
和
二
十
六（
一
九
五
一
）年
に
行
っ
た
、
大
阪

電
気
科
学
館（
現
：
大
阪
市
立
科
学
館
）の
観
測
室
工
事
に
お
け
る
積
算

書
。
西
村
製
作
所
の
用
紙
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
望
遠
鏡
以
外
に
ミ
ヤ

ニ
式
反
射
望
遠
写
真
機
や
実
験
理
化
学
機
械
な
ど
が
製
造
科
目
に
含
ま

れ
て
い
る
。

50　

電
気
科
学
館
観
測
室
設
計
図

サ
イ
ズ
：
8‌

6‌

0
×
2‌

4‌

0

製
作
年
：
昭
和
二
十
六（
一
九
五
一
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

終
戦
か
ら
六
年
後
の
昭
和
二
十
六（
一
九
五
一
）年
に
行
っ
た
、
大
阪

電
気
科
学
館（
現
：
大
阪
市
立
科
学
館
）の
観
測
室
工
事
に
お
け
る
観
測

室
の
設
計
図
。

51　

星
野
カ
メ
ラ
設
計
図

サ
イ
ズ
：
8‌

3‌

0
×
5‌

9‌

4

製
作
年
：
昭
和
二
十
五（
一
九
五
〇
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

大
阪
電
気
科
学
館（
現
：
大
阪
市
立
科
学
館
）に
納
品
し
た
星
野
カ
メ

ラ
の
設
計
図
。

レ
ン
ズ
に
つ
い
て
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

Congo-A
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52　

星
野
カ
メ
ラ
使
用
風
景
写
真

　
　
　
（
西
村
ア
ル
バ
ム
最
古
編
よ
り
）

撮
影
年
代
：
昭
和
二
十
五（
一
九
五
〇
）年

　
　
　
　
　

五
月
三
十
日

資
料
番
号
21
よ
り

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

写
真
番
号
51
の
設
計
図
を
基
に
製
作
し
た
星
野
カ
メ
ラ
を
、
実
際
に

使
用
し
て
い
る
様
子
を
映
し
た
写
真
。
使
用
し
て
い
る
15
㎝
反
射
赤
道

儀
は
、
大
阪
市
立
科
学
館
が
所
蔵
す
る
木
辺
の
鏡
を
搭
載
し
た
15
㎝
反

射
望
遠
鏡
に
と
て
も
良
く
似
て
い
る
。

53　

41
㎝
反
射
望
遠
鏡
設
計
図

サ
イ
ズ
：
8‌

0‌

0
×
5‌

3‌

0

製
作
年
：
昭
和
二
十
八（
一
九
五
三
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

昭
和
二
十
八（
一
九
五
三
）年
に
仙
台
市
立
天
文
台
を
建
設
し
た
際
、

納
品
し
た
41
㎝
反
射
望
遠
鏡
の
設
計
図
。
製
作
時
の
鉛
筆
書
き
の
メ
モ

等
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
望
遠
鏡
は
、
当
時
国
産
最
大
か

つ
市
民
が
自
由
に
使
え
る
望
遠
鏡
と
し
て
も
最
大
級
の
望
遠
鏡
で
あ
っ

た
。
昭
和
五
十
三（
一
九
七
八
）年
宮
城
県
沖
地
震
で
破
損
し
、
解
体
さ

れ
た
。

54　

東
北
大
学
加
藤
愛
雄
教
授
と
の
書
簡

サ
イ
ズ
：
1‌

0‌

0
×
1‌

7‌

0

製
作
年
：
昭
和
二
十
八（
一
九
五
三
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

仙
台
市
立
天
文
台
の
初
代
台
長
と
な
っ
た
、
東
北
大
学
理
学
部
の
加

藤
愛
雄
教
授
か
ら
西
村
繁
次
郎
へ
あ
て
た
は
が
き
。
仙
台
市
立
天
文
台

の
建
設
と
望
遠
鏡
製
作
に
お
け
る
金
銭
面
、
着
工
に
つ
い
て
の
内
容
が

書
か
れ
て
お
り
、
西
村
製
作
所
の
仕
事
を
賞
賛
す
る
文
章
も
見
受
け
ら

れ
る
。

55　

仙
台
天
文
同
好
会
青
木
正
博
と
の
書
簡

サ
イ
ズ
：
1‌

0‌

0
×
1‌

7‌

0

製
作
年
：
昭
和
二
十
八（
一
九
五
三
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

仙
台
天
文
同
好
会
の
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
青
木
正
博
か
ら
西
村
繁

次
郎
へ
あ
て
た
は
が
き
。
文
面
に
は
「
自
分
た
ち
に
も
ド
ー
ム
と
望
遠

鏡
の
設
計
図
を
送
っ
て
ほ
し
い
」「
進
捗
も
そ
の
都
度
伝
え
て
ほ
し
い
」

と
の
旨
が
書
い
て
お
り
、
青
木
や
仙
台
天
文
同
好
会
の
仙
台
市
天
文
台

建
設
へ
の
真
摯
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

56　

ノ
ー
ザ
ン
・
イ
リ
ノ
イ
大
学
納
品

　
　
　

反
射
望
遠
鏡
製
作
関
係
書
類

サ
イ
ズ
：
3‌

2‌

0
×
2‌

2‌

5

製
作
年
：
昭
和
二
十
七（
一
九
五
二
）～

　
　
　
　

昭
和
三
十
九（
一
九
六
四
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

ノ
ー
ザ
ン
・
イ
リ
ノ
イ
大
学（
一
八
九
五
年
創
立
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
イ
リ
ノ
イ
州
デ
・
カ
ル
ブ
の
総
合
大
学
）に
納
品
し
た
40
㎝
反
射
赤

道
儀
に
関
す
る
図
面
類
を
ま
と
め
た
フ
ァ
イ
ル
。
合
わ
せ
て
三
十
八
枚

の
図
面
が
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

57　

台
北
天
文
台
納
品
反
射
望
遠
鏡
製
作
関
係
書
類

サ
イ
ズ
：
3‌

2‌

0
×
2‌

2‌

5

製
作
年
：
昭
和
三
十
八（
一
九
六
三
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

台
北
天
文
台（
現
：
台
北
市
立
天
科
学
教
育
館
）に
納
品
し
た
40
㎝
反

射
赤
道
儀
に
関
す
る
図
面
を
ま
と
め
た
フ
ァ
イ
ル
。
合
計
三
十
五
枚
の

図
面
が
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

58　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
納
品

　
　
　

反
射
望
遠
鏡
製
作
関
係
書
類

サ
イ
ズ
：
3‌

2‌

0
×
2‌

2‌

5

製
作
年
：
昭
和
三
十
八（
一
九
六
三
）年

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
納
品
し
た
30
㎝
反
射
赤
道
儀
に
関
す
る

図
面
を
ま
と
め
た
フ
ァ
イ
ル
。
合
計
三
十
枚
の
図
面
が
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

さ
れ
て
い
る
。

59　

ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
と
西
村
製
作
所
の
望
遠
鏡

　
　
　
（
西
村
ア
ル
バ
ム
最
古
編
よ
り
）

撮
影
年
代
：
不
明

資
料
番
号
21
よ
り　

西
村
製
作
所
関
係
資
料

　

撮
影
年
代
、
撮
影
場
所
は
不
明
。
写
っ
て
い
る
人
物
は
、
西
村
繁
次

郎
、村
山
定
男
、木
辺
成
麿
、本
田
実
で
あ
る
。
木
辺
は
中
村
要
の
死
後
、

彼
の
後
継
者
と
し
て
西
村
製
作
所
と
の
協
働
関
係
も
共
に
引
き
継
い
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
村
山
は
望
遠
鏡
に
よ
る
火
星
観
測
や
隕
石
の
研
究
な

ど
を
専
門
と
し
た
研
究
者
と
し
て
国
立
科
学
博
物
館
理
化
学
研
究
部
長

や
天
文
博
物
館
五
島
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
館
長
を
務
め
、
天
文
学
の
普

及
・
教
育
活
動
に
尽
力
し
た
。
本
田
は
長
年
倉
敷
天
文
台
の
天
文
台
主

事
を
務
め
、生
涯
に
新
彗
星
12
個
・
新
星
11
個
を
発
見
し
「
天
体
発
見
王
」

と
も
呼
ば
れ
た
世
界
的
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
で
あ
る
。
共
に
写
る
望
遠

鏡
は
、
銘
板
か
ら
西
村
製
作
所
製
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
、
西
村
製
作

所
と
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
の
関
係
が
垣
間
見
え
る
写
真
資
料
で
あ
る
。

主
要
参
考
文
献

論
文

中
島
隆
、
西
城
惠
一
、
洞
口
俊
博
「
西
村
製
作
所
望
遠
鏡
資
料
と
そ
の
最
古
の
天
体
望
遠
鏡
写
真
帳
」、

『
国
立
科
学
博
物
館
研
究
報
告
』、
二
〇
一
三
年

冨
田
良
雄
「
暗
号
コ
ー
ド
と
火
星　

―
Ｒ
・
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見
た
夢
―
」、『
第
六
回
天
文
台
ア
ー

カ
イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
集
録
』、
二
〇
一
五
年

冨
田
良
雄
「
翻
刻
版　

中
村
要
・
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
往
復
書
簡
」、『
第
七
回
天
文
台
ア
ー
カ
イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
報
告
会
集
録
』、
二
〇
一
六
年

書
籍

山
崎
正
光
『
素
人
に
で
き
る
：
天
体
望
遠
鏡
の
作
り
方
』、
科
学
画
報
社
、
一
九
二
六
年

『
大
禮
記
念
京
都
大
博
覧
会
誌
』、
京
都
市
役
所
、
一
九
二
九
年

中
村
要
『
反
射
望
遠
鏡
』、
恒
星
社
、
一
九
四
三
年

木
辺
成
麿
『
新
版
、
反
射
望
遠
鏡
製
作
』、
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
七
〇
年

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
史
編
纂
会
、『
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
史
』、
一
九
九
五
年

吉
田
正
太
郎
『
天
文
ア
マ
チ
ュ
ア
の
た
め
の
新
版
反
射
望
遠
鏡
光
学
入
門
』、
誠
文
堂
新
光
社
、

二
〇
〇
五
年

フ
レ
ッ
ド
・
ワ
ト
ソ
ン
『
望
遠
鏡
4‌

0‌

0
年
物
語　

大
望
遠
鏡
に
魅
せ
ら
れ
た
男
た
ち
』、
地
人
書
館
、

二
〇
〇
九
年

冨
田
良
雄
・
久
保
田
諄
『
中
村
要
と
反
射
望
遠
鏡　

宇
宙
物
理
学
の
黎
明
を
支
え
て
』、ウ
ィ
ン
か
も
が
わ
、

二
〇
〇
〇
年

特
別
展
「
天
象
儀
1‌

0‌

0
年
の
軌
跡
」
図
録
、
平
塚
市
博
物
館
、
二
〇
二
三
年

井
上
毅
『
星
空
を
つ
く
る
機
械　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
1‌

0‌

0
年
史
』、
株
式
会
社K

A
D

O
K

A
W

A

、

二
〇
二
三
年

冨
田
良
雄
『
星
は
廻
り
人
は
巡
り
合
う
―
山
本
一
清
と
大
正
・
昭
和
期
の
天
文
群
像
―
』
二
〇
二
四
年

雑
誌

『
天
文
月
報
』よ
り

山
崎
正
光
「
反
射
望
遠
鏡
の
製
造
法
」
全
七
回
、
一
九
二
一
〜
一
九
二
二
年

『
天
界
』よ
り

〈
雑
報　

〇
十
吋
望
遠
鏡
新
着
〉、『
天
界
』
第
1
巻
1
号
、
一
九
二
〇
年

〈
雑
報　

〇
ス
コ
フ
ィ
ル
ド
氏
訪
問
記
〉、『
天
界
』
第
四
十
四
号
、
一
九
二
四
年

中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
研
究（
2
）」、『
天
界
』
第
四
十
四
号
、
一
九
二
四
年

中
村
要
「
京
大
天
文
臺
の
13
吋
反
射
望
遠
鏡
の
検
査
」、『
天
界
』
第
五
十
六
号
、
一
九
二
五
年

〈
雑
報　

〇
ス
レ
ー
ド
氏
の
鏡
〉、『
天
界
』
第
五
十
九
号
、
一
九
二
五
年

中
村
要
「
自
作
の
鏡
に
つ
い
て
」、『
天
界
』
第
六
十
四
号
、
一
九
二
六
年

中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
来
歴
」、『
天
界
』
第
六
十
七
号
、
一
九
二
六
年

中
村
要
「
ス
レ
ー
ド
氏
反
射
鏡
」、『
天
界
』
第
六
十
九
号
、
一
九
二
六
年

中
村
要
「
自
作
の
反
射
望
遠
鏡
に
つ
い
て
：
承
前
」、『
天
界
』
第
六
十
九
号
、
一
九
二
六
年

〈
雑
報 

〇
愈
々
わ
が
國
産
の
反
射
望
遠
鏡
！！
〉、『
天
界
』
六
十
九
号
、
一
九
二
六
年

〈
消
息 

〇
津
田
雅
之
氏
〉、『
天
界
』
第
六
十
八
号
、
一
九
二
六
年

中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
設
計
の
規
準
」、『
天
界
』
第
七
十
七
号
、
一
九
二
七
年

水
澤
緯
度
観
測
所
、「
水
澤
だ
よ
り
」、『
天
界
』
第
七
十
八
号
、
一
九
二
七
年

中
村
要
「
故
カ
ル
バ
ー
氏
の
追
憶
」、『
天
界
』
第
七
十
九
号
、
一
九
二
七
年

中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
智
識（
5
）：
反
射
鏡
製
造
準
備
」、『
天
界
』
第
八
十
一
号
、
一
九
二
七
年

中
村
要
「
山
本
博
士
の
46
セ
ン
チ
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
鏡
」、『
天
界
』
第
八
十
二
号
、
一
九
七
二
年

中
村
要
「
日
蝕
観
測
に
つ
い
て
」『
天
界
』
第
一
〇
二
号
、
一
九
二
九
年

中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
智
識（
13
）」、『
天
界
』
第
九
十
六
号
、
一
九
二
九
年

中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
智
識（
14
）」、『
天
界
』
第
九
十
五
号
、
一
九
二
九
年

水
野
千
里
「
倉
敷
天
文
臺
」、『
天
界
』
第
百
号
、
一
九
二
九
年

木
辺
成
麿
「
故
中
村
要
氏
の
鏡
面
製
作
研
究
に
つ
い
て（
故
中
村
要
氏
追
悼
號
）」、『
天
界
』
第
一
四
〇
号
、

一
九
三
二
年

中
村
要
「
反
射
望
遠
鏡
の
智
識（
17
）」、『
天
界
』
第
一
〇
四
号
、
一
九
三
二
年

服
部
博
「
初
め
て
望
遠
鏡
を
購
入
せ
ら
れ
る
方
々
の
た
め
に
」、『
天
界
』
第
一
八
九
号
、
一
九
三
七
年

〈
表
紙
ほ
か
〉、『
天
界
』
第
一
九
九
号
、
一
九
三
七
年

京
星
会
誌『
京
星
』よ
り

「
会
員
素
抄
」、
京
星
会
誌
『
京
星
』
第
二
号
、
一
九
三
五
年

『
科
學
畫
報
』よ
り

高
島
三
郎
「
子
供
で
も
出
来
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
式
三
百
倍
反
射
望
遠
鏡
の
こ
し
ら
へ
か
た
」、『
科
學
畫
報
』

第
一
巻
第
八
號
、
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
二
三
年

中
村
要
「
僕
ら
等
の
研
究
室 

望
遠
鏡
：
回
答
者
」、『
科
學
畫
報
』
第
七
巻
第
二
號
、
誠
文
堂
新
光
社
、

一
九
二
六
年

中
村
要
「
素
人
天
文
家
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
我
反
射
望
遠
鏡
の
世
界
」、『
科
學
畫
報
』
第
十
八
巻
第
六
號
、

誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
三
二
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



謝　
　

辞

　

本
展
覧
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
各
所
蔵
者
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
に
ご
協
力
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

大
阪
市
立
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学
館

株
式
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製
作
所

京
都
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立
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物
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京
都
大
学
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学
院
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学
研
究
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花
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ダ
イ
ニ
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ク
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ス
ト
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パ
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天
体
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遠
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館
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日
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社 

戦
中
写
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ア
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カ
イ
ブ
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池
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株
式
会
社 

フ
ォ
ト
ク
ロ
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久
保
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冨
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良
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国
立
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学
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物
館
）

馬
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幸
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人
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研
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機
構
）
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修
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宮
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吉
田　
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企
画
・
編
集
　
京
都
産
業
大
学 

神
山
天
文
台

　
　
　
　
　
　
　
《
企
画
展
ス
タ
ッ
フ
》

　
　
　
　
　
　
　

河
北
秀
世
、
青
木
優
美
香

　
　
　
　
　
　
　
《
協
力
》

　
　
　
　
　
　
　

大
坪
翔
悟
、
竹
内
智
美
、
坂
部
健
太
、

　
　
　
　
　
　
　

小
牧
誠
人
、
藏
田
眞
子

制
　
　
　
作
　
谷
口
印
刷
株
式
会
社

発
　
　
　
行
　
京
都
産
業
大
学 

神
山
天
文
台

　
　
　
　
　
　
　

〒
六
〇
三
|
八
五
五
五

　
　
　
　
　
　
　

京
都
府
京
都
市
北
区
上
賀
茂
本
山

　
　
　
　
　
　
　

電
話　

〇
七
五（
七
〇
五
）三
〇
〇
一

企
画
展

　
「
西
村
製
作
所
と
中
村
要

　
　
　
　
　
　
　
　

反
射
望
遠
鏡
に
か
け
た
夢
」
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